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県
知
多
郡
南
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に
お
け
る
調
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の
報
告
（
2
）
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は
じ
め
に

　
我
々
は
、
昭
和
五
一
年
八
月
三
〇
日
か
ら
九
月
四
日
ま
で
の
約
一
週
間
に
亘
っ
て
、
愛
知
県
知
多
郡
南
知
多
町
師
崎
に
お
い
て
「
漁
家

調
査
」
を
実
施
し
た
。
こ
の
調
査
の
主
た
る
目
的
は
、
本
稿
末
尾
に
再
録
し
た
調
査
票
の
冒
頭
の
「
お
願
い
」
の
文
面
に
示
さ
れ
て
い
る

如
く
、
「
都
市
化
．
工
業
化
の
社
会
的
影
響
に
つ
い
て
」
調
査
す
る
こ
と
で
あ
る
。
今
日
、
全
国
的
に
都
市
化
・
工
業
化
が
進
展
し
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
動
向
の
中
で
、
沿
岸
漁
業
の
経
営
や
沿
岸
漁
民
の
生
活
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
る
の
か
を
、
｝
つ
の
地
点
を
選
定
し
、
そ
こ
で
の
サ
ン
プ
ル
調
査
を
通
じ
て
漁
業
の
実
態
に
即
し
て
追
求
す
る
こ
と
を
調
査
の
主
要
な

目
的
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
間
題
設
定
の
下
で
、
我
々
は
、
最
終
的
に
は
愛
知
県
知
多
郡
南
知
多
町
師
崎
を
調
査
地
点
と
し
て
選
定
し
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
地
点
の
選
定
に
つ
い
て
若
干
検
討
し
て
お
こ
う
。
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四

　
我
々
は
・
調
査
地
点
の
選
定
作
業
を
行
な
う
に
際
し
、
次
の
四
点
を
ま
ず
設
定
し
た
。
第
一
に
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
経
済
活
動
の
中

で
、
漁
業
生
産
活
動
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
そ
の
漁
業
生
産
活
動
の
う
ち
、
沿
岸
漁
業
が
主
力
と
な
っ
て
い
る

こ
と
、
第
三
に
、
漁
業
者
の
漁
業
依
存
度
が
高
い
こ
と
、
即
ち
、
そ
こ
に
お
け
る
漁
業
者
が
漁
業
専
業
的
な
性
格
を
有
し
て
い
る
．
】
と
、

第
四
に
、
大
都
市
か
ら
五
〇
キ
・
メ
ー
ト
ル
圏
内
に
位
置
す
る
地
点
で
あ
り
、
何
ら
か
の
形
で
大
都
市
の
影
響
を
受
け
て
い
る
地
域
で
あ

る
こ
と
、
以
上
の
四
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
我
々
は
、
次
の
二
点
に
該
当
す
る
地
点
を
選
定
過
程
で
消
去
し
た
。
即
ち
、
第
一
に
、
公
害

等
の
被
害
が
既
に
は
げ
し
い
状
態
に
ま
で
な
っ
て
い
る
地
点
、
第
二
に
、
大
規
模
な
地
域
開
発
計
画
が
実
施
段
階
あ
る
い
は
計
画
さ
れ
つ

つ
あ
る
地
点
、
あ
る
い
は
そ
の
地
点
に
き
わ
め
て
近
接
し
て
い
る
地
点
、
と
い
う
二
点
に
該
当
す
る
地
点
を
避
け
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の

よ
う
な
二
段
階
の
選
定
作
業
の
結
果
、
南
知
多
町
師
崎
が
調
査
地
点
と
し
て
選
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
我
々
の
調
査
の
主
要
目
的
が
「
都
市
化
・
工
業
化
の
社
会
的
影
響
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
前
述
の
選
定
基
準
自
体

が
調
査
の
主
要
目
的
を
忠
実
に
反
映
し
て
い
な
い
か
の
印
象
を
与
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
工
業
化
．
都
市
化
の
直
接
的
影
響
を

被
っ
た
地
点
を
選
定
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
、
愛
知
県
に
限
定
し
た
揚
合
で
も
、
た
と
え
ば
、
名
古
屋

港
・
衣
浦
港
・
三
河
港
な
ど
の
港
湾
及
び
工
業
地
帯
に
隣
接
し
た
漁
村
こ
そ
調
査
地
点
と
し
て
最
適
で
あ
る
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
な
が
ら
、
我
々
は
こ
れ
ら
の
地
点
を
調
査
地
点
と
は
し
な
か
っ
た
。
我
々
は
既
に
触
れ
た
如
く
、
何
よ
り
も
漁
業
生
産
活
動

が
そ
の
地
域
の
経
済
活
動
の
中
で
大
き
な
比
重
を
占
め
、
し
か
↑
今
後
も
漁
業
生
産
を
発
展
さ
せ
る
必
要
の
あ
る
地
点
を
最
優
先
さ
せ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
一
言
で
表
現
す
る
な
ら
ば
、
我
麦
は
「
都
市
化
・
工
業
化
の
社
会
的
影
響
」
を
い
わ
ば

「
後
向
き
」
に
検
討
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
漁
業
の
重
要
な
政
策
的
課
題
と
し
て
、
沿
岸
漁
業
の
振



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

興
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
現
在
の
状
況
の
下
で
、
工
業
化
・
都
市
化
の
直
接
的
「
被
害
」
を
蒙
り
、
漁
村
と
し
て
消
滅
し
つ
つ
あ
る
地

点
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
は
決
し
て
無
駄
で
は
な
い
。
工
業
化
・
都
市
化
が
漁
業
に
及
ぼ
す
悪
影
響
を
指
摘
す
る
こ
と
は
、
い
か
に
陳
腐
に

響
き
、
何
ら
新
た
な
問
題
を
提
起
し
な
い
と
し
て
も
、
強
調
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
我
々
が
こ
の
よ
う

な
消
滅
し
つ
つ
あ
る
漁
村
を
調
査
対
象
と
し
な
か
っ
た
の
は
、
そ
う
す
る
こ
と
は
漁
業
生
産
活
動
が
工
業
化
・
都
市
化
の
影
響
を
受
け
な

が
ら
も
発
展
し
て
ゆ
く
諸
要
因
を
さ
ぐ
る
に
は
、
不
適
格
で
あ
る
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
漁
業
・
漁
村
の
状
態
は
、
「
工
業
化
・
都

市
化
」
か
ら
一
方
的
に
被
害
を
受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
漁
業
生
産
を
支
え
る
生
産
用
具
・
機
器
、
生
産
物
の
処
理
・

流
通
な
ど
の
点
で
漁
業
以
外
の
諸
部
門
と
関
連
し
、
し
か
も
漁
業
生
産
物
に
対
す
る
需
要
動
向
と
も
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

漁
業
生
産
は
、
漁
業
内
部
の
諸
要
因
と
、
漁
業
か
ら
み
る
な
ら
ば
「
外
部
」
で
あ
る
諸
要
因
と
の
間
の
複
雑
な
相
互
関
係
の
下
で
、
対
応

　
　
　
　
　
　
（
2
）

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
間
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
漁
業
生
産
を
維
持
な
い
し
発
展
さ
せ
て
い

る
地
点
こ
そ
、
調
査
対
象
と
し
て
最
適
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
我
々
の
調
査
地
点
の
選
定
は
、
我
々
の
調

査
の
基
本
目
的
か
ら
し
て
も
適
切
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
師
崎
で
行
な
っ
た
「
漁
家
調
査
」
に
関
し
て
、
我
々
は
既
に
二
つ
の
論
稿
を
発
表
し
た
。
即
ち
、
拙
稿
「
漁
村
の
経
済
構
造
に
関
す
る

一
考
察
－
愛
知
県
知
多
郡
南
知
多
町
師
崎
地
区
を
素
材
と
し
て
ー
」
『
社
会
学
研
究
（
一
橋
大
学
研
究
年
報
）
』
、
第
一
五
号
、
昭
和

五
二
年
（
以
下
に
お
い
て
、
拙
稿
「
漁
村
の
経
済
構
造
」
と
略
す
）
、
お
よ
ぴ
、
拙
稿
「
沿
岸
漁
業
経
営
と
沿
岸
漁
民
の
意
識
i
愛
知
県
知
多

郡
南
知
多
町
師
崎
に
お
け
る
調
査
結
果
の
報
告
（
－
）
ー
」
『
入
文
科
学
研
究
（
一
橋
大
学
研
究
年
報
）
』
、
第
一
七
号
、
昭
和
五
二
年

（
以
下
に
お
い
て
、
拙
稿
「
沿
岸
漁
民
の
意
識
（
－
）
」
と
略
す
）
、
の
二
つ
の
論
稿
で
あ
る
。
拙
稿
「
漁
村
の
経
済
構
造
」
は
、
我
々
の
実
施
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し
た
師
崎
の
漁
家
調
査
の
調
査
結
果
を
直
接
扱
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
調
査
の
た
め
の
予
備
調
査
お
よ
ぴ
本
調
査
の
際
に
我
々
が
収
集
し

え
た
諸
資
料
を
も
と
に
、
調
査
地
点
で
あ
る
師
崎
の
経
済
構
造
、
漁
業
生
産
の
状
態
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
拙
稿

「
沿
岸
漁
民
の
意
識
（
1
）
」
は
、
我
々
の
実
施
し
た
サ
ン
プ
ル
調
査
そ
の
も
の
の
調
査
結
果
の
集
計
・
分
析
を
意
図
し
た
中
間
報
告
で

あ
り
、
調
査
サ
ン
プ
ル
と
母
集
団
と
の
関
係
の
検
討
、
調
査
結
果
の
集
計
、
サ
ン
プ
ル
世
帯
の
営
む
漁
業
経
営
の
実
態
な
ど
に
つ
い
て
論

じ
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
拙
稿
「
沿
岸
漁
民
の
意
識
（
1
）
」
は
き
わ
め
て
短
期
日
の
う
ち
に
作
成
さ
れ
た
た
め
に
、
調
査

に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
多
く
の
論
点
を
別
稿
に
譲
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
本
稿
は
、
拙
稿
「
沿
岸
漁
民
の
意
識
（
－
）
」
を
補
完

す
る
性
格
を
有
し
て
お
り
、
前
稿
で
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
論
点
を
主
と
し
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
師
崎
に
お
け
る
漁
家
調
査
に
参
加
し
た
一
橋
大
学
社
会
学
部
依
光
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
学
生
諸
君
は
、
こ
の
調
査
の
結
果

　
　
（
3
）

を
分
析
し
、
一
冊
の
報
告
書
を
完
成
さ
せ
た
。
一
橋
大
学
社
会
学
部
　
依
光
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
編
『
漁
村
の
社
会
・
経
済
状
態
に
関
す
る
調
査

報
告
書
－
愛
知
県
知
多
郡
南
知
多
町
師
崎
1
』
、
昭
和
五
二
年
（
以
下
に
お
い
て
、
依
光
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
編
『
漁
村
の
調
査
報
告
書
』
と
略
す
）

が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
報
告
書
は
、
発
行
部
数
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
一
般
に
入
手
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
師
崎
に
お
け
る

漁
業
の
実
態
を
包
括
的
に
把
握
す
る
と
共
に
、
師
崎
に
お
け
る
漁
業
の
問
題
点
を
ほ
ぼ
網
羅
し
て
お
り
、
個
々
の
論
述
に
は
不
充
分
な
点

が
残
さ
れ
て
は
い
る
が
、
全
体
と
し
て
、
こ
の
報
告
書
を
評
価
す
る
な
ら
ば
、
漁
村
を
多
角
的
に
扱
っ
た
も
の
と
し
て
一
つ
の
成
果
で
あ

る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
報
告
書
の
目
次
お
よ
び
執
筆
者
を
示
し
て
お
こ
う
。

　
依
光
ぜ
ミ
ナ
ー
ル
編
『
漁
村
の
社
会
・
経
済
状
態
に
関
す
る
調
査
報
告
書
』
　
目
次
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以
上
が
学
生
諸
君
の
執
筆
し
た
報
告
書
の
目
次
で
あ
る
。
こ
の
報
告
書
は
、
調
査
に
参
加
し
た
学
生
が
、
調
査
の
終
了
後
、
調
査
票
の

集
計
・
分
析
を
行
な
う
と
同
時
に
、
各
自
の
関
心
に
即
し
て
文
献
研
究
を
行
な
っ
た
こ
と
の
成
果
で
あ
り
、
報
告
書
と
し
て
の
全
体
の
統

一
を
特
に
配
慮
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
報
告
書
は
、
調
査
報
告
書
と
い
う
形
を
と
り
な
が
ら
も
、
ゼ
、
・
、
ナ
ー
ル
に
お
け
る
教
育
．
研

究
活
動
の
一
つ
の
成
果
と
し
て
の
性
絡
を
も
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
後
者
の
性
格
を
問
題
と
す
る
な
ら
ば
、
履
習
上
の

制
度
と
し
て
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
所
属
し
た
学
生
が
、
あ
く
ま
で
も
正
規
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
調
査
に
参
加
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。
即
ち
、
学
生
個
々
人
の
今
回
の
調
査
と
の
か
か
わ
り
方
、
調
査
目
的

に
対
す
る
学
生
各
自
の
問
題
関
心
の
濃
淡
、
報
告
書
を
作
成
す
る
に
当
っ
て
の
研
究
方
法
な
ど
、
こ
れ
ら
の
諸
点
を
ど
の
よ
う
に
調
査
全

体
に
組
み
込
ん
で
ゆ
け
ば
よ
い
の
か
、
と
い
う
教
育
上
の
基
本
的
問
題
と
直
接
的
に
関
係
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本

稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
検
討
は
行
な
わ
な
い
。
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
一
方
に
お
い
て
、
こ
の
学
生
諸
君

の
執
筆
し
た
調
査
報
告
書
が
、
一
つ
の
学
問
上
の
成
果
と
し
て
評
価
・
批
判
の
対
象
と
し
て
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
と
、
他
方
に
お
い
て
、

こ
の
報
告
書
は
大
学
の
教
育
・
研
究
活
動
の
一
環
と
し
て
社
会
調
査
を
実
施
し
た
揚
合
の
一
つ
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
ー
と
し
て
の
性
格



を
有
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
の
叙
述
か
ら
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
如
く
、
師
崎
の
「
漁
家
調
査
」
に
関
し
て
既
に
三
点
の
成
果
が
公
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
、
師
崎
に
お
け
る
沿
岸
漁
業
経
営
の
実
態
と
沿
岸
漁
民
の
生
活
・
意
識
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
稿
は
、
前
記
の
二
つ
の
拙
稿
と
接
続
し
て
い
る
と
は
い
え
、
独
立
の
論
稿
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い

る
た
め
に
、
前
記
の
成
果
と
重
複
す
る
箇
所
が
出
て
く
る
こ
と
を
予
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

　
（
1
）
　
昭
和
五
一
年
度
の
『
漁
業
白
書
』
は
、
新
た
な
海
洋
秩
序
の
形
成
に
対
す
る
日
本
の
漁
業
の
対
応
策
と
し
て
、
当
面
の
重
要
課
題
と
し
て
次
の

　
　
五
点
を
挙
げ
て
い
る
。
①
領
海
幅
員
の
一
二
海
里
へ
の
拡
大
と
二
〇
〇
海
里
漁
業
水
域
の
設
定
、
②
漁
業
外
交
を
通
し
て
の
漁
獲
実
績
の
確
保
、
③

　
　
沿
岸
・
沖
合
漁
業
の
振
興
、
④
漁
港
の
整
備
と
漁
村
の
生
活
環
境
の
改
善
等
の
促
進
に
よ
る
漁
民
の
福
祉
の
向
上
、
⑤
水
産
物
の
有
効
利
用
の
促
進

　
　
及
ぴ
需
給
・
価
格
の
安
定
策
の
強
化
。
（
『
昭
和
五
一
年
度
・
漁
業
白
書
』
、
農
林
統
計
協
会
、
昭
和
五
二
年
、
八
ー
一
一
頁
。
）

　
（
2
）
　
大
津
昭
一
郎
・
酒
井
俊
二
の
両
氏
は
、
高
度
経
済
成
長
に
伴
っ
て
、
漁
業
以
外
の
主
と
し
て
第
二
次
・
第
三
次
産
業
か
ら
漁
業
に
対
し
て
加
え

　
　
ら
れ
た
諸
要
請
と
し
て
、
①
余
剰
若
年
労
働
力
の
放
出
、
②
産
業
用
地
の
提
供
、
③
生
産
物
需
要
の
高
級
化
、
多
様
化
、
大
量
化
、
恒
常
化
、
④
生

　
　
産
お
よ
ぴ
生
活
用
具
の
恒
常
的
な
他
産
業
依
存
の
増
大
、
と
い
う
四
点
を
挙
げ
て
い
る
。
（
水
産
庁
漁
政
部
企
画
課
『
水
産
経
済
研
究
』
、
第
二
七

　
　
号
、
昭
和
五
二
年
、
一
〇
1
一
九
頁
参
照
。
）

　
（
3
）
　
報
告
書
の
作
成
は
当
時
の
三
年
生
が
中
心
と
な
っ
て
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
調
査
に
参
加
し
、
調
査
結
果
の
集
計
作
業
を
共
同
で
行
な

　
　
い
、
報
告
書
が
完
成
す
る
ま
で
の
期
間
に
討
論
を
行
な
っ
た
学
生
諸
君
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
社
会
学
部
四
年
生
　
小
林
出
、
熊
谷
圭
知
、
村
瀬
雅
宣
、
村
田
健
一
郎
、
宍
戸
和
子
、
鈴
木
洋
一
、
田
沼
雅
夫
、
渡
部
弘
、

　
　
社
会
学
部
三
年
生
　
林
大
樹
、
市
村
昇
、
岩
田
修
、
亀
岡
信
雄
、
水
澤
秀
樹
、
永
田
光
、
中
野
充
弘
、
西
村
雅
夫
、
小
黒
俊
之
、
大
酉
宏
一
、
斎
藤

　
　
　
　
　
沿
岸
漁
業
経
営
と
沿
岸
漁
民
の
意
識
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
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三
紀
雄
、
竹
山
友
美
子
、
富
田
順
子
、
渡
辺
博
文
。

八
O

H
　
師
崎
に
お
け
る
漁
業
の
特
色

1
　
漁
業
経
営
体

　
第
－
表
は
、
昭
和
四
八
年
一
〇
月
一
日
現
在
調
査
の
『
第
五
次
漁
業
セ
ン
サ
ス
』
か
ら
、
南
知
多
町
の
漁
業
経
営
体
階
層
別
経
営
体
数

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
南
知
多
町
に
は
八
つ
の
漁
業
協
同
組
合
が
組
織
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
『
第
五
次
漁
業
セ
ン
サ
ス
』
は
、
こ
の

八
つ
の
漁
業
協
同
組
合
を
そ
れ
ぞ
れ
「
漁
業
地
区
」
と
し
て
扱
っ
て
い
る
た
め
に
、
分
析
上
き
わ
め
て
便
利
で
あ
る
。
第
1
表
に
示
さ
れ

て
い
る
如
く
、
師
崎
に
お
け
る
漁
業
経
営
体
数
は
、
昭
和
四
八
年
現
在
、
二
二
七
で
あ
り
、
経
営
体
階
層
と
し
て
は
、
「
漁
船
非
使
用
」

層
、
「
無
動
力
船
の
み
使
用
」
層
、
お
よ
ぴ
「
小
型
定
置
網
」
は
皆
無
で
あ
り
、
動
力
船
使
用
の
漁
船
漁
業
と
「
浅
海
養
殖
」
と
が
師
崎

に
お
け
る
漁
業
の
主
力
と
な
っ
て
い
る
。

　
昭
和
三
五
年
か
ら
昭
和
四
九
年
ま
で
の
期
間
の
師
崎
に
お
け
る
経
営
体
階
層
別
経
営
体
数
の
推
移
を
示
し
た
も
の
が
第
2
表
で
あ
る
。

こ
の
一
五
年
間
の
経
営
体
総
数
の
変
化
に
お
い
て
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
第
｝
に
、
師
崎
に
お
け
る
漁
業
経
営
体
数
は
年

次
に
よ
り
か
な
り
激
し
く
変
化
し
て
い
る
が
、
全
体
の
傾
向
と
し
て
は
経
営
体
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
全
国
の
漁
業
経
営
体

数
は
、
昭
和
三
八
年
に
二
六
七
、
一
二
一
で
あ
っ
た
も
の
が
、
昭
和
四
三
年
に
は
二
五
四
、
一
一
八
と
減
少
し
、
さ
ら
に
昭
和
四
八
年
に

は
二
三
二
、
三
〇
二
と
減
少
し
つ
づ
け
、
昭
和
三
八
年
の
経
営
体
数
を
一
〇
〇
・
O
と
す
れ
ば
、
昭
和
四
八
年
に
は
八
六
・
九
へ
と
大
幅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

に
減
少
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
全
国
的
傾
向
と
比
較
し
て
み
る
と
、
師
崎
で
は
経
営
体
数
が
増
加
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
き



第1表　経営体階層別経営体数（南知多町）

漁 経 漁
漁 船 使 用

浅

㎜
業
地
区
・

営
体
総

船
非
使

無船

の

1
ト
ン

1
1
3

3
1
5

5
1
1
0

10

20

20

30

30

5D

50

100

100

20D

型
定
置

海
養

名 数 用
カみ

未
満

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

網 殖

南知多町 1279 25 2 159221　107　74 34 30 20 14 3 6 58堺

8
9
0
1
3
2
1
0

1
6
5
6
2
5
5
6

　
　
　
　
2

3
1
1
　
一
　
一
　
一
1
　
一

一
一
一
－
一
一
2
一

一
一
一
2
2
5
5
一

一
一
1
3
4
U
－
一

一
4
1
8
3
皿
4
一

一
2
一
5
1
3
6
8
一

一
2
1
6
1
3
2
5
0
一

一
1
1
5
4
3
7
6
8
一

一
U
2
7
6
6
5
5
5
7
5

一
7
3
n
3
3
6
6
3
3
6

一
一
一
一
一
一
2
一

一
一
一
一
1
2
1
飢

1
7
0
7
4
5
3
2

2
9
6
2
9
1
7
9

　
　
　
2
　
，
」
　
2
　

1

丘
井
名
崎
島
島
浜
海

　
　
　
　
賀

　
　
　
　
間

豊
大
片
師
日
篠
豊
内

沿
岸
漁
業
経
営
と
沿
岸
漁
民
の
意
識

『第5次漁業センサス』第3報，第2分冊，昭和50年，PP．226－228．

第2表　経営体階層別経営体数の推移（師崎）

経
営
体
総
数

無
動
力
船
の
み

動　　力　　船　　使　　用

浅
海
養
殖

1
ト
ン
未
満

1
［
3
ト
ン

3
1
5
ト
ン

5
1
1
Q
ト
ン

10

30

ン

30

100

ン

100

ン
以
上

　　　　昭和35年　　222　42　　　151　　　14　　11　　2　　2　　r　　　－

　　　　　　　36年　216　19　　156　　20　16　2　3　一　　一
　　　　　　　37年　218　16　　157　　23　16　3　3　一　　一
　　　　　　　38年　185　10　42　97　24　9　－　3　一　　一
　　　　　　　39年　214　8　48　94　30　21　6　3　－　　4
　　　　　　　40年　221　2　48　94　34　20　6　4　－　　13
　　　　　　　41年　232　－　59　100　27　27　6　4　－　　9
　　　　　　　42年　247　－　56　110　36　24　11　3　－　　7
　　　　　　　43年　217　1　32　107　38　14　9　3　－　 13

　　　　　　　44年　248　－　36　116　42　14　9　3　－　　28
　　　　　　　45年　298　－　30　108　55　9　10　3事　一　 83

　　　　　　　46年　296　－　28　69　34　9　10　3電　一　143
　　　　　　　47年　280　－　13　61　31　7　10　3零　一　155

八48年227＿1176546135161　　　　　　　49年　248　－　13　78　62　11　14　7零　一　 63

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　50トン以上

　　　　　昭和35年から44年までは，東海農政局編『愛知県水産業累年統計書』，愛知県漁連，昭

　　　　　　和46年，による。
　　　　　昭和45年から49年までは，東海農政局『愛知県農林水産統計年報』の各年度版による・



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究
　
1
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二

わ
め
て
特
徴
的
な
こ
と
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
二
に
、
第
－
表
に
お
い
て
は
、
師
崎
の
漁
業
経
営
体
の
う
ち
「
無
動
力
船
の
み
」
層

は
皆
無
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
第
2
表
に
は
、
「
無
動
力
船
の
み
」
層
が
消
滅
し
て
ゆ
く
過
程
が
示
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
「
無
動
力
船
の
み
」

層
は
昭
和
四
〇
年
頃
に
ほ
ぼ
消
滅
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
「
浅
海
養
殖
」
層
の
変
動
が
き
わ
め
て
激
し
い
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
。
こ
の
「
浅
海
養
殖
」
は
「
の
り
養
殖
」
と
「
わ
か
め
養
殖
」
で
あ
る
が
、
こ
の
「
浅
海
養
殖
」
は
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

に
ょ
っ
て
師
崎
に
導
入
さ
れ
た
。
そ
し
て
昭
和
四
七
年
ま
で
は
漁
船
漁
業
の
兼
業
と
し
て
順
調
に
伸
び
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
「
浅
海
養

殖
」
層
は
四
八
年
に
は
激
減
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
必
ら
ず
し
も
師
崎
に
お
い
て
「
浅
海
養
殖
」
を
営
む
経
営
体
が
激
減
し
た
こ
と
を

意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
師
崎
に
お
け
る
経
営
体
に
と
っ
て
「
浅
海
養
殖
」
の
比
率
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
新

た
な
動
向
が
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
第
四
に
、
漁
船
漁
業
に
つ
い
て
は
、
大
多
数
の
経
営
体
は
、
一
－
三
ト
ン
層
、
三
ー
五
ト
ン

層
に
属
し
て
い
る
が
、
一
五
年
間
の
変
化
と
し
て
は
、
一
ト
ン
未
満
層
が
消
滅
方
向
に
向
か
っ
て
お
り
、
一
－
三
ト
ン
層
も
減
少
傾
向
に

あ
る
が
、
三
－
五
ト
ン
層
は
む
し
ろ
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
さ
ら
に
、
一
〇
i
三
〇
ト
ン
層
に
も
増
加
傾
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
師
崎
の
経
営
体
の
経
営
形
態
を
『
第
五
次
漁
業
セ
ン
サ
ス
』
に
よ
っ
て
示
す
と
、
二
二
七
経
営
体
の
う
ち
、
一
二
一
が
「
個
人
経
営
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

で
あ
り
、
「
共
同
経
営
」
が
一
四
、
「
会
社
経
営
」
と
「
漁
業
生
産
組
合
」
が
各
一
、
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
個
人
経
営
体
が
圧
倒
的
に

多
く
、
師
崎
の
漁
業
は
い
わ
ゆ
る
沿
岸
漁
家
を
主
力
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　
『
（
1
）
　
農
林
省
『
第
五
次
漁
業
セ
ン
サ
ス
総
括
編
、
日
本
の
漁
業
』
、
農
林
統
計
協
会
、
昭
和
五
一
年
、
五
六
ー
五
七
頁
。

　
（
2
）
　
愛
知
県
『
半
島
地
域
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
計
画
書
』
、
昭
和
四
七
年
、
一
三
四
頁
。

　
（
3
）
　
『
第
五
次
漁
業
セ
ン
サ
ス
』
第
三
報
、
第
二
分
冊
、
昭
和
五
〇
年
、
二
三
三
ー
二
三
四
頁
。



2
　
漁
船
規
模

　
師
崎
の
漁
業
者
が
所
有
し
て
い
る
漁
船
の
隻
数
の
変
化
を
規
模
別
に
示
し
た
も
の
が
第
3
表
で
あ
る
。
漁
船
総
隻
数
は
こ
の
一
五
年
間

第3表漁船規模別漁船隻数の推移（師崎）

総 無 船
動 カ 船

隻
動 外

機

ム
ロ 1

ト 1
1

3
1

5
1

10

数

力
船

付
船

計

ン
未
満

3
ト
ン

5
ト
ン

10

ン

30

：！

6
　
6
　
　
6
　
　
8
　
8
　
8
　
9

10

∬
1
5
1
5
2
8
3
1

昭和36年　　224　…　　…　　224　　　165　　　35　　18

　　　37年　233　…　…　233　　176　　32　19
　　　38年　222　19　17　186　40　98　30　12
　　　39年　205　…　一　205　　149』　31　17
　　　40年　277　　13　　264　　186　　45　25
　　　41年　256　4　2　250　83　106　33　20
　　　42年　266　－　5　261　81　116　35　20
　　　43年　272　1　27　244　52　120　40　22
　　　44年　304　－　45　259　57　126　44　21
　　　45年　365　－　104　261　48　123　52　23
　　　46年　373　－　116　257　45　121　54　22
　　　47年　353　－　110　243　33　118　55　22
　　　48年　457　8　195　25ヰ　23　107　71　25
　　　49年　493　6　204　283　23　116　85　28

　昭和36年から44年までは，『愛知県水産業累年統計轡』による，
　昭和45年から49年までは，『愛知県農林水産統計年報』各年度版による・

沿
岸
漁
業
経
営
と
沿
岸
漁
民
の
意
識

に
二
・
二
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
総
隻

数
の
増
加
は
、
「
船
外
機
付
船
」
の
増
加
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

で
あ
り
、
動
力
船
自
体
は
そ
れ
程
め
ざ
ま
し
い
増
加
を
示
し
て

は
い
な
い
。
そ
し
て
、
師
崎
に
お
け
る
動
力
船
規
模
の
上
限
は

二
〇
ト
ン
で
あ
り
、
二
〇
ト
ン
を
越
え
る
規
模
の
動
力
船
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

い
こ
と
に
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
動
力
船
を
規
模
別
に
み
て
み
る
と
、
一
ト
ン
未
満
の
動
力
船

の
み
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
他
の
規
模
の
動
力
船
は
増
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

第4表動力船隻数

規　　模 隻　　数

1トン未満 34（10．4）

1－3トン 128（392）

3－5トン 97（29，8）

5－10トン 28（8，6）

10－15　トン 26（80）

15－20　トン 13（4，0）

合計　1326（100，0）

し
て
お
り
　
特
に
三
ー
五

ト
ン
、
　
一
〇
1
二
〇
ト
ン

の
規
模
の
動
力
船
の
増
加

に
は
著
る
し
い
も
の
が
あ

る
。　

そ
し
て
、
昭
和
五
一
年

　
　
　
八
三



第5表動力船の進水年次（師崎）

動力船規模

一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究

1
ト
ン
未
満

1
1
3
ト
ン

3
1
5
ト
ン

5
1
1
0
ト
ン

10

15

ン

15

20

ン

合
計

2
3
1
0
1
3
4
耳
8

0
　
　
0
　
　
1
　
　
2
　
　
0
　
　
2
　
　
0

16

進水年次

0　　20

0　　14

0　　23

1　　　22

0　　25

2　　28

4　　31

0　　33

0　　30

0　　23

1　　　23

0
0
0
0
0
0
0
3
0
3
2
1
1
2
4
2
3
5

0
0
2
3
1
3
1
1
1
1
2
1
2
2
5
0
2

0　　11　　　2

0　　10　　　9

2　　　7　　　8

1　　12　　10
鼻　　　4　　15

1

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
ー

ヨ
　
　
ヨ
　
　
ヨ
　
　
ヨ
　
　
ヨ
　
　
ヨ
　
　
ヰ
　
　
み
ヤ
　
　
イ
　
　
イ
　
　
ヰ
　
　
　
　
　
イ
　
　
ヰ
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
さ

和昭

13　　326262834　　128　　97計合

ら
五
一
年
八
月
ま
で
は
七
六
隻
、
二
三
・
三
％
と
な
っ
て
お
り
、
か
な
り
老
朽
化
し
た
漁
船
も
あ
る
が
、

造
．
購
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
規
模
別
に
み
る
と
、
四
九
年
か
ら
五
一
年
に
か
け
て
進
水
し
た
漁
船
七
六
隻

の
う
ち
、
一
ー
三
ト
ン
層
が
四
〇
隻
、
三
－
五
ト
ン
が
二
〇
隻
、
一
〇
1
一
五
ト
ン
が
一
〇
隻
と
な
っ
て
い
る
が
、
規
模
別
漁
船
の
隻
数

と
対
比
し
た
揚
合
に
は
、
一
〇
i
一
五
ト
ン
層
に
新
造
船
が
多
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
杜
、
師
崎
漁
業
の
将
来
を
考
え
る
揚
合
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

八
月
現
在
の
師
崎
漁
業
協
同
組
合
の
資
料
『
登
録

漁
船
』
を
整
理
し
た
の
が
、
第
4
表
・
第
5
表
で

あ
る
。
第
4
表
か
ら
も
明
ら
か
な
如
く
、
師
崎
に

お
い
て
保
有
さ
れ
て
い
る
動
力
船
の
主
力
は
一
－

三
ト
ン
、
三
－
五
ト
ン
で
あ
る
。
こ
の
師
崎
に
お

い
て
所
有
さ
れ
て
い
る
動
力
船
を
進
水
年
次
別
に

示
し
た
も
の
が
第
5
表
で
あ
る
。
こ
の
第
5
表
に

よ
れ
ば
、
昭
和
三
四
年
か
ら
三
八
年
に
か
け
て
進

水
し
た
漁
船
は
三
二
隻
で
全
漁
船
の
九
・
八
パ
ー

セ
ン
ト
、
昭
和
三
九
年
か
ら
四
三
年
ま
で
は
七
九

隻
、
二
四
・
三
％
、
昭
和
四
四
年
か
ら
四
八
年
ま

で
は
二
二
九
隻
、
四
二
・
七
％
、
昭
和
四
九
年
か

　
　
　
　
　
　
　
新
ら
し
い
漁
船
が
次
々
に
建



　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

つ
の
素
材
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
船
質
で
は
、
鋼
船
が
一
〇
1
一
五
ト
ン
に
三
隻
、
一
五
ー
二
〇
ト
ン
に
四
隻
あ
る
の
み
で
、
あ
と
は
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

べ
て
木
船
か
F
R
P
船
と
な
っ
て
い
る
。

　
（
1
）
　
拙
稿
「
漁
村
の
経
済
構
造
」
、
一
六
九
頁
参
照
。

　
（
2
）
　
依
光
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
編
『
漁
村
の
調
査
報
告
書
』
の
中
で
は
、
「
網
漁
業
は
若
い
世
代
に
営
む
も
の
が
多
く
、
彼
ら
は
一
般
に
規
模
の
大
き
い
船

　
　
を
使
用
す
る
傾
向
に
あ
る
。
一
五
歳
－
二
九
歳
の
若
い
漁
民
が
、
動
力
船
の
中
心
で
あ
る
一
ト
ン
ー
五
ト
ン
層
を
所
有
せ
ず
、
そ
れ
以
上
の
階
層
に

　
　
位
置
す
る
こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
」
（
同
上
書
、
二
三
頁
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
（
3
）
　
師
崎
漁
協
『
登
録
漁
船
』
に
よ
る
。
な
お
、
愛
知
県
に
お
い
て
は
、
「
漁
船
の
大
型
化
・
高
馬
力
化
が
進
み
、
ま
た
漁
船
装
備
の
近
代
化
も
急

　
　
速
に
進
み
つ
つ
あ
る
。
…
…
こ
の
他
、
漁
船
の
F
R
P
化
傾
向
も
拡
大
し
て
い
る
。
」
（
愛
知
県
『
第
二
次
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
補
足
整
備
事
業
調
査

　
　
報
告
書
』
、
昭
和
五
二
年
、
一
五
頁
。
）

3
　
師
崎
で
営
ま
れ
て
い
る
漁
業
種
類

　
南
知
多
町
の
漁
業
経
営
体
が
営
ん
だ
漁
業
種
類
別
経
営
体
数
を
示
し
た
も
の
が
第
6
表
で
あ
る
。
『
第
五
次
漁
業
セ
ン
サ
ス
』
に
よ
れ

ば
、
師
崎
の
経
営
体
が
営
ん
で
い
る
漁
業
種
類
で
は
、
「
釣
」
が
最
も
多
く
、
師
崎
の
漁
業
経
営
体
総
数
の
半
数
以
上
が
、
「
釣
」
を
営
ん

で
い
る
。
「
の
り
養
殖
」
、
「
わ
か
め
養
殖
」
を
営
む
経
営
体
も
そ
れ
ぞ
れ
九
〇
以
上
を
数
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
刺
網
」
を
営
む
経
営
体

は
三
八
、
「
船
び
き
網
」
は
、
一
九
経
営
体
に
よ
っ
て
営
ま
れ
、
「
小
型
底
び
き
網
」
、
「
採
貝
草
」
を
営
な
む
経
営
体
は
一
一
、
と
な
っ
て

お
り
、
少
数
で
あ
る
。
従
っ
て
、
師
崎
に
お
い
て
は
、
「
漁
船
漁
業
」
を
主
体
と
し
な
が
ら
、
「
浅
海
養
殖
」
を
営
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か

る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
沿
岸
漁
業
経
営
と
沿
岸
漁
民
の
意
識
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五



第6表　営んだ漁業種類別経営体数（南知多町）

内
　
　
　
海

豊
　
　
　
浜

篠
　
　
　
島

日
間
賀
島計丘井名崎島島浜海一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　橋

127921976022759421517392大
　　2　一　一　一　一　一　一　　2　一　　学
225＿　32　＿　10　92　18　73　＿　研

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　究

　　4－4一一一一一一年
　17一一一一一512一報　　8－　6一一　2一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社

206　3　27　24　38　43　33　38　－　　A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ス

388－199126138501531学
33＿＿6＿2412＿研　　9＿＿一一333＿＿究

　99　　－　　　　5　　　　2　　　19　　　23　　　35　　　15　　　－　　　　16

　40956－1－136　32　　　一　　　　 一　　　　 4　　　　10　　　　　3　　　　－　　　　 14　　　　　1

101　　－　　　　3　　　　4　　　　1　　　39　　　－　　　 33　　　21

2007　210 6737329－685　　　18　　　　71　　　41　　　94　　　250　　　79　　　72　　　60

183　　　一　　　　一　　　　15　　　96　　　37　　　　12　　　23　　　一

数
網
網
網
網
網
網
　
わ
網
網
網
貝
草
業
殖
殖

総
麗
験
暴
な
チ
き
置
学
養

体
底
底
の
の
　
え
ツ
ぴ
定
　
他
り
助

営
合
轟
魂
　
　

型
　
の
力

経
沖
小
そ
あ
そ
刺
釣
は
パ
船
小
採
採
そ
の
わ

『第5次漁業センサス』第3報，第2釧冊，昭和50年，PP．23←237，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

　
昭
和
四
八
年
か
ら
五
〇
年
ま
で
の
三
年
間
の
師
崎
に
お
け

る
漁
業
種
類
別
の
着
業
数
・
生
産
量
・
生
産
額
を
示
し
た
も

の
が
第
7
表
で
あ
る
。

　
こ
の
三
年
間
に
お
け
る
着
業
数
の
変
化
と
し
て
注
目
し
て

お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
着
業
数
が
増
加
し
て
い
る
漁

業
種
類
と
、
現
状
維
持
な
い
し
減
少
し
て
い
る
漁
業
種
類
の

二
つ
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
の
典
型
は
、
「
船
曳
網
」

と
「
一
本
釣
」
で
あ
り
、
後
者
の
典
型
は
、
「
刺
網
」
と
「
の

り
養
殖
」
で
あ
る
。
生
産
額
を
み
る
と
、
師
崎
全
体
で
は
こ

の
三
年
間
増
加
し
て
い
る
。
生
産
額
で
増
加
し
て
い
る
漁
業

種
類
は
「
パ
ッ
チ
網
」
と
「
船
曳
網
」
お
よ
び
「
遊
船
」
で

あ
り
、
他
の
漁
業
種
類
は
、
生
産
額
が
低
下
傾
向
に
あ
る
。

生
産
量
の
面
で
は
、
師
崎
全
体
で
は
三
年
間
に
微
増
し
て
い

る
が
、
「
漁
船
漁
業
」
の
増
加
と
「
養
殖
」
の
減
少
と
い
う

状
態
に
あ
り
、
「
漁
船
漁
業
」
の
中
で
は
、
生
産
量
を
伸
ば

し
て
い
る
漁
業
種
類
は
「
パ
ッ
チ
網
」
と
「
船
曳
網
」
で
あ
り
、
他
の
漁
業
種
類
で
は
生
産
量
が
減
少
し
て
い
る
。



第7表　漁獲量およぴ漁獲金額（師崎）

漁業種類
曜　和 48　年 昭　　和 49　年 昭　　和 50 年

箔業数　　生産量 生産額 蒲業数　　生産量 生産額 着業数　　生産量 生産額

パッチ網

　曳　網，

　曳網

　　　網

本釣

貝隼
　の　他

．　　船

　4統　5，443トン

8統　2，449

9隻　　37

0　　　254

59　　　261

4　　　620

0　　　163

05　　　　210

163，290千円

78，175

4，790

45，515

9，259

9，632

6，358

05，330

　4統　5，585トン

2統　2，715

9隻　　　29

5　　　237

74　　　217

2　　　515

7　　　　64・

14　　　220

203，819千円

79，507

7．113・

38，141

88，596

6，365

0，137

32，270

　4統　6，064トン

7統　3，303

隻　　　27

7　　　173

80　　　206

1　　　422

5　　　　63

18　　　226

253，721千円

38，378

6，271

25，166

32，149

2，234

5，138

58，563

小計 9，437 882，349 9，582 1，135，948 10，484 1，491，620

のり養殖

かめ養殖

150　　　847

40　　　　893

376，858

3，933　　『

137　　　877

43　　　932

257，383

0，016

112　　　　638

47　　　634

196，829

2，401

小　計 1，740 450，791 1，809 337，399 1，272 249，230

合計 11，177 1，333，140 11，391 1，473，347 11，756 1，740，850

師騎漁業協同組合調べ

窪舐藻縣輿麺刈窪皿蘇暇e樋藩 くギ



第8表　漁業種類と漁船規模

一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究

漁
漁 船　規 模

業
O
l

3
1

5
1

10
合

種 3 5 10 20

類
ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン 計

一本釣 126 37
一 一

163

船曳網 8 33 21 30 92

刺　　網 8 15
一 一

23

採貝草 17 1
一 一

18

運搬船 一
4 6

一
10

底ぴき網 2 3 1
一

6

その他 1 1
一

5 7

師崎漁業協同組合調べ

16

　
と
こ
ろ
で
、
昭
和
五
〇
年
の
師
崎
漁

業
協
同
組
合
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
そ
れ

ぞ
れ
の
漁
業
種
類
に
使
用
さ
れ
て
い
る

漁
船
規
模
別
隻
数
は
第
8
表
の
と
お
り

で
あ
る
。
「
一
本
釣
」
に
使
用
さ
れ
て
い

る
漁
船
は
五
ト
ン
未
満
で
あ
り
、
主
力

は
三
ト
ン
未
満
で
あ
る
。
「
船
曳
網
」

が
師
崎
に
お
け
る
漁
業
に
お
い
て
最
大

規
模
の
漁
船
を
使
用
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
一
隻
当
り
の
年
間
水
揚
金
額
、
，
平
均
出
漁
日
数
等
を
昭
和
五
〇
年
に
つ
い
て
示
し
た

も
の
が
第
9
表
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
漁
船
規
模
が
拡
大
す
る
に
従
っ
て
、
乗

組
員
数
が
多
く
な
り
、
ま
た
、
年
間
水
揚
金
額
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
師
崎
に
お
け
る
漁
業
経
営
体
は
、
単
一
操
業
の
場
合
と
複
合
操
業
の
揚
合
が
あ
る
。
少

し
古
い
調
査
結
果
で
あ
る
が
、
昭
和
四
六
年
の
師
崎
に
お
け
る
操
業
状
態
を
示
し
た
も
の

が
第
1
0
表
で
あ
る
。
こ
の
第
1
0
表
に
よ
れ
ぱ
、
昭
和
四
六
年
現
在
の
二
九
六
経
営
体
の
う

ち
、
単
一
操
業
の
経
営
体
数
は
一
四
一
で
全
体
の
四
七
・
六
％
に
当
り
、
残
り
の
一
五
五

第9表漁船規模別の経営状態（昭和50年：師崎）

漁船階層 隻数
平均

組
員
数

経営
数

主要漁業種類

1隻当り年間水揚金額　　　　　　　（千円）

年間平均
漁日数

最　高　最低　平均

八
八

船外機船　240　1　56　養殖漁業　　6，000　300　1，300　120

・一・トン33・・4誘臨一本2脚5・・9…　2・
1～3トン　129　1～2　84　一本釣，刺網　　6，000　1、300　2，000　　170

3－5トン952－377囎樫底7脚2脚4脚・6・
5～10トン　273～4　14　しらす船曳網　15，000　7，000　10，000　　150

・。トン以上353－624鷺礁購3・鋤1・鋤2・脚・5・一・8・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　師崎漁業協同組合調べ



第10表　師崎における漁業経営体の操業状況

沿
岸
漁
業
経
営
と
沿
岸
漁
民
の
意
識

八
九

出漁日数別経営体数 専兼別個入経営体数

総
数

30

89

90

日

　　545　199　249
　日

150　200　250
　1　　日
　　以
　日　上

総　漁

の
数
　
み

　漁　漁
　業　業　力£　が

主　従

尉

総 数 296 11 96 95 94 280　86　125　69
単 一　操　　業 141 11 87 言4 9 129　15 49　65
複 合　　操　　業 155 9 61 85 151　71 76　4

小網る 計 i4 2 6 6 14　7 7
型をも

主の 小型底曳網のみ 2 2 2 2
ぴと 従とな のり養殖業 4 1 3 4　2 2
きす る漁業 その他の漁業 8 5 3 8　5 3
刺る 計 22 2 11 9 21　6

15

網も 刺 網　　の　　み 7 6 1 6　1 5
をの

従とな
漁業

釣・はえなわ 3 2 1 3 3
と のり養殖業 3 3 3　2 1
す その他の漁業 9 2 3 4 9　3 6
釣をも 89 2 12 54 21 89　29 53　7
・主の 釣・はえなわのみ 35 2 8 20 5 35　8 23　4はと
す 採貝・採草 5 1 3 1 5　2 2　1

なる
従とな

のり養殖業 4 3 1 4 4
わ る漁業

その他の漁業 45 3 28 14 45　19 24　2
船と 計 16 6 5 5 6　5 1
ぴす 船ぴき網のみ 11 6 4 1 1　1きる

も 従とな

漁業

釣・はえなわ 2 1 1 2　2
をの のり養殖業 2 2 2　1 1
主 その他の漁業 1 1 1　1
採をも 計 6 1 1 5 6　4 2
貝主の

と 採貝・採草のみ 2 2 2　2
採す 従とな のり養殖業 1 1 1　1
草る る漁業 その他の漁業 3 1 2 3　　1 2
の主 計 139 77 14 48 136　34 44　58
り　と

のり養殖業のみ 78 77 1 78　2 18　58
養す

る 従とな

漁業

刺　　　　網 21 4 17
19　9 10

業も 釣・はえなわ 35 7 28
34　20 14

をの 採貝・採草 5 2 3 5　3 2
そ漁と 計 10 3 2 5 8　1 3　4の業す鷲の

主
の

単 一　操　　業 6 3 3 5　1 1　3
複 合　　操　　業 4 2 2 3 2　1

東海農政局統計調査部『地域漁業経営構造分析のための漁業経営体の漁業操業類型別統計（愛知

県）』，昭和47年，PP。48－49．



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究
　
1
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

経
営
体
は
複
合
操
業
を
行
な
っ
て
い
る
。
単
一
操
業
の
経
営
体
の
揚
合
、
「
の
り
養
殖
」
の
単
一
操
業
が
七
八
経
営
体
と
数
の
上
で
は
多

い
の
で
あ
る
が
、
「
の
り
養
殖
」
単
一
操
業
の
場
合
の
専
兼
別
を
み
て
み
る
と
、
約
七
五
％
の
経
営
体
が
「
漁
業
が
従
」
と
な
っ
て
い
る
。

漁
業
種
類
別
に
み
て
単
一
操
業
の
経
営
体
の
多
い
の
は
「
船
び
き
網
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
船
ぴ
き
網
」
で
は
、
個
人
経
営
体
数

が
少
な
い
こ
と
も
、
第
1
0
表
か
ら
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
第
1
0
表
か
ら
、
師
崎
の
漁
業
経
営
体
の
出
漁
日
数
が
か
な
り
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
な
か
で
も
、
複
合
操
業
の
経
営
体
の
揚

合
に
出
漁
日
数
が
多
く
な
り
、
し
か
も
、
「
漁
業
が
従
」
と
い
う
個
人
経
営
体
は
き
わ
め
て
少
数
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
師
崎
に
お

い
て
は
、
「
複
合
操
業
」
が
き
わ
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
皿
　
師
崎
に
お
け
る
実
態
調
査
と
サ
ン
プ
ル
世
帯

1
　
実
態
調
査

　
前
節
に
お
い
て
示
し
た
よ
う
な
特
色
を
師
崎
の
漁
業
は
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
我
々
は
師
崎
の
漁
業
の
実
態
、
漁
民
の
生
活
．
意

識
に
つ
い
て
の
実
態
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
調
査
の
主
旨
に
つ
い
て
は
、
本
稿
「
1
　
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
既
に
ふ
れ
、
調
査
の
実

施
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
漁
村
の
経
済
構
造
」
の
「
H
　
実
態
調
査
に
つ
い
て
」
で
触
れ
た
。
そ
こ
で
、
．
一
こ
で
は
、
我

我
の
実
態
調
査
全
体
に
つ
い
て
要
約
し
て
お
こ
う
。

①
　
〔
調
査
地
点
〕
　
愛
知
県
知
多
郡
南
知
多
町
師
崎

②
〔
調
査
期
間
〕
昭
和
五
一
年
八
月
三
〇
日
－
九
月
四
日



③
〔
調
査
方
法
〕
調
査
票
に
従
が
い
、
調
査
員
が
調
査
対
象
者
と
面
接
し
、
調
査
員
が
記
入

④
　
〔
調
査
対
象
者
〕
　
師
崎
漁
業
協
同
組
合
の
正
組
合
員
で
あ
り
、
世
帯
主
で
あ
る
漁
民
を
母
集
団
と
し
、
こ
の
中
か
ら
九
二
名
を
無
作

　
　
　
　
　
　
　
　
為
に
抽
出

⑤
〔
面
接
実
績
〕
九
二
名
の
う
ち
八
九
名
（
回
収
率
九
七
％
）
。
テ
ー
プ
録
音
を
許
可
さ
れ
た
サ
ン
プ
ル
数
八
○
。

　
こ
の
よ
う
に
、
実
態
調
査
自
体
は
き
わ
め
て
順
調
に
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
も
っ
ぱ
ら
サ
ン
プ
ル
と
な
っ
た
師
崎
漁
民
の

好
意
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
更
め
て
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
、
我
々
の
調
査
に
対
し
、
多
く
の
方
々
か
ら
資
料
を
提
供
し
て
い
た

　
　
（
1
）

だ
い
た
。
ま
た
、
こ
の
調
査
の
立
案
段
階
か
ら
絶
え
ず
協
力
・
助
言
を
惜
ま
れ
な
か
っ
た
電
力
中
央
研
究
所
経
済
研
究
所
の
三
辺
夏
雄
、

熊
倉
修
、
斉
藤
雄
志
の
三
氏
に
厚
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
（
－
）
　
我
々
の
調
査
に
と
っ
て
必
要
な
資
料
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
関
係
機
関
の
方
々
を
記
し
謝
意
を
表
し
た
い
。
師
崎
漁
業
協
同
組
合
の
石
川
重
久

　
　
組
合
長
、
田
中
二
郎
氏
、
大
揚
九
穂
氏
、
鈴
木
友
治
氏
、
愛
知
県
農
林
部
水
産
課
の
方
々
、
と
り
わ
け
高
木
典
生
氏
、
三
浦
康
弘
疑
、
荒
井
疇
突
民
、

　
　
愛
知
県
企
画
部
企
画
課
、
愛
知
県
商
工
部
工
業
振
興
課
、
南
知
多
町
企
画
課
の
石
黒
重
明
氏
、
愛
知
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
、
伊
勢
湾
海
難
防
止

　
　
協
会
。
な
お
、
デ
ー
タ
ー
の
集
計
．
計
算
に
つ
い
て
は
、
一
橋
大
学
産
業
経
営
研
究
施
設
の
計
算
機
室
お
よ
ぴ
東
京
大
学
大
型
電
子
計
算
機
セ
ン
タ

　
　
ー
を
利
用
し
た
。

2
　
サ
ン
プ
ル
世
帯
の
家
族

　
既
に
触
れ
た
如
く
、
我
々
は
九
二
の
サ
ン
プ
ル
と
の
面
接
を
予
定
し
て
い
た
が
、
八
九
の
サ
ン
プ
ル
と
面
接
し
え
た
。
調
査
不
能
は
三

サ
ン
プ
ル
で
あ
り
、
そ
の
理
由
は
拒
否
二
、
病
気
一
、
で
あ
っ
た
．
以
下
の
分
析
に
お
い
て
遷
八
九
サ
ン
プ
ル
を
基
礎
と
す
る
・

　
　
　
　
　
沿
岸
漁
業
経
営
と
沿
岸
漁
民
の
意
識
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一



第11表世帯員の年齢

一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究

総 世 世　帯　員

数
帯
主 小計　男　　女

o－14歳 119
一 119　　54　　65

15－29歳 86 2 84　　48　　36

30－39歳 68 20 48　　14　　34

40－49歳 59 28 31　　6　　25

50－64歳 59 28 31　　2　　29

65歳以上 36 10 26　　8　　18

年齢不詳 5 1 4　　＿　　　　4

合　計 432 89 343　132　　211

16第13表　全国の世帯人員

普通世帯数1割合

　（1000世帯）　　　％
　26，856　　　　　100，0

　　2888　　　　　　10。8

　　4152　　　　　　15．5

　　5291　　　　　19．7
　　，
　　6853　　　　25，5

　　3，875　　　　　　14，4

　　2，258　　　8．4

　　966　　　　3．6

　　377　　　　1．4

　　130　　　　0．5

α244

4

　第12表

2人　2（225）
3人15（16，85）

4人　25（28．09）

5人20（22．47）

6人　13（14．61）

7人　9（10、11）

8人　3（3，37）

9人　2（225）

亡（　世帯員人数

、1

0） 総数
　　1人
　　2人
　　3人
　　4人
　　5人
　　6人
　　7人
　　8人
　　9人
　　10人
　　11人以上

査
時
点
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い

　
次
に
、
サ
ン
プ
ル
世
帯
を
続
柄
に
よ
っ
て
類
型
化
す
る
と
、

　
こ
の
図
は
面
が
夫
婦
、
　
笥
は
夫
婦
の
一
方
が
欠
け
て
い
る
こ
と
、

総理府『日本の人ロ』・昭和50年
P，193。

　
　
　
　
　
　
九
二

　
調
査
票
の
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ト
に

あ
ら
わ
れ
た
世
帯
主
お
よ
び
世
帯

員
の
年
齢
は
第
1
1
表
の
如
く
で
あ

る
。
こ
の
サ
ン
プ
ル
世
帯
の
世
帯

員
の
年
齢
分
布
は
、
『
第
五
次
漁

業
セ
ン
サ
ス
』
に
あ
ら
わ
れ
た
年

齢
別
漁
業
世
帯
員
数
の
分
布
と
大

差
が
な
い

　
こ
の
サ
ン
プ
ル
の
世
帯
員
数
を
世
帯
員
数
規
模
別
に
示
し
た
も
の
が
第
1
2
表
で
あ
る
。

そ
し
て
、
全
国
の
世
帯
人
員
別
普
通
世
帯
数
を
示
し
た
も
の
が
第
1
3
衷
で
あ
る
。
第
1
2
表

と
第
1
3
表
と
を
対
比
さ
せ
て
み
る
と
、
師
崎
の
サ
ン
プ
ル
の
方
が
、
全
国
の
世
帯
人
員
規
模

よ
り
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
第
1
3
表
は
昭
和
四
五
年
の
『
国

勢
調
査
』
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
第
1
2
表
は
昭
和
五
一
年
の
調
査
結
果
で
あ
る
の
で
、
調

　
　
　
　
　
　
〇

　
　
　
　
　
　
一
一
の
型
に
分
類
で
き
た
。

　　

　　

　　

は
兄
弟
関
係
、
を
示
し
て
お
り
、
吼
は
兄
弟
奎
人
と
い
う



こ
と
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
師
崎
に
お
け
る
世
帯
が
、
他
出
者
を
除
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
類
型
に
ど
の
よ
う
に
分
か
れ
て
い
る
の
か
を
示
す
と
第
1
4
表
の
如
く
な
る
。

こ
の
第
1
4
表
に
よ
れ
ば
、
A
・
B
・
C
の
類
型
が
圧
倒
的
に
多
い
。
即
ち
、
「
核
家
族
」
の
形
態
を
と
る
世
帯
が
全
サ
ン
プ
ル
の
約
六
〇

％
に
も
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
直
系
家
族
に
属
す
る
世
帯
も
三
六
サ
ン
プ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
核
家
族
」

J　　F　　A

K　　G

第14表

類 サ

ン

プ
ノレ

型 数

A 2

B 50

C 工

D 4

E 1

F 8

G 1

H 1
1 11

J 8
K 2

沿
岸
漁
業
経
営
と
沿
岸
漁
民
の
意
識

を
と
る
世
帯
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
直
系
家
族
」
の
形
態

が
強
く
残
存
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
む
し

ろ
、
「
あ
と
と
り
」
以
外
の
子
ど
も
は
結
婚
す
る
と
「
新
屋
」
と

し
て
独
立
し
、
核
家
族
を
形
成
す
る
の
で
は
あ
る
が
、
師
崎
の

「
核
家
族
」
は
、
「
直
系
家
族
」
と
対
立
的
な
「
核
家
族
」
で
は

な
く
、
「
直
系
家
族
」
か
ら
派
生
し
た
「
核
家
族
」
と
し
て
把
握

し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
、
本
来
な
ら
ば
、
「
あ

と
と
り
」
と
し
て
漁
業
を
継
ぎ
、
直
系
家
族
を
形
成
す
る
は
ず
の

も
の
が
、
子
ど
も
の
他
出
に
よ
っ
て
「
核
家
族
」
の
形
を
と
っ
て

い
る
揚
合
も
み
ら
れ
、
た
し
か
に
「
核
家
族
」
の
数
は
多
い
の
で

あ
る
が
、
師
崎
に
お
け
る
家
族
の
形
態
は
基
本
的
に
は
直
系
家
族

的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究
　
1
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四

　
（
1
）
　
農
林
省
農
林
経
済
局
統
計
情
報
部
『
第
五
次
漁
業
セ
ン
サ
ス
』
、
第
三
報
、
第
二
分
冊
、
昭
和
五
〇
年
、
二
四
八
ー
二
五
一
頁
参
照
。

3
　
漁
業
と
の
か
か
わ
り

　
我
々
が
サ
ン
プ
ル
を
抽
出
す
る
際
に
設
け
た
基
準
は
、
漁
業
就
業
者
で
あ
り
、
師
崎
漁
業
協
同
組
合
の
正
組
合
員
で
あ
り
、
か
つ
世
帯

主
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
調
査
時
点
に
お
い
て
、
「
脱
漁
」
と
な
っ
て
い
た
一
サ
ン
プ
ル
を
の
ぞ
き
、
八
八
サ
ン

プ
ル
は
、
現
に
漁
業
に
就
業
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
八
九
サ
ン
プ
ル
に
含
ま
れ
る
世
帯
員
数
は
、
第
1
1
表
に
示
さ
れ
た
如
く
、
世
帯
主
を
除
い
て
、
三
四
三
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
三
四
三
名

の
「
職
業
」
を
み
て
み
る
と
、
「
通
学
」
九
一
名
、
「
主
婦
専
業
」
八
八
名
、
「
漁
業
」
五
一
名
、
「
そ
の
他
」
四
七
名
、
「
会
社
員
」
二
三

名
、
「
無
職
」
二
二
名
、
「
パ
ー
ト
・
内
職
」
二
二
名
、
「
そ
の
他
の
自
営
」
八
名
、
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
世

帯
員
の
う
ち
一
五
歳
以
上
の
者
が
ニ
ニ
四
名
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
「
会
社
員
」
は
二
三
名
に
す
ぎ
ず
、
「
漁
業
」
が
五
一
名
と
な
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
「
漁
業
」
就
業
者
五
一
名
の
う
ち
に
二
名
の
女
子
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
除
く
と
、
「
漁
業
」
に
就
業
し
て
い

る
一
五
歳
以
上
の
男
子
は
四
九
名
と
な
る
。
従
っ
て
、
サ
ン
プ
ル
世
帯
の
い
わ
ゆ
る
男
子
労
働
力
人
口
の
六
三
％
に
当
る
四
九
名
が
「
漁

業
」
に
就
業
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
男
子
が
師
崎
に
と
ど
ま
る
限
り
、
最
大
の
就
業
先
は
漁
業
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
師
崎
に
お
い
て
は
他
の
就
業
先
は
き
わ
め
て
少
な
い
こ
と
に
な
る
。
次
に
、
サ
ン
プ
ル
の
漁
業
就
業
形
態
を
み
る
こ
と
と
す

る
。
ま
ず
、
「
漁
業
を
営
ん
で
い
る
」
サ
ン
プ
ル
数
は
七
九
で
あ
り
、
「
漁
業
や
と
わ
れ
」
の
み
に
従
事
し
て
い
る
世
帯
は
一
〇
サ
ン
プ
ル

で
あ
る
。
後
者
の
「
漁
業
や
と
わ
れ
の
み
」
の
サ
ン
プ
ル
の
中
に
は
、
世
帯
主
が
脱
漁
し
、
他
の
世
帯
員
が
「
漁
業
や
と
わ
れ
」
の
み
に

従
事
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
一
つ
あ
る
。
こ
の
サ
ン
プ
ル
を
以
下
に
お
い
て
は
、
「
漁
業
や
と
わ
れ
の
み
」
の
中
に
含
め
る
こ
と
と
す
る
。



　
さ
て
、
「
漁
業
や
と
わ
れ
」
に
つ
い
て
若
干
こ
こ
で
触
れ
て
お
こ
う
。
師
崎
に
お
い
て
は
、
「
漁
業
自
営
」
（
共
同
経
営
を
含
む
）
の
み
の

揚
合
と
、
「
漁
業
自
営
」
と
「
漁
業
や
と
わ
れ
」
を
兼
ね
る
揚
合
と
、
「
漁
業
や
と
わ
れ
」
の
み
の
場
合
と
の
三
つ
が
考
え
ら
れ
る
。
す
で

に
ふ
れ
た
如
く
、
「
漁
業
や
と
わ
れ
」
の
み
は
一
〇
サ
ン
プ
ル
で
あ
る
が
、
「
漁
業
自
営
」
と
「
漁
業
や
と
わ
れ
」
と
の
組
み
合
わ
せ
に
は
、

大
別
し
て
二
つ
の
ケ
ー
ス
が
存
在
す
る
。
一
つ
は
、
世
帯
主
自
ら
が
自
営
の
ほ
か
に
「
漁
業
や
と
わ
れ
」
に
従
事
す
る
場
合
で
あ
り
、
他

の
一
つ
は
、
世
帯
主
は
自
営
の
み
で
あ
り
、
他
の
世
帯
員
が
「
漁
業
や
と
わ
れ
」
に
従
事
す
る
揚
合
で
あ
る
。
前
者
の
揚
合
に
は
、
「
自

営
」
と
「
や
と
わ
れ
」
の
比
率
が
重
要
と
な
り
、
後
者
の
揚
合
に
は
、
自
営
を
行
な
っ
て
い
る
世
帯
主
が
「
や
と
わ
れ
」
に
出
る
世
帯
員

を
今
後
ど
の
よ
う
に
自
分
の
営
む
漁
業
に
ひ
き
つ
け
る
の
か
、
な
ど
が
問
題
と
な
る
。
た
だ
、
我
々
の
調
査
で
は
、
こ
の
一
つ
の
世
帯
内

で
の
自
営
兼
や
と
わ
れ
、
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
ま
り
多
く
な
い
の
で
、
こ
こ
で
一
般
化
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
師
崎
に
お
け
る
「
や
と
わ
れ
」
は
「
自
営
」
が
背
景
に
な
け
れ
ぱ
恐
ら
く
成
立
し
え
な
い
性
格
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
勿
論
、
「
や

と
わ
れ
」
の
み
の
サ
ン
プ
ル
が
全
サ
ン
プ
ル
中
一
割
強
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
自
営
漁
業
と
「
や
と
わ
れ
」
の
抱
き
合
わ
せ
に

　
　
　
　
　
　
　
じ

よ
っ
て
の
み
「
や
と
わ
れ
」
が
成
立
し
う
る
と
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
）

　
「
漁
業
や
と
わ
れ
」
に
従
事
し
て
い
る
サ
ン
プ
ル
の
揚
合
、
ど
の
漁
業
種
類
に
就
業
し
て
い
る
の
か
を
示
し
た
も
の
が
第
1
5
表
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
第
1
5
表
で
は
、
一
人
の
従
事
者
が
複
数
の
漁
業
種
類
に
「
や
と
わ
れ
」
て
い
る
場
合
に
は
ダ
プ
ル

第15表漁業
　やとわれ

沿
岸
漁
業
経
営
と
沿
岸
漁
民
の
意
識

カ
ウ
ン
ト
し
て
あ
る
。
師
崎
に
お
け
る
「
漁
業
や
と
わ
れ
」
は
「
し
ら
す
船
曳
網
」
と
「
パ
ッ
チ
網
」

に
ほ
と
ん
ど
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
9
表
に
示
し
た
「
主
要
漁
業
種
類
」
と
「
平
均
乗
組

員
」
数
か
ら
、
一
〇
ト
ン
以
上
の
漁
船
を
使
用
す
る
「
パ
ッ
チ
網
」
「
し
ら
す
船
曳
網
」
の
平
均
乗
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五



第16表動力船

隻数

一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究

2
3
3
3
2
7
9
7

90

　規模

O－1トン
1－3トン

3－5トン
5－10トン
10－15トン

15－20トン

合　計

16

∞∞

み
よ
う
。
全
サ
ン
プ
ル
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
て
い
る
漁
船
隻
数
は
、
船
外
機
付
船
五
一
隻
、

力
船
を
規
模
別
に
示
し
た
も
の
が
第
1
6
表
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ン
プ
ル
が
、

み
合
わ
せ
て
所
有
し
て
い
る
の
か
を
示
し
た
も
の
が
第
1
7
表
で
あ
る
。
船
外
機
付
船
、

数
は
一
四
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
一
〇
サ
ン
プ
ル
は
「
漁
業
や
と
わ
れ
」
の
み
で
あ
る
た
め
当
然
の
こ
と
な
が
ら

い
が
、
残
り
の
四
サ
ン
プ
ル
は
漁
業
を
営
み
な
が
ら
漁
船
を
所
有
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

使
用
」
の
経
営
体
で
は
な
く
、
い
ず
れ
も
共
同
経
営
に
よ
っ
て
漁
業
を
営
ん
で
お
り
、

　
第
1
7
表
に
よ
れ
ば
、
「
動
力
船
」
を
所
有
し
て
い
る
サ
ン
プ
ル
は
七
五
サ
ン
プ
ル
に
な
り
、

｝
隻
所
有
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
四
六
サ
ン
プ
ル
に
お
い
て
、
「
動
力
船
」
と

こ
こ
に
も
「
漁
船
漁
業
」
と
「
海
面
養
殖
」
と
の
複
合
経
営
の
状
態
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六

　
員
数
が
三
－
六
名
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
揚
合
、

　
「
漁
業
や
と
わ
れ
」
に
よ
っ
て
労
働
力
を
確
保

　
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
次
に
、
八
九
サ
ン
プ
ル
が
所
有
し
て
い
る
船

　
外
機
付
船
お
よ
ぴ
動
力
船
に
つ
い
て
検
討
し
て

　
　
動
力
船
九
〇
隻
で
あ
る
。
こ
の
九
〇
隻
の
動

　
　
船
外
機
付
船
と
動
力
船
と
を
ど
の
よ
う
に
組

動
力
船
の
い
づ
れ
も
所
有
し
て
い
な
い
サ
ン
プ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
「
漁
船
」
を
所
有
し
て
い
な

　
　
　
し
か
し
、
こ
の
四
サ
ン
プ
ル
は
「
漁
船
非

そ
の
共
同
経
営
体
は
「
漁
船
」
を
所
有
し
て
い
る
。

　
　
そ
の
う
ち
の
六
ニ
サ
ン
プ
ル
が
「
動
力
船
」

「
船
外
機
付
船
」
と
の
両
方
が
所
有
さ
れ
て
お
り
、

W
　
漁
業
経
営
の
動
向



1
　
営
ん
で
い
る
漁
業
種
類

　
我
々
の
調
査
し
た
八
九
サ
ン
プ
ル
の
う
ち
、
「
漁
業
を
営
ん
で
い
る
」
サ
ン
プ
ル
は
七
九
で
あ
っ
た
。
こ
の
七
九
サ
ン
プ
ル
が
営
ん
で

い
る
「
漁
業
種
類
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
沿
岸
漁
民
の
意
識
（
－
）
」
お
よ
ぴ
依
光
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
編
『
漁
村
の
調
査
報
告
書
』
の
第
2

章
第
1
節
「
複
合
操
業
を
主
体
と
す
る
師
崎
漁
業
」
、
同
第
2
節
「
師
崎
に
お
け
る
漁
業
経
営
の
実
態
」
に
お
い
て
分
析
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
節
で
は
今
後
の
論
述
に
と
っ
て
最
低
限
必
要
な
事
実
の
み
を
記
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
師
崎
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
漁
業
種
類
が
営
ま
れ
て
い
る
が
、
漁
業
種
類
別
に
そ
の
漁
業
種
類
を
営
ん
で
い
る
サ
ン
プ
ル
数
を
示
し
た
も
の

が
第
1
8
表
で
あ
る
。
七
九
サ
ン
プ
ル
が
営
ん
で
い
る
漁
業
種
類
の
累
計
は
二
〇
三
に
達
し
、
多
く
の
サ
ン
プ
ル
が
複
数
の
漁
業
種
類
を
営

む
「
複
合
経
営
」
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
そ
の
漁
業
種
類
を
営
む
サ
ン
プ
ル
数
が
最
も
多
い
漁
業
種
類
は
「
一
本

釣
」
で
あ
り
、
次
に
多
い
の
が
、
「
わ
か
め
養
殖
」
「
の
り
養
殖
」
「
遊
漁
」
と
な
っ
て
い
る
。
我
々
の
調
査
で
は
、
「
パ
ッ
チ
網
」
と
「
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

え
な
わ
」
を
営
む
サ
ン
プ
ル
が
な
か
っ
た
が
、
師
崎
に
お
い
て
は
「
パ
ッ
チ
網
」
の
許
可
は
八
件
あ
る
。

　
我
々
は
各
サ
ン
プ
ル
に
対
し
、
過
去
一
年
間
に
お
い
て
水
揚
金
額
の
最
も
多
い
漁
業
種
類
を
質
間
し
た
。
こ
の
質
問
に
対
し
て
回
答
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
っ
た
漁
業
種
類
を
、
以
下
に
お
い
て
「
主
と
す
る
漁
業
種
類
」

第18表

サ
ン
プ
ル
数

5
0
5
2
6
1
6
1
2
㎎
33

4
1
3
3
3
4
1

漁
業
種
類

敵
網
蔽
網
難
網
絃
漁
轟
論
騰

型
ッ
う
ら
　
わ
　
　

え
　
コ
り
か

小
．
ハ
こ
し
刺
さ
建
一
遊
は
採
タ
の
わ
そ

203

沿
岸
漁
業
経
営
と
沿
岸
漁
民
の
意
識

合計

と
し
、
そ
れ
以
外
の
漁
業
種
類
を
「
従
と
す
る
漁
業
種
類
」
と

す
る
。
営
ま
れ
て
い
る
漁
業
種
類
を
こ
の
基
準
に
よ
っ
て
区
分

し
、
「
主
と
す
る
漁
業
種
類
」
と
「
従
と
す
る
漁
業
種
類
」
と

の
組
み
合
わ
せ
を
示
し
た
も
の
が
第
1
9
表
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七



第19表　r主とする漁業種類」とr従とする漁業種類」

一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究
16

主漁
従 と す る　漁業　種類

と　業

　種

　類

小
型
底
曳

ノ｛

チ

こ
、
つ
な
ご

し
ら
す
船
曳

刺
網

さ
わ
ら
流
網

建
網

一
本
釣

遊
漁

は
え
な
わ

採
貝
草

タ
コ
ツ
ボ

の
り
養
殖

わ
か
め
養
殖

そ
の
他

合
計

小型底曳 z 1 1 1 3

パ　　ッ　チ 0 0

乙うなご 0 0
しらす船曳 25 2 5 7 2 18 2 36

刺　　　網 9 1 1 1 5 4 12

さわら流網 1 1 1 1 1 4

建　　　網 0 0

一　本　釣 15 1 11 3 9 24

遊　　　漁 15 15 1 1　12 29

はえなわ 0 0

採貝　草 2 2 1 1 4

タコツボ 1 1 1

のり養殖 4 1 1 2
わかめ養殖 4 4 4 8
そ　の　他 1 1 1

合　　計 79 3 0 5 1 7 0 2　27　18 0 2 0　29　30 0 124

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八

　
「
主
と
す
る
漁
業
種
類
」
の
揚
合
、
「
し
ら
す
船
曳
網
」

を
「
主
と
す
る
」
サ
ン
プ
ル
数
が
最
も
多
く
、
二
五
サ
ン
プ

ル
を
か
ぞ
え
、
次
に
「
一
本
釣
」
と
「
遊
漁
」
と
が
そ
れ
ぞ

れ
一
五
サ
ン
プ
ル
と
な
り
、
「
刺
網
」
は
九
サ
ン
プ
ル
と
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
浅
海
養
殖
」
を
「
主
と
す
る
」
サ
ン

プ
ル
は
比
較
的
少
数
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
第
1
9
表
か
ら
、
師
崎
に
お
け
る
「
複
合
経
営
」
の
パ
タ
ー

ン
を
み
て
み
る
と
、
大
雑
把
で
は
あ
る
が
次
の
よ
う
な
漁
業

種
類
の
組
み
合
わ
せ
を
考
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
「
し

ら
す
船
曳
網
」
を
主
と
す
る
経
営
体
の
揚
合
、
「
の
り
養
殖
」

や
「
刺
網
」
を
従
と
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
　
二
本
釣
」
を

主
と
す
る
経
営
体
の
場
合
に
は
、
「
遊
漁
」
や
「
わ
か
め
養

殖
」
を
従
と
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
「
遊
漁
」
を
主
と
す
る

場
合
に
は
「
一
本
釣
」
や
「
わ
か
め
養
殖
」
を
従
と
し
て
い

る
。
「
遊
漁
」
と
「
一
本
釣
」
と
は
ほ
ぽ
一
体
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
刺
網
」
を
主
と



第20表漁業種類の組み合わせ

類
主とする漁業 従とする漁業

サ
ン

類
主とする漁業 従とする漁業

サ
ン

プ プ

型
種類の番号 種類の番号 ノレ

型
種類の番号 種類の番号 ノレ

A 1 11．14 1 H 8 9 3

A 1 13 1 1 8 9．13 1

4 2 1 8 9艶13．7 1

B 4 1 1 1 8 9，1ヰ 6

B 4 3 2 」 8 13 2

C 4 13 7 」 8 14 3

D 4 13．3 2 H 9 8 2

D 4 13，3．5 1 1 9 8．13 1

D 4 13．5 6 1 9 8．14 11

D 4 13，1．8 1 1 9 8p11，14 1

D 4 13β 1 K 11
8
．
9 1

C 4 14 2 K 11 8．14 1

E 5 13 2 M 12 14 1

E 5 13．1 1 13 3

E 5 13，8．9 1 L 13
8
．
9 1

F 5 14 4 L 14
8
．
9 4

G 6 4，7，8，13 1 M 15 s 1

沿
岸
漁
業
経
営
と
沿
岸
漁
民
の
意
識

（注）漁業毬類の番号：1小型底曳網，2バッチ網，3　こうなご船曳，4　しらす船曳・5刺

　　　網，6　さわら流網，7建網，8一本釣，9遊漁，10　はえなわ，11採貝草，12　タ
　　　コツボ，13　のり養殖，14　わかめ養殖，15　その他

す
る
経
営
体
の
揚
合
に
は
、
「
の
り
養
殖
」
や
「
わ
か

め
養
殖
」
を
従
と
し
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
漁

船
漁
業
と
浅
海
養
殖
と
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
漁
業
経
営

が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
第
1
9

表
は
、
「
主
と
す
る
漁
業
種
類
」
と
「
従
と
す
る
漁
業

種
類
」
と
を
ク
ロ
ス
さ
せ
た
結
果
の
分
析
で
あ
る
が
、

各
サ
ン
プ
ル
の
営
ん
だ
漁
業
種
類
の
組
み
合
わ
せ
を
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

し
た
も
の
が
第
2
0
表
で
あ
る
。

　
第
2
0
表
に
よ
れ
ば
、
単
一
の
漁
業
種
類
の
み
を
営
ん

で
い
る
サ
ン
プ
ル
は
五
サ
ン
プ
ル
に
す
ぎ
ず
、
他
の
サ

ン
プ
ル
は
す
ぺ
て
複
数
の
漁
業
種
類
を
営
ん
で
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
七
四
サ
ン
プ
ル
の
複
合
操
業
の

状
態
を
類
型
化
す
る
と
、
次
の
ご
と
く
な
る
。

A
　
「
小
型
底
曳
網
」
を
主
と
し
、
従
と
し
て
「
採
貝

　
草
」
や
「
浅
海
養
殖
」
を
営
む
も
の
…
ニ
サ
ン
プ
ル

B
　
「
し
ら
す
船
曳
網
」
を
主
と
し
、
従
と
し
て
「
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究
　
妬

　
型
底
曳
網
」
や
「
こ
う
な
ご
船
曳
網
」
を
営
む
も
の
・
…
…
：
：

C
　
「
し
ら
す
船
曳
網
」
を
主
と
し
、
従
と
し
て
「
の
り
養
殖
」
か

一
〇
〇

「
わ
か
め
養
殖
」
か
の
い
づ
れ
か
を
営
ん
で
い
る
も
の
・

・
三
サ
ン
プ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
：
：
九
サ
ン
プ
ル

D
　
「
し
ら
す
船
曳
網
」
を
主
と
し
、
「
の
り
養
殖
」
を
従
と
し
、
さ
ら
に
第
三
番
目
・
第
四
番
目
の
漁
業
種
類
と
し
て
「
小
型
底
曳
網
」

　
や
「
こ
う
な
．
こ
船
曳
網
」
や
「
刺
網
」
や
「
一
本
釣
」
な
ど
を
営
ん
で
い
る
も
の
…
…
…
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
・
：
一
一
サ
ン
プ
ル

E
　
「
刺
網
」
を
主
と
し
、
「
の
り
養
殖
」
を
従
と
し
て
い
る
も
の
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
：
…
…
…
…
・
：
…
四
サ
ン
プ
ル

F
　
「
刺
網
」
を
主
と
し
、
「
わ
か
め
養
殖
」
を
従
と
し
て
い
る
も
の
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
｝
：
四
サ
ン
プ
ル

G
　
「
さ
わ
ら
流
網
」
を
主
と
し
て
い
る
も
の
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
：
…
…
9
…
…
…
…
…
：
…
・
：
…
…
…
…
…
…
9
…
一
サ
ン
プ
ル

H
　
「
一
本
釣
」
か
「
遊
漁
」
か
の
い
ず
れ
か
を
一
方
を
主
と
す
る
と
同
時
に
、
他
方
を
従
と
す
る
も
の
…
：
…
…
…
…
…
・
五
サ
ン
プ
ル

ー
　
「
一
本
釣
」
か
「
遊
漁
」
か
の
い
ず
れ
か
｝
方
を
主
と
し
、
他
方
を
従
と
し
、
し
か
も
浅
海
養
殖
を
営
ん
で
い
る
も
の
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
・
二
｝
サ
ン
プ
ル

J
　
「
一
本
釣
」
を
主
と
し
、
「
浅
海
養
殖
」
を
従
と
す
る
も
の
：
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
・
…
…
・
：
：
…
五
サ
ン
プ
ル

K
　
「
採
貝
草
」
を
主
と
す
る
も
の
…
…
…
…
…
…
：
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
…
…
ニ
サ
ン
プ
ル

L
　
「
浅
海
養
殖
」
を
主
と
し
、
従
と
し
て
「
一
本
釣
」
と
「
遊
漁
」
を
営
む
も
の
…
…
：
…
…
…
：
・
…
…
…
…
：
…
…
・
…
五
サ
ン
プ
ル

M
　
以
上
A
－
L
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
ー
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
…
…
ニ
サ
ン
プ
ル

　
次
に
、
サ
ン
プ
ル
の
漁
業
勤
続
年
数
を
示
し
た
も
の
が
第
2
1
表
で
あ
る
。
こ
の
第
2
1
表
に
は
「
漁
業
や
と
わ
れ
の
み
」
の
サ
ン
プ
ル
も



第21表

サ
ン
プ
ル
数

勤
続
年
数

0
　
　
2

10

2
4
0
1
2
1
1
1

o－4年
5－9年
10－19年

20－29年

30－49年

50－64年

65年以上

年数不詳

脱　 漁

89

第22表　漁業種類と従事年数

従事年数
年
数
不
詳

65

以
上

50

酔
年

30

の
年

20

29

10

19

5
－
9
年

o
1
4
年

2　　1　　1　　1

1　　2　　2

12　　9　　4　　　　　　　　　　　1

2　　2　　9　　3

　1

　　　　　　　　　　　　1　　1

　88413611111　　9　　8　　　　3　　　　　　　2
計合

加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
全
サ
ン
プ
ル
の
半
数
以
上
の
も
の
が
三
〇
年
以
上
も
漁
業
に

就
業
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
、
漁
民
は
漁
業
に
就
業
し
た
時
点
か
ら

現
在
ま
で
の
期
間
に
同
じ
漁
業
種
類
を
営
み
続
け
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
我
々
の

調
査
で
は
、
個
々
の
サ
ン
プ
ル
が
こ
れ
ま
で
に
営
ん
だ
こ
と
の
あ
る
漁
業
種
類
や
そ

の
漁
業
種
類
を
ど
の
く
ら
い
の
期
間
営
ん
で
い
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
質
間

1

1
5　24　　4

12　20　　1

　1

小型底曳
パ　ッ　チ

こうなご
しらす船曳

刺　　網
さわら流網

建　　網

一本釣
遊　　漁
はえなわ

採貝草
タコツボ
のり養殖
わかめ養殖

その他

営
ん
だ
漁
業
種
類

55　　76　　35　　18　　11　　　2　　　1　　　5計

沿
岸
漁
業
経
営
と
沿
岸
漁
民
の
意
識

を
行
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
個
々
の
サ
ン
フ
ル
が
ど
の
よ
う
な

漁
業
種
類
に
こ
れ
ま
で
携
っ
て
き
て
、
現
在
の
漁
業
種
類
を
営

む
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
追
跡
で
き
な
い
。
し
か
し
、
我
々
は
、

個
々
の
営
ん
で
い
る
漁
業
種
類
に
関
し
て
、
そ
の
従
事
年
数
を

調
べ
た
。
そ
の
結
果
を
集
計
し
た
も
の
が
第
2
2
表
で
あ
る
。

（
こ
の
第
2
2
表
に
は
「
漁
業
や
と
わ
れ
の
み
」
の
サ
ン
プ
ル
は
含
ま
れ

て
い
な
い
。
）
現
在
営
ん
で
い
る
「
漁
業
種
類
」
の
従
事
年
数
を
み

て
み
る
と
、
三
〇
年
以
上
も
従
事
し
て
い
る
漁
業
種
類
数
の
累

計
は
一
四
に
す
ぎ
ず
、
逆
に
一
〇
年
未
満
の
従
事
年
数
と
な
っ

て
い
る
「
漁
業
種
類
」
の
累
計
は
二
一
二
と
な
る
。
漁
業
勤
続

年
数
で
は
全
サ
ン
プ
ル
の
半
分
以
上
が
三
〇
年
以
上
と
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究
　
婚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
営
ん
で
い
る
漁
業
種
類
の
従
事
年
数
で
は
一
〇
年
未
満
が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

漁
業
種
類
の
変
更
が
か
な
り
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
漁
業
種
類
別
に
そ
の
従
事
年
数
を
み
て
み
る
と
、
従
事
年
数
の
最
も
長
い
漁
業
種
類
は
「
一
本
釣
」
で
あ
り
、
こ
の
「
一
本
釣
」
の
場

合
に
は
従
事
年
数
の
短
か
い
サ
ン
プ
ル
、
即
ち
比
較
的
最
近
に
お
い
て
「
一
本
釣
」
に
参
入
し
た
サ
ン
プ
ル
も
か
な
り
み
ら
れ
る
。
「
遊

漁
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
二
〇
年
未
満
の
従
事
年
数
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
り
、
し
か
も
五
年
未
満
の
従
事
年
数
と
な
っ
て

い
る
者
が
「
遊
漁
」
を
営
む
サ
ン
プ
ル
中
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
都
市
化
の
進
展
に
よ
っ
て
、
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
「
釣
」

が
盛
ん
に
な
り
、
都
市
か
ら
釣
客
が
訪
れ
る
数
が
多
く
な
る
と
共
に
、
新
規
に
「
遊
漁
」
を
営
む
よ
う
に
な
っ
た
サ
ン
プ
ル
が
多
い
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
「
の
り
養
殖
」
「
わ
か
め
養
殖
」
を
営
ん
で
い
る
サ
ン
プ
ル
の
大
部
分
の
従
事
年
数
は
、
一
〇
年
未
満
で
あ
る
。
こ
の
浅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

海
養
殖
は
、
す
で
に
触
れ
た
如
く
、
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
事
業
に
よ
っ
て
、
漁
船
漁
業
の
裏
作
と
し
て
師
崎
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
第
2
表
に
示
さ
れ
て
い
る
如
く
、
昭
和
四
七
年
に
は
「
浅
海
養
殖
」
を
主
と
す
る
経
営
体
数
が
一
五
五
に
達
す
る
に
至
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
「
浅
海
養
殖
」
を
主
と
す
る
経
営
体
数
は
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
。
次
に
「
し
ら
す
船
曳
網
」
で
あ
る
が
、
こ
の
漁
業

種
類
は
愛
知
県
で
は
三
六
四
隻
に
許
可
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
大
部
分
の
三
三
三
隻
が
知
多
地
方
の
漁
船
で
あ
り
、
師
崎
で
は
六
六

隻
が
許
可
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
「
し
ら
す
船
曳
網
」
は
「
漁
獲
物
の
し
ら
す
の
価
格
が
高
い
た
め
無
許
可
船
が
あ
と
を
た
た
ず
、
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

た
ぴ
か
の
増
枠
を
行
っ
て
」
き
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
如
く
、
師
崎
に
お
い
て
も
新
規
参
入
者
が
多
く
、
第
2
2
表
で
は
、
「
し
ら
す
船
曳

網
」
の
従
事
年
数
が
O
I
四
年
と
な
っ
て
い
る
サ
ン
プ
ル
が
二
一
と
な
っ
て
い
る
。
「
し
ら
す
船
曳
網
」
と
む
し
ろ
対
照
的
な
の
は
「
刺

網
」
で
あ
る
。
「
刺
網
」
に
お
い
て
は
、
一
〇
1
二
〇
年
の
従
事
年
数
と
な
っ
て
い
る
サ
ン
プ
ル
が
圧
倒
的
に
多
く
、
新
規
に
「
刺
網
」



に
参
入
す
る
ケ
ー
ス
は
比
較
的
少
数
で
あ
る
。

　
以
上
、
営
ん
で
い
る
サ
ン
プ
ル
数
の
多
い
漁
業
種
類
の
み
を
と
り
あ
げ
た
の
で
あ
る
が
、
漁
業
勤
続
年
数
と
営
ん
で
い
る
漁
業
種
類
の

従
事
年
数
と
を
対
比
さ
せ
て
み
る
と
、
営
む
漁
業
種
類
は
一
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漁
業
種
類
の
動
向
に
よ
っ
て
、

漁
業
経
営
体
は
か
な
り
頻
繁
に
漁
業
種
類
の
転
換
を
行
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
主
と
す
る
漁
業
種
類
」
の
従
事
年
数
を
み
れ
ば
、

こ
の
点
が
さ
ら
に
は
っ
き
り
と
し
て
く
る
。
「
主
と
す
る
漁
業
種
類
」
の
従
事
年
数
を
示
し
た
も
の
が
第
2
3
表
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
よ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

第23表　主とする漁業種類と従事年数

従事年数
年
数
不
詳

65

以
上

50

65

30

49

20

29

10

19

5
－
9
年

0
1
4
年

1　　1

11　　9　　4

1422
　
　
1

15　　3
　
4
　
　
　
　
　
1

2
　
　
4
　
　
　
　
　
1

4
　
　
6

1
3
　
　
3

1
　
　
　
　
　
　
1

26　　24　　14　　　7　　　3　　　1　　　1　　　3

小型底曳
パ　ソ　チ

こうなご
しらす船曳

刺　 網

さわら流網

建　 網

一木釣
遊　 漁

はえなわ

採貝草
タコツボ
のり養殖
わかめ養殖

その他
計

主
と
す
る
漁
業
種
類

沿
岸
漁
業
経
営
と
沿
岸
漁
民
の
意
識

ー
　
約
三
三
％
に
相
当
す
る
二
六
サ
ン
プ
ル
が
、
そ
の
漁
業
種

類
に
従
事
し
て
か
ら
五
年
未
満
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
現

在
「
主
と
し
て
い
る
漁
業
種
類
」
に
二
〇
年
以
上
従
事
し
て
い

る
サ
ン
プ
ル
数
は
、
「
小
型
底
曳
」
一
、
「
刺
網
」
一
、
「
一
本

釣
」
九
、
「
タ
コ
ツ
ボ
」
｝
、
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、

「
一
本
釣
」
の
従
事
年
数
が
長
期
に
亘
っ
て
い
る
サ
ン
プ
ル
が

多
い
。

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
複
合
操
業
の
状
態
は
、
今
後

さ
ま
ざ
ま
に
変
化
し
て
ゆ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
つ
の
変
化

は
複
合
操
業
の
内
部
で
の
比
重
の
変
化
で
あ
り
、
現
に
、
「
漁

船
漁
業
」
と
「
浅
海
養
殖
」
と
の
比
重
は
最
近
一
〇
年
間
に
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究
　
1
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四

き
く
変
化
し
た
。
他
の
変
化
は
、
こ
れ
ま
で
営
ん
で
い
な
か
っ
た
漁
業
種
類
へ
の
参
入
や
従
来
の
漁
業
種
類
か
ら
の
離
脱
に
よ
る
変
化
で

あ
る
。
即
ち
、
複
合
操
業
の
組
み
合
わ
せ
そ
の
も
の
の
変
化
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
全
く
新
た
な
漁
業
種
類
の
導
入
が
近
い
将
来
考
え
ら
れ

る
と
す
れ
ば
、
師
崎
の
漁
業
経
営
は
大
き
く
変
化
し
て
ゆ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
師
崎
の
漁
業
経
営
の
当
面
の
変
化
は
、
漁
業

種
類
の
組
み
合
わ
せ
の
変
化
と
組
み
合
わ
せ
内
部
の
比
重
の
変
化
に
と
ど
ま
り
、
大
き
な
変
化
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

　
（
1
）
　
愛
知
県
農
林
部
水
産
課
『
愛
知
県
水
産
要
覧
』
、
一
九
七
七
、
三
六
頁
参
照
。
た
だ
し
、
「
パ
ッ
チ
網
」
に
「
漁
業
や
と
わ
れ
」
と
し
て
従
事
し

　
　
て
い
る
サ
ン
プ
ル
が
い
る
二
と
は
第
1
5
表
に
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

　
（
2
）
　
林
大
樹
「
師
崎
に
お
け
る
漁
業
経
営
の
実
態
」
、
依
光
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
編
『
漁
村
の
調
査
報
告
書
』
、
四
〇
頁
参
照
。

　
（
3
）
　
「
純
漁
船
漁
業
地
帯
で
あ
っ
た
知
多
南
部
は
、
の
り
養
殖
と
は
全
く
無
縁
の
地
区
で
あ
っ
た
が
、
冷
蔵
網
と
浮
流
し
養
殖
の
普
及
さ
ら
に
関
連

　
　
す
る
第
一
次
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
対
策
事
業
の
実
施
に
よ
っ
て
、
最
近
で
は
の
り
養
殖
と
の
複
合
が
進
ん
で
お
り
、
そ
の
経
営
構
造
に
新
た
な
変
化

　
　
を
生
じ
て
い
る
。
」
（
愛
知
県
『
半
島
地
域
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
計
画
書
』
、
昭
和
四
七
年
、
八
四
頁
。
）

　
（
4
）
　
愛
知
県
農
林
部
水
産
課
、
前
掲
書
、
三
三
頁
。

2
　
生
産
の
変
化

　
我
々
は
第
7
表
に
お
い
て
、
師
崎
全
体
の
生
産
量
・
生
産
額
の
三
年
間
の
推
移
を
漁
業
種
類
別
に
示
し
た
。
我
々
の
調
査
で
は
、
個
ル

の
サ
ン
プ
ル
に
対
し
、
生
産
の
変
化
の
有
無
、
お
よ
び
生
産
の
変
化
の
原
因
な
ど
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
質
間
を
行
な
っ
た
。

　
囹
1
4
－
2
　
あ
な
た
の
家
の
漁
業
生
産
は
最
近
五
年
間
に
変
化
し
ま
し
た
か
。



増
え
た
漁
業
　
－
　
「
り

減
っ
た
漁
業
　
－
　
n
口
同
目

変
化
の
理
由
に
つ
い
て

22

4
1
312543

漁
揚
条
件
の
変
化

漁
揚
の
整
備

漁
法
の
変
化

資
本
投
下

労
働
力

｝
0

［
り

　
こ
の
質
問
の
回
答
に
つ
い
て
若
干
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
こ
の
質
問
は
自
由
回
答
方
式
を
と
っ
て
い
る
た
め
に
、
回
答
の
な

い
サ
ン
プ
ル
も
あ
れ
ば
、
一
つ
の
サ
ン
プ
ル
が
同
一
の
質
問
項
目
に
対
し
複
数
の
回
答
を
よ
せ
て
い
る
揚
合
も
あ
る
こ
と
は
、
他
の
自
由

回
答
欄
と
同
様
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
過
去
五
年
間
の
漁
業
生
産
の
変
化
に
つ
い
て
、
回
答
の
状
況
は
次
の
よ
う
に
な
っ
た
。
「
増
え
た
漁
業
」
は
何
で
あ
る
の
か
と

い
う
質
問
に
対
し
、
三
九
サ
ン
プ
ル
が
回
答
し
、
残
り
の
五
〇
サ
ン
プ
ル
は
こ
の
「
増
え
た
漁
業
」
の
質
間
に
対
し
て
無
回
答
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
「
減
っ
た
漁
業
」
は
何
で
あ
る
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、
五
六
サ
ン
プ
ル
が
回
答
し
、
三
三
サ
ン
プ
ル
が
無
回
答
で
あ
っ

た
。
サ
ン
プ
ル
の
回
答
は
、
「
増
え
た
漁
業
」
と
「
減
っ
た
漁
業
」
と
の
双
方
に
回
答
し
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
い
ず
れ
か
一
方
の
み

に
回
答
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
「
増
え
た
漁
業
」
の
回
答
と
「
減
っ
た
漁
業
」
の
回
答
と
を
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
多
少
危
険
で
あ

　
　
　
　
　
沿
岸
漁
業
経
営
と
沿
岸
漁
民
の
意
識
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五



第24表

増 減
漁業種類 え つ

た た

一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究
16

1
3
1
8
9
1
1
5
7
0
1
0
3
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
1

2
2
0
6
3
1
0
0
0
0
0
1
2
5
0

　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1

恩
蔽
網
難
網
紘
漁
馳
鷺
麟
碗

型
　
う
ら
　
わ
　
　
　
え
　

コ
り
か

小
バ
こ
し
刺
さ
建
一
遊
は
採
タ
の
わ
そ

計152　82合

す
る
回
答
数
の
方
が
、
「
増
え
た
」
と
い
う
回
答
数
よ
り
も
多
い
。

し
た
数
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
大
別
し
て
、
「
増
え
た
」
と
い
う
回
答
数
の
ほ
う
が
多
い
漁
業
種
類
と
、
「
減
っ
た
」
と
い
う
回
答
の
方

が
多
い
漁
業
種
類
と
に
わ
か
れ
る
。
前
者
に
相
当
す
る
漁
業
種
類
は
、
「
し
ら
す
船
曳
網
」
と
「
遊
漁
」
で
あ
っ
た
。
後
者
に
相
当
す
る

漁
業
種
類
は
、
「
刺
網
」
、
「
一
本
釣
」
、
「
の
り
養
殖
」
、
「
わ
か
め
養
殖
」
な
ど
で
あ
り
、
と
く
に
「
の
り
養
殖
」
の
生
産
の
減
少
を
指
摘

す
る
サ
ン
プ
ル
が
数
の
上
で
は
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
第
2
表
の
経
営
体
数
の
推
移
で
、
「
浅
海
養
殖
」
層
が
四
七
年

以
降
急
激
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
と
符
合
す
る
。

　
次
に
「
生
産
の
変
化
の
原
因
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
こ
の
「
生
産
の
変
化
の
原
因
」
に
関
す
る
質
問
は
、
す
ぐ
前
の
「
あ
な

た
の
家
の
漁
業
生
産
は
最
近
五
年
間
に
変
化
し
ま
し
た
か
」
と
い
う
質
問
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
り
、
漁
業
種
類
別
の
生
産
の

増
減
の
原
因
を
質
問
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
最
近
の
漁
業
生
産
の
変
化
の
原
因
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
五
項
目
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
項
目
が
ど
の
よ
う
に
漁
業
生
産
の
変
化
と
関
係
す
る
の
か
を
聞
き
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
広
く
漁
業
生
産
に
関
す
る
漁
民
の
意
見
を

き
く
性
格
を
も
有
し
て
い
る
。
こ
の
質
問
に
対
す
る
回
答
は
、
師
崎
の
漁
業
が
多
岐
に
わ
た
る
問
題
を
か
か
え
て
い
る
こ
と
を
我
々
に
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六

る
が
、
師
崎
の
漁
民
が
、
自
己
の
営
む
漁
業
種
類
の
生
産
の
推
移
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
を
知
る
上
で
は
、
回
答
を
集
計
し
て

み
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　
第
2
4
表
は
「
増
え
た
」
「
減
っ
た
」
と
い
う
回
答
を
漁
業
種
類
別

に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
は
、
生
産
が
「
減
っ
た
」
と

漁
業
種
類
別
に
「
増
え
た
」
と
回
答
し
た
数
と
「
減
っ
た
」
と
回
答



し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
生
産
の
変
化
の
原
因
と
し
て
我
々
が
予
め
設
定
し
た
五
項
目
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て
、
順
次
検
討
し
て
ゆ
く
こ

と
と
す
る
。

①
「
漁
揚
条
件
の
変
化
」
こ
の
項
目
に
対
す
る
回
答
サ
ン
プ
ル
数
は
五
〇
サ
ン
プ
ル
で
あ
り
、
こ
の
五
〇
サ
ン
プ
ル
の
回
答
内
容
を
分

類
し
、
サ
ン
プ
ル
数
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
っ
た
。

　
自
然
条
件
（
回
游
・
冷
水
・
天
候
・
台
風
な
ど
）
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
－
…
…
…
甲
…
…
…
…
・
・
…
…
・
・
…
…
…
…
…
…
・
…
⊥
三

　
海
が
汚
染
さ
れ
た
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
・
…
…
…
・
…
…
…
…
・
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
一
四

　
船
舶
航
行
が
激
し
く
な
り
、
危
険
が
増
加
し
た
…
…
…
…
…
…
・
…
…
：
…
…
…
…
り
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
九

　
操
業
海
域
が
制
限
さ
れ
て
き
た
…
…
…
…
…
…
・
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
三

　
違
反
漁
業
が
横
行
し
て
い
る
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
り
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
四

　
同
一
漁
業
種
類
の
間
で
の
競
争
が
激
化
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
…
…
一
四

　
他
の
漁
業
種
類
と
抵
触
す
る
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
り
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
・
…
六

　
乱
獲
状
態
で
あ
る
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
…
：
…
9
…
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
一
一

　
そ
の
他
：
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
・
…
・
・
…
・
…
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
一

回
答
サ
ン
プ
ル
数
は
五
〇
サ
ン
プ
ル
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
回
答
内
容
を
分
類
し
て
み
る
と
、
延
ぺ
回
答
数
は
七
六
に
達
し
た
。
こ
れ
ら
の

回
答
か
ら
、
「
漁
揚
条
件
の
変
化
」
は
、
①
自
然
条
件
の
変
化
、
②
漁
業
内
部
の
諸
要
因
の
変
化
、
③
漁
業
以
外
の
諸
要
因
の
変
化
、
な

ど
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
漁
業
内
部
の
諸
要
因
に
規
定
さ
れ
る
「
漁
場
条
件
の
変
化
」
を
重
視
す
る

　
　
　
　
　
沿
岸
漁
業
経
営
と
沿
岸
漁
民
の
意
識
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究
　
1
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八

サ
ン
プ
ル
数
が
か
な
り
多
い
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
漁
業
内
部
で
の
競
争
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
こ
と
が
乱
獲
と
い

う
事
態
を
ひ
き
お
こ
し
、
漁
揚
の
資
源
価
値
を
低
下
さ
せ
、
こ
の
こ
と
が
「
漁
業
生
産
の
変
化
」
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
他
方
に
お
い
て
、
漁
業
以
外
の
要
因
と
し
て
「
海
の
汚
染
」
と
「
船
舶
航
行
」
が
「
漁
揚
条
件
の
変
化
」
を
も
た
ら

し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
サ
ン
プ
ル
も
か
な
り
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
「
工
業
化
へ
の
対
応
」
に
つ
い
て
論
ず
る
箇
所
で
扱

う
の
で
、
こ
こ
で
は
さ
ら
に
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。

②
「
漁
揚
の
整
備
」
　
こ
の
項
目
に
対
し
回
答
し
た
サ
ン
プ
ル
数
は
四
サ
ン
プ
ル
に
す
ぎ
な
い
。
回
答
内
容
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
魚
礁
が
操
業
の
邪
魔
に
な
る
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
二

　
築
磯
が
操
業
の
邪
魔
に
な
る
…
…
…
…
…
…
臼
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
－
…
…
…
…
…
・
…
…
…
：
一

　
養
殖
施
設
に
よ
っ
て
漁
揚
が
狭
く
な
る
・
－
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
曾
…
…
…
…
：
…
曹
：
一

　
そ
の
他
…
…
…
…
：
：
…
・
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
．
…
…
…
…
：
…
…
．
…
…
…
…
…
…
：
．
…
…
…
…
⊥

こ
の
「
漁
揚
の
整
備
」
に
対
す
る
回
答
は
き
わ
め
て
少
数
で
あ
り
、
し
か
も
、
漁
揚
整
備
の
施
策
に
対
し
む
し
ろ
否
定
的
な
回
答
し
か
み

ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
一
つ
に
は
、
魚
礁
・
築
磯
が
顕
著
な
成
果
を
必
ら
ず
し
も
も
た
ら
し
て
は
い
な
い
こ
と
、
ま
た
一
つ
に

は
、
「
網
漁
業
」
に
と
っ
て
は
魚
礁
・
築
磯
の
存
在
が
操
業
上
の
邪
魔
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
に
よ
っ
て
、
積
極
的
な
評
価
が
漁
民

か
ら
出
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
漁
揚
の
整
備
」
に
対
し
て
師
崎
の
漁
民
が
全
く
否
定
的
な
評
価
を
下
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
「
漁
業
生
産
の
変
化
の
原
因
」
と
し
て
の
「
漁
場
の
整
備
」
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る

点
に
留
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
我
々
は
、
調
査
票
の
囹
ー
2
－
1
に
お
い
て
、
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
事
業
に
対
す
る
漁
民
の
意
見



を
聞
い
た
。
こ
の
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
事
業
に
対
す
る
延
べ
回
答
数
は
一
一
〇
に
も
達
す
る
の
で
あ
る
が
、
回
答
内
容
を
示
す
と
以
下
の

よ
う
に
な
る
。

　
築
磯
。
魚
礁
の
設
置
は
有
利
…
・
－
－
…
・
…
－
…
…
…
…
…
…
…
：
臼
…
…
…
…
…
…
－
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
：
●
…
…
■
三
〇

　
築
磯
．
魚
礁
の
設
置
は
困
る
…
－
…
り
…
－
…
…
…
…
…
…
・
…
…
－
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
－
・
…
…
…
…
…
…
：
甲
…
…
…
…
…
…
八

　
冷
蔵
庫
が
で
き
て
よ
か
っ
た
：
：
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
一
三

冷
蔵
庫
を
つ
く
っ
た
こ
と
に
は
反
対
－
ワ
．
陰
…
…
…
…
…
9
…
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
．
…
…
…
…
三

　
港
の
整
備
が
進
ん
だ
…
…
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
五

　
機
関
．
漁
具
保
全
施
設
が
で
き
て
よ
い
…
…
－
…
…
…
：
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
・
二

　
政
策
資
金
を
歓
迎
…
・
…
：
…
り
…
・
…
…
…
…
…
…
…
9
…
：
…
…
…
…
…
9
…
…
…
…
…
…
閣
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
甲
・
九

　
政
策
資
金
の
条
件
を
改
善
し
て
欲
し
い
：
…
…
…
…
：
…
…
9
：
…
…
…
…
：
…
・
…
・
…
…
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
三

　
積
極
的
に
や
っ
て
欲
し
い
：
…
・
…
；
…
…
…
…
…
…
…
…
：
・
：
：
…
…
…
…
…
・
・
…
：
…
…
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
り
：
…
：
…
…
二
六

効
果
が
な
い
（
関
係
な
い
）
：
…
：
…
：
：
…
…
…
…
…
…
9
…
：
…
…
…
…
…
齢
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
：
…
：
…
：
九

政
策
の
基
本
と
し
て
の
人
間
関
係
が
重
要
：
…
・
：
…
…
…
…
…
：
…
・
…
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
：
：
…
ニ

ア）

「
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
事
業
」
に
対
す
る
意
見
の
中
で
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
「
築
磯
・
魚
礁
」
に
関
す
る
回
答
で
あ
る
。

「
築
磯
．
魚
礁
の
設
置
は
有
利
」
と
い
う
回
答
が
三
〇
サ
ン
プ
ル
に
及
び
、
逆
に
「
築
磯
・
魚
礁
の
設
置
は
困
る
」
と
い
う
回
答
は
八
サ

ン
プ
ル
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
「
築
磯
・
魚
礁
」
が
「
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
事
業
」
の
質
問
項
目
の
中
で
は
高
く
評
価
さ
れ
、
漁

　
　
　
　
沿
岸
漁
業
経
営
と
沿
岸
漁
民
の
意
識
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究
　
1
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇

業
生
産
の
変
化
の
原
因
と
し
て
の
「
漁
揚
の
整
備
」
の
項
目
で
は
否
定
的
な
評
価
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
な

の
で
あ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
、
「
漁
揚
の
整
備
」
は
漁
民
の
生
産
に
顕
著
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
漁
民
に
と
っ
て
は
、

こ
れ
ま
で
行
な
わ
れ
て
き
た
「
漁
揚
の
整
備
」
は
漁
業
生
産
に
と
っ
て
所
与
の
条
件
・
前
提
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

従
っ
て
、
生
産
の
変
化
の
原
因
と
し
て
は
、
「
漁
揚
の
整
備
」
以
外
の
原
因
が
重
視
さ
れ
、
「
漁
揚
の
整
備
」
は
あ
ま
り
意
識
さ
れ
ず
、
魚

礁
・
築
磯
が
障
害
と
な
る
漁
業
種
類
を
営
む
サ
ン
プ
ル
の
み
が
「
漁
場
の
整
備
」
を
否
定
的
に
評
価
す
る
回
答
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
事
業
の
「
漁
揚
整
備
事
業
」
そ
の
も
の
を
と
り
あ
げ
れ
ば
、
そ
の
事
業
が
自
己
の
営
む
漁
業
に
と
っ
て
明

ら
か
な
障
害
と
は
な
ら
な
い
限
り
、
そ
し
て
、
そ
の
事
業
に
よ
っ
て
何
ら
か
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
肯
定
的
な
評
価
を
す

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
こ
の
魚
礁
・
築
磯
の
設
置
に
対
し
、
は
っ
き
り
と
反
対
意
見
を
表
明
し
て
い
る
サ
ン
プ
ル
が
あ
る
こ

と
は
、
漁
業
種
類
間
の
確
執
が
存
在
し
、
対
立
の
根
が
深
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

③
「
漁
法
の
変
化
」
　
こ
の
項
目
に
対
し
て
回
答
し
た
サ
ン
プ
ル
数
は
二
三
サ
ン
プ
ル
で
あ
り
、
延
ぺ
回
答
数
は
三
四
と
な
っ
た
。
回
答

内
容
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
機
械
化
に
よ
る
漁
獲
の
増
加
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
薗
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
：
…
・
．
．
．
：
：
…
…
り
…
…
…
一
〇

　
漁
具
・
漁
網
の
改
良
に
よ
る
漁
獲
の
増
加
…
…
…
…
・
…
…
・
・
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
・
：
…
・
：
…
一
一

　
漁
携
技
術
の
向
上
…
…
…
…
…
…
・
…
－
…
…
…
…
…
｝
…
…
…
：
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
9
－
－
－
－
－
…
・
…
…
…
…
・
…
：
：
・
…
・
…
・
六

　
漁
法
の
改
良
に
よ
っ
て
逆
に
漁
獲
が
減
少
：
…
…
…
：
…
…
・
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
・
：
．
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
：
…
・
：
六

　
そ
の
他
…
…
…
：
…
…
…
曾
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
：
…
…
…
…
響
：
…
…
…
…
…
…
響
…
：
…
…
…
…
…
．
…
：
：
：
曾
：
：
…
．
：
…
…
：
…
：
一



こ
の
回
答
を
み
る
と
、
漁
具
・
漁
法
の
改
良
に
よ
る
漁
獲
量
の
増
大
を
指
摘
す
る
サ
ン
プ
ル
と
、
逆
に
生
産
効
率
の
上
昇
が
漁
業
資
源
を

酒
渇
さ
せ
る
原
因
と
な
り
、
こ
の
こ
と
が
漁
獲
量
の
低
下
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
る
サ
ン
プ
ル
と
に
分
か
れ
て
い
る
。
数
の
上
で

は
漁
具
・
漁
法
の
改
良
に
よ
る
好
結
果
を
述
べ
る
サ
ン
プ
ル
が
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
な
く
と
も
第
7
表
の
漁
獲
統
計
を
み
る
限
り

に
お
い
て
、
漁
獲
量
が
飛
躍
的
に
伸
び
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
む
し
ろ
漁
獲
量
の
増
大
を
期
す
る
た
め
に
は
か
な
り
積
極
的

な
漁
具
・
漁
法
の
改
良
を
行
な
わ
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
漁
具
・
漁
法
の
改
良
は
漁
獲
量
の
面
で
逆

の
効
果
を
も
も
た
ら
す
。
「
漁
場
条
件
の
変
化
」
の
項
で
、
漁
業
者
間
の
競
争
が
漁
場
の
資
源
的
価
値
の
低
下
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と

を
述
ぺ
た
が
、
こ
の
「
漁
法
の
変
化
」
の
項
で
は
、
よ
り
漁
獲
効
率
の
よ
い
漁
法
の
導
入
が
逆
に
乱
獲
と
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
サ
ン
プ

ル
が
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

④
「
資
本
投
下
」
こ
の
項
目
に
対
し
て
回
答
し
た
サ
ン
プ
ル
数
は
二
ニ
サ
ン
プ
ル
で
あ
り
、
延
べ
回
答
数
は
一
五
で
あ
っ
た
。
回
答
内

容
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
船
の
大
型
化
：
…
…
…
…
：
…
・
…
：
…
…
…
…
…
・
…
…
：
…
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
三

　
機
器
の
装
備
…
…
…
…
…
…
：
9
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
…
：
…
ー
…
…
七

　
諸
経
費
上
昇
に
よ
り
、
資
本
投
下
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
…
…
…
：
…
…
：
9
：
…
…
…
…
…
…
噸
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
…
…
四

　
そ
の
他
…
…
…
…
…
…
：
・
…
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
・
・
…
…
：
…
：
…
…
り
：
…
…
…
二

こ
こ
で
間
題
と
な
る
こ
と
は
、
漁
船
の
建
造
や
機
器
の
装
備
な
ど
に
伴
な
う
資
本
投
下
を
、
「
資
本
投
下
」
と
意
識
す
る
の
か
「
漁
法
の

変
化
」
と
意
識
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
資
本
投
下
」
の
項
目
に
回
答
し
た
サ
ン
プ
ル
は
、
漁
船
の
建
造
・
改
造
の
た
め

　
　
　
　
　
沿
岸
漁
業
経
営
と
沿
岸
漁
民
の
意
識
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
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6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二

や
機
器
の
装
備
の
た
め
に
「
資
本
」
を
投
下
し
、
そ
の
資
本
投
下
が
生
産
の
変
化
の
原
因
と
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
サ
ン
プ
ル
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
前
項
の
「
漁
法
の
変
化
」
に
対
す
る
回
答
内
容
に
、
「
機
械
化
」
や
「
漁
具
・
漁
網
の
改
良
」
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
に
回
答
し
た
サ
ン
プ
ル
数
は
二
一
サ
ン
プ
ル
に
達
し
て
い
る
。
一
つ
の
漁
法
の
改
良
・
改
善
に
は
追
加
投
資
を
要
す
る
の
で
あ
る

が
、
師
崎
に
お
け
る
我
々
の
サ
ン
プ
ル
の
多
く
は
、
漁
法
の
変
化
に
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
投
資
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
「
資
本
投
下
」

と
意
識
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑤
「
労
働
力
」
　
こ
の
項
目
に
対
し
回
答
し
た
サ
ン
プ
ル
は
八
サ
ン
プ
ル
に
す
ぎ
ず
、
延
べ
回
答
数
は
九
で
あ
っ
た
。
回
答
内
容
は
次
の

如
く
で
あ
る
。

　
労
働
投
入
量
の
増
加
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
：
：
…
四

　
労
働
投
入
量
の
減
少
…
…
…
…
…
：
：
・
…
：
…
…
…
…
…
9
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
：
…
：
…
…
…
二

　
労
働
力
不
足
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
二

　
そ
の
他
…
…
：
：
…
…
…
9
…
…
…
…
…
…
：
，
：
…
…
…
…
…
…
ー
…
…
…
…
：
…
…
。
…
…
…
：
…
…
…
9
…
…
…
…
…
：
…
．
…
…
…
…
⊥

回
答
サ
ン
プ
ル
数
が
少
な
い
こ
と
は
、
生
産
の
変
化
そ
の
も
の
に
「
労
働
力
」
要
因
は
あ
ま
り
大
き
な
作
用
を
及
ぽ
し
て
い
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。
師
崎
に
お
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
如
く
、
漁
業
種
類
の
変
更
が
し
ば
し
ば
行
な
わ
れ
て
お
り
、
仮
に
労
働
力
に
過
不
足
が
生

じ
た
揚
合
に
は
、
利
用
し
う
る
労
働
力
に
よ
っ
て
営
む
こ
と
の
で
き
る
漁
業
種
類
を
「
合
理
的
」
に
選
択
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
た
め
に
、
労
働
力
の
過
不
足
状
態
が
直
ち
に
漁
業
生
産
の
変
化
に
は
結
び
つ
き
に
く
く
、
む
し
ろ
生
産
の
変
化
は
労
働
力
以
外
の
要
因

に
よ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
労
働
力
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
調
査
票
囚
ー
6
1
1
に
お
い
て
も
と
り
あ
げ
て
い
る
の
で
、
「
経



営
上
の
問
題
点
」
を
検
討
す
る
際
に
、
再
度
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
。

⑥
「
そ
の
他
」
　
漁
業
生
産
の
変
化
の
原
因
に
つ
い
て
、
我
々
は
五
項
目
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
質
間
を
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
の
五
項
目
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
問
題
点
を
漁
民
は
指
摘
し
た
。
そ
の
回
答
内
容
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
物
価
上
昇
が
魚
価
上
昇
を
上
廻
っ
た
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
9
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
：
り
…
…
…
五

　
魚
価
上
昇
が
物
価
上
昇
を
上
廻
っ
た
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
二
二

　
あ
る
漁
業
種
類
を
最
近
営
み
始
め
た
た
め
に
生
産
が
減
少
し
た
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
9
…
…
…
…
三

　
漁
獲
は
年
次
に
よ
り
変
動
が
激
し
い
…
…
：
…
…
…
…
曾
…
…
…
…
…
…
9
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
：
…
…
…
…
・
六

　
魚
価
の
単
価
が
下
落
し
た
…
…
…
…
：
…
：
・
…
…
：
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
：
…
…
…
…
9
曹
：
…
…
・
…
七

　
釣
客
の
数
が
増
加
し
た
…
…
…
・
…
…
…
・
…
…
：
…
…
…
…
・
：
：
…
…
：
．
…
…
：
…
…
…
…
9
…
…
…
…
…
…
…
：
：
・
…
・
．
…
・
…
・
…
9
：
二

　
手
数
料
が
高
い
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
・
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
匿
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
…
三

こ
れ
ら
の
回
答
の
特
徴
点
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
生
産
の
変
化
を
漁
業
収
入
の
変
化
と
意
識
し
た
サ
ン
プ
ル
が
多
い
と
い
う
点
で

あ
ろ
う
。
我
々
の
質
問
は
、
「
生
産
量
」
の
変
化
で
も
な
く
「
生
産
額
」
の
変
化
で
も
な
く
、
「
生
産
の
変
化
」
と
い
う
抽
象
的
な
も
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
質
問
項
目
は
む
し
ろ
「
生
産
量
の
変
化
」
を
追
求
す
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
何
故
な
ら
ば
、
五
項
目

は
、
漁
業
生
産
に
関
す
る
「
漁
揚
」
「
資
本
」
「
技
術
」
「
労
働
」
に
つ
い
て
の
み
質
問
を
し
て
お
り
、
漁
業
生
産
物
が
「
市
揚
」
で
商
品

と
な
り
流
通
機
構
に
入
っ
て
ゆ
く
過
程
を
全
く
除
外
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
回
答
者
が
生
産
額
の
変
化
に
つ
い
て

言
及
し
た
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
漁
民
の
関
心
事
が
あ
く
ま
で
も
漁
業
収
入
で
あ
り
、
必
ら
ず
し
も
漁
獲
量

　
　
　
　
　
沿
岸
漁
業
経
営
と
沿
岸
漁
民
の
意
識
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
三



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究
　
1
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四

そ
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
意
識
が
漁
民
の
間
で
徹
底
し
て
く
れ
ぱ
、
漁
揚
資
源
の
保
全
や
魚
価
の
安
定
の

た
め
の
諸
施
策
が
自
発
的
に
講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
自
ら
首
を
し
め
る
乱
獲
状
態
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る

で
あ
ろ
う
。
現
に
師
崎
で
は
特
定
の
漁
業
種
類
に
関
し
て
の
み
で
は
あ
る
が
、
魚
価
安
定
・
漁
揚
資
源
保
全
等
の
た
め
に
自
発
的
に
休
漁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

日
を
設
定
し
て
い
る
例
も
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
新
し
い
動
き
は
、
今
後
の
漁
業
経
営
体
が
と
る
一
つ
の
方
向
を
示
し
て
い

る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
（
1
）
　
市
村
昇
「
．
ハ
ッ
チ
網
漁
業
と
船
曳
き
網
漁
業
に
つ
い
て
」
、
依
光
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
編
『
漁
村
の
調
査
報
告
書
』
、
八
O
I
八
一
頁
参
照
。

3
　
漁
業
経
営
上
の
問
題
点

　
我
ル
は
、
「
漁
業
生
産
の
変
化
」
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
が
、
こ
の
漁
業
生
産
の
変
化
お
よ
ぴ
そ
の
原
因
に
つ
い
て
の
サ

ン
プ
ル
の
回
答
を
経
営
体
の
経
営
に
即
し
て
さ
ら
に
詳
細
に
追
求
す
る
た
め
に
「
漁
業
経
営
上
の
問
題
点
」
を
次
の
よ
う
な
形
で
質
間
し

た
。囚

1
6
－
－
　
あ
な
た
の
家
の
漁
業
経
営
で
、
い
ま
何
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
か
。

（
－
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

漁
業
資
金

あ
と
つ
ぎ

労
働
力
不
足

魚
価
・
市
揚

漁
業
資
材



（
6
）
　
漁
揚
環
境
　
　
0
一

（
7
）
　
漁
揚
管
理

（
8
）
　
そ
の
他

6
i
2
　
あ
な
た
の
家
の
今
後
五
年
ぐ
ら
い
の
漁
業
経
営
の
方
針
に
つ
い
て
お
き
か
せ
下
さ
い
。

　
（
注
）
　
漁
業
種
類
、
漁
船
、
従
事
者
数
、
共
同
経
営
な
ど

　
6
1
3
　
あ
な
た
の
家
に
は
漁
業
経
営
の
あ
と
つ
ぎ
に
な
る
人
が
い
ま
す
か
。

　
　
1
　
い
　
る

　
　
2
　
い
な
い

我
々
が
経
営
上
の
問
題
点
を
追
求
し
て
い
る
の
は
こ
の
圏
i
6
に
示
さ
れ
た
質
問
項
目
だ
け
で
は
な
い
、
し
か
し
、
こ
の
回
1
6
の
質
問

項
目
が
最
も
網
羅
的
に
経
営
上
の
問
題
点
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
た
め
、
以
下
に
お
い
て
は
、
こ
の
國
1
6
の
質
問
項
目
に
対
す
る
回
答
を

中
心
と
し
て
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

　
ま
ず
囚
1
6
－
－
の
「
漁
業
経
営
上
の
問
題
点
」
の
八
項
目
に
対
し
て
回
答
し
た
サ
ン
プ
ル
数
を
示
し
て
お
こ
う
。

　
（
1
）
　
漁
業
資
金
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
9
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
：
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
二
四

　
（
2
）
　
あ
と
つ
ぎ
…
…
…
…
…
…
：
9
…
…
…
…
：
…
…
9
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
9
…
…
…
：
…
…
…
り
…
…
…
…
…
…
＝
一
二

　（

）
　
労
働
力
不
足
・
…
・
：
：
…
…
・
…
…
・
：
…
・
：
・
…
・
…
…
…
・
：
竹
…
…
…
：
…
…
：
…
…
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
二
五

　
　
　
　
　
沿
岸
漁
業
経
営
と
沿
岸
漁
民
の
意
識
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五



（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

回
答
サ
ン
プ
ル
数
か
ら
み
る
と
、

価
・
市
場
」

金
、
（
5
）
漁
業
資
材
を

境
、
（
7
）
漁
揚
管
理
、

計
す
る
と
、

　
（
A
）
「
投
下
資
本
」
：
：
…
…

　
（
B
）
「
労
働
力
」
：

　
（
C
）
「
漁
揚
」
…
・

　
（
D
）
「
魚
価
」
：
・

と
な
る
。
こ
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
師
崎
に
お
け
る
漁
業
経
営
上
の
間
題
と
し
て
は
、
「
漁
揚
」

こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
漁
揚
」
に
次
い
で
問
題
と
な
る
の
は
「
労
働
力
」
と
「
投
下
資
本
」

　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究
　
1
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六

魚
価
・
市
揚
…
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
り
…
…
…
…
：
…
…
ひ
…
…
…
…
：
…
…
9
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
二
九

漁
業
資
材
…
…
…
－
…
：
：
：
・
－
：
…
…
…
…
…
…
・
－
…
…
…
…
…
－
甲
…
…
…
…
…
－
…
り
－
…
…
…
…
…
…
・
・
…
・
…
…
…
二
〇

漁
揚
環
境
：
：
…
：
・
：
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
五
七

漁
場
管
理
：
…
：
…
…
：
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
：
…
…
…
…
9
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
・
…
二
八

そ
の
他
：
：
…
・
…
・
…
・
…
：
…
…
：
…
…
…
…
甲
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
漁
揚
環
境
」
を
経
営
上
の
問
題
と
考
え
て
い
る
サ
ン
プ
ル
が
最
も
多
く
、
次
に
「
あ
と
つ
ぎ
」
「
魚

　
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
経
営
上
の
問
題
点
と
し
て
の
各
項
目
を
次
の
よ
う
に
分
類
し
て
み
た
。
（
1
）
漁
業
資

　
　
　
　
　
　
（
A
）
「
投
下
資
本
」
と
し
、
（
2
）
あ
と
つ
ぎ
、
（
3
）
労
働
不
足
を
（
B
）
「
労
働
力
」
と
し
、
（
6
）
漁
揚
環

　
　
　
　
　
を
（
C
）
「
漁
揚
」
、
（
4
）
魚
価
・
市
揚
を
（
D
）
魚
価
、
と
い
う
よ
う
に
ま
と
め
て
、
回
答
サ
ン
プ
ル
数
を
累

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
…
…
四
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
…
：
五
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
…
八
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
二
九

を
め
ぐ
る
こ
と
が
最
大
の
間
題
点
で
あ
る

に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
「
魚
価
」
に
関
し



て
は
、
他
の
こ
と
よ
り
も
比
重
が
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
漁
揚
」
を
め
ぐ
る
こ
と
が
経
営
上
の
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
サ
ン
プ
ル
が
最
も
多
い
こ
と
は
、
「
生
産
の
変
化
の
原
因
」
を
検
討
し
た
際
に
も
、
「
漁
場
条
件
の
変
化
」
が
最
も
重
視
さ
れ
て
い

た
こ
と
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
師
崎
の
漁
業
に
と
っ
て
現
在
最
も
重
要
な
問
題
は
漁
揚
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
漁
揚
」
は
生
産
の
揚
で
あ
り
、
漁
業
生
産
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
漁
民
が
経

営
上
の
問
題
と
し
て
「
漁
揚
」
を
強
く
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
、
更
め
て
漁
業
に
と
っ
て
漁
揚
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
再
認
識
す
る

必
要
が
あ
る
と
共
に
、
現
在
の
「
漁
揚
」
が
、
漁
業
内
部
の
要
因
、
漁
業
以
外
か
ら
の
要
因
、
自
然
の
要
因
な
ど
に
よ
っ
て
、
漁
民
に
と

っ
て
望
ま
し
い
状
態
と
は
な
っ
て
い
な
い
、
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
以
上
の
点
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
「
経
営
上
の
問
題
」
の
各
項
目
に

対
す
る
回
答
を
調
査
票
の
配
列
に
従
っ
て
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

①
「
漁
業
資
金
」
こ
の
項
目
に
対
し
二
四
サ
ン
プ
ル
が
回
答
し
、
そ
の
回
答
内
容
を
類
型
化
し
、
そ
れ
に
該
当
す
る
サ
ン
プ
ル
数
を
示

す
と
、
次
の
如
く
な
り
、
回
答
数
の
累
計
は
二
六
と
な
っ
た
。

　
利
子
は
現
状
で
よ
い
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
9
：
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
…
…
…
：
…
・
…
：
…
…
…
：
．
…
：
…
：
・
・
…
四

　
借
り
ら
れ
る
か
ら
よ
い
・
…
…
…
…
…
…
り
…
：
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
：
：
・
…
…
…
・
…
…
…
…
・
：
レ
…
：
…
：
陰
…
…
・
…
：
．
…
：
一
〇

　
利
子
を
低
く
し
て
欲
し
い
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
：
…
－
…
：
・
…
：
・
畢
甲
…
…
：
p
．
．
…
・
…
：
－
－
：
…
。
…
四

　
返
済
期
間
を
延
長
し
て
欲
し
い
…
…
：
：
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
－
。
・
…
：
・
：
・
…
…
・
：
…
…
…
：
：
…
：
：
，
…
…
響
…
，
…
，
：
二

　
貸
出
制
限
が
あ
り
困
っ
て
い
る
…
…
…
…
…
…
－
・
－
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
－
．
・
．
…
・
…
・
．
…
・
，
…
…
：
…
…
．
．
－
－
－
．
－
…
…
・
三

　
資
金
不
足
の
状
態
で
あ
る
…
…
…
…
…
…
ー
ー
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
・
・
…
…
…
・
：
…
…
：
…
・
…
…
・
：
…
…
…
・
：
…
・
…
・
…
…
・
：
・
。
三

　
　
　
　
　
沿
岸
漁
業
経
営
と
沿
岸
漁
民
の
意
識
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究
　
1
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八

経
営
上
の
問
題
と
し
て
の
「
漁
業
資
金
」
に
関
す
る
こ
の
回
答
か
ら
は
、
「
漁
業
資
金
」
が
経
営
上
困
難
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
受
け
と

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
回
答
の
中
に
は
、
「
資
金
を
借
り
ら
れ
る
か
ら
よ
い
」
と
い
う
回
答
が
最
も
多
く
、
ま
た
「
利
子
は
現
状
で
よ
い
」

と
い
う
回
答
も
み
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
師
崎
に
お
い
て
は
漁
業
資
金
の
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
よ
り
低
利
で
よ

り
長
期
の
「
漁
業
資
金
」
を
導
入
で
き
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
と
考
え
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
漁
業
資
金
の
上
で
大
き
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

困
難
を
漁
民
が
感
じ
て
い
な
い
の
は
、
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
事
業
の
融
資
事
業
お
よ
ぴ
漁
業
近
代
化
資
金
な
ど
の
政
策
資
金
や
漁
協
の
貸

付
な
ど
に
よ
っ
て
、
資
金
需
要
に
充
分
応
え
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

②
「
あ
と
つ
ぎ
」
こ
の
項
目
に
対
す
る
回
答
サ
ン
プ
ル
数
は
三
ニ
サ
ン
プ
ル
で
あ
り
、
延
べ
回
答
数
は
三
三
と
な
っ
て
い
る
。
回
答
内

容
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

　
継
い
で
欲
し
い
、
継
が
せ
る
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
…
9
…
：
…
…
…
…
…
ゆ
…
…
…
・
…
…
…
・
…
・
…
…
三

　
本
人
の
意
志
次
第
：
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
・
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
二
一

　
継
い
で
欲
し
く
な
い
…
…
…
…
…
…
p
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
二

　
あ
と
つ
ぎ
は
い
る
が
心
配
…
…
…
…
…
…
：
曾
…
…
…
…
…
：
…
り
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
四

　
全
体
と
し
て
あ
と
つ
ぎ
難
…
：
…
…
：
…
…
曾
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
・
：
：
…
…
…
五

　
あ
と
つ
ぎ
は
い
な
い
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
：
…
・
・
…
…
…
…
…
・
…
・
…
：
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
：
：
…
…
…
…
八

こ
の
「
あ
と
つ
ぎ
」
の
項
目
に
対
す
る
回
答
の
内
容
を
み
て
み
る
と
、
「
あ
と
つ
ぎ
」
問
題
は
経
営
上
の
短
期
的
な
問
題
点
と
は
あ
ま
り

意
識
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
「
継
い
で
欲
し
い
、
継
が
せ
る
」
「
継
い
で
欲
し
く
な
い
」
「
本
人
の
意
志
次
第
」
な
ど
の
回
答
は
、



長
期
的
な
漁
業
経
営
の
見
通
し
の
上
に
立
っ
た
漁
民
の
希
望
が
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
時
点
で
の
経
営
上
の
問
題
で
は
な
か
ろ
う
。

　
こ
の
「
あ
と
つ
ぎ
」
に
関
し
て
、
我
々
は
圏
1
6
1
3
で
「
あ
と
つ
ぎ
」
の
有
無
に
つ
い
て
質
問
を
し
て
い
る
。
こ
の
質
問
に
対
す
る
回

答
を
集
計
す
る
と
、
あ
と
つ
ぎ
が
「
い
る
」
と
答
え
た
サ
ン
プ
ル
数
は
三
五
、
「
い
な
い
」
と
答
え
た
サ
ン
プ
ル
数
は
三
〇
、
「
わ
か
ら
な
い
」

と
答
え
た
サ
ン
プ
ル
数
は
二
〇
、
無
回
答
が
四
サ
ン
プ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
回
答
を
サ
ン
プ
ル
世
帯
の
子
供
の
属
性
に
従
っ
て
分
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

し
た
も
の
が
第
2
5
表
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
既
就
業
の
男
子
の
子
供
の
い
る
サ
ン
プ
ル
に
お
い
て
は
「
あ
と
つ
ぎ
」
が
「
い
る
」
比
率
が
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
の
に
対
し
、
男
子
の
子
供
は
い
る
が
ま
だ
就
業
し
て
い
る
男
子
の
い
な
い
サ
ン
プ
ル
に
お
い
て

第25表

ヤ、 い
な
ヤ
、

あとつぎ

　　D

　　K

N
●
A

計

サ
帯
ン
の
プ
ル
子
世
供

女子のみ又は子供なし 0　12　　4　　0

4　　7　　1　　1

1　11　15　　3

16

3
4
0

既就業の男子がいる

男子がいて，男子が既
業者ではない

計 35　30　20　　4 89

沿
岸
漁
業
経
営
と
沿
岸
漁
民
の
意
識

は
、
あ
と
つ
ぎ
が
「
い
る
」
と
回
答
し
た
サ
ン
プ
ル
は
一
一
サ
ン
プ
ル
と
な
り
比
率
が
低
く
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
一
一
サ
ン
プ
ル
は
、
こ
れ
か
ら
漁
業
に
就
業
す
る
か
否
か
の
決
定
が
何
ら
か
の

形
で
な
さ
れ
る
わ
け
で
あ
り
、
現
に
漁
業
の
「
あ
と
つ
ぎ
」
と
し
て
就
業
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
漁
業
に
就
業
す
る
か
否
か
は
、
漁
業
の
今
後
の
見
通
し
や
、
都
市
で
の
生
活
条
件
・
就
業
機

会
あ
る
い
は
親
の
意
志
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
作
用
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
「
経
営
上
の

問
題
」
と
し
て
の
「
あ
と
つ
ぎ
」
の
項
目
に
対
す
る
回
答
で
最
も
多
か
っ
た
の
が
「
本
人
の
意
志

次
第
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
漁
業
経
営
の
後
継
者
問
題
は
今
後
の
師
崎
の
大
き
な
課
題
と
な
る

で
あ
ろ
う
。

③
「
労
働
力
不
足
」
　
こ
の
項
目
に
対
す
る
回
答
サ
ン
プ
ル
数
は
二
五
サ
ン
プ
ル
で
あ
り
、
そ
の

回
答
内
容
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九



第26表

「労働力不足」の回答内容

一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究

N
・
A

問
題
な
し

一
人
で
や
る

家
族
従
事
者

子
供
の
数

若
い
人
が
不
足

季
節
的
不
足

不
足
し
て
い
る

　　　　　　　1

　　　　　　　0

　　　　　　　0

　　　　　　20

1　　1　3
　　　　　　　1

　　　　　　　0

3　2　12

1

212
　
　
3

16

主
と
す
る
漁
業
種
類

0
　
　
0
　
　
2
　
　
1
　
　
3
　
　
3
　
　
1

1231

1
　
　
1

71　　1　　】

小型底曳
バッチ網
こうなご
しらす船曳網

刺　　網
さわら流網

建　　網

一本釣
遊．　漁
はえなわ

採貝草
タコツボ
のり養殖
わかめ養殖

そ　の　他

漁業やとわれ

一
二
〇

労
働
力
が
不
足
し
て
い
る
…
…
…
…
．
，
・
…
：
…
・
…
九

季
節
的
に
労
働
力
が
不
足
す
る
…
…
…
…
…
…
：
一

　
子
供
の
数
自
体
が
少
な
く
な
っ
た
：
…
…
…
…
：
：
一

　
若
い
人
が
不
足
し
て
い
る
…
：
：
…
…
…
…
…
…
：
二

　
家
族
従
事
者
で
や
り
く
り
す
る
…
…
…
…
…
：
：
：
五

　
一
人
で
や
ら
ざ
る
を
え
な
い
：
…
…
：
…
：
・
…
：
…
四

　
労
働
力
不
足
は
問
題
と
な
っ
て
い
な
い
…
：
…
：
－
五

こ
の
よ
う
な
回
答
内
容
は
、
、
一
方
に
お
い
て
、
労
働
力
が

不
足
状
態
に
あ
り
何
ら
か
の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
サ
ン

プ
ル
が
あ
り
、
他
方
に
お
い
て
、
労
働
力
の
不
足
を
既
に

克
服
し
た
か
あ
る
い
は
労
働
力
不
足
が
問
題
と
は
な
っ
て
い
な
い
サ
ン
プ
ル
と
に
分
か
れ
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
労
働

力
不
足
を
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
質
問
し
て
い
な
い
た
め
に
、
そ
の
経
営
体
が
ど
れ
程
深
刻
に
労
働
力
不
足
を
意

識
し
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
労
働
力
不
足
状
態
に
対
す
る
一
つ
の
解
決
策
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
即

ち
、
雇
用
労
働
力
の
不
足
分
を
家
族
従
事
者
で
補
っ
た
り
、
一
人
で
経
営
を
続
け
ざ
る
を
え
な
い
、
と
い
う
対
応
で
あ
る
。

　
こ
の
「
労
働
力
不
足
」
に
対
す
る
回
答
を
そ
れ
ぞ
れ
の
回
答
者
の
「
主
と
す
る
漁
業
種
類
」
別
に
み
た
も
の
が
第
2
6
表
で
あ
る
。
回
答

数
が
少
な
い
上
に
、
そ
の
回
答
を
一
六
の
「
漁
業
種
類
」
に
わ
け
る
の
で
あ
る
か
ら
、
第
2
6
表
か
ら
は
っ
き
り
し
た
．
一
と
を
言
え
な
い
の



で
あ
る
が
、
「
労
働
力
不
足
」
を
最
も
強
く
感
じ
て
い
る
の
は
「
刺
網
」
を
主
と
し
て
営
ん
で
い
る
サ
ン
プ
ル
で
あ
る
こ
と
、
労
働
力
を

多
く
使
用
す
る
「
し
ら
す
船
曳
網
」
に
お
い
て
は
、
「
労
働
力
不
足
」
は
あ
ま
り
間
題
と
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
、
及
び
「
一
本
釣
」
「
遊

漁
」
に
お
い
て
は
「
家
族
従
事
者
」
で
ま
か
な
っ
た
り
、
一
人
で
経
営
を
行
な
う
な
ど
の
対
応
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
で
き
よ
う
。
師

崎
に
お
け
る
漁
業
経
営
体
に
と
っ
て
の
「
労
働
力
不
足
」
の
状
態
は
、
漁
業
種
類
別
に
そ
の
深
刻
さ
が
異
な
っ
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

労
働
力
を
最
も
多
く
使
用
し
て
い
る
「
船
曳
網
」
に
お
い
て
は
労
働
力
不
足
は
そ
れ
程
深
刻
で
は
な
く
、
『
む
し
ろ
「
船
曳
網
」
は
労
働
力

を
集
め
や
す
い
状
態
に
あ
る
ア
一
と
が
、
他
の
漁
業
種
類
に
は
新
規
の
労
働
力
が
補
充
さ
れ
に
く
い
状
態
を
生
み
出
し
、
そ
こ
で
は
労
働
力

不
足
が
深
刻
と
な
っ
て
い
る
、
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

④
「
魚
価
。
市
揚
」
　
こ
の
項
目
に
対
す
る
回
答
サ
ン
プ
ル
数
は
二
九
サ
ン
プ
ル
で
あ
っ
た
。
回
答
内
容
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
魚
価
が
不
安
定
で
あ
る
…
：
…
…
：
・
：
…
…
：
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
－
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
八

　
相
対
的
に
魚
価
が
安
い
：
…
…
…
・
…
…
曾
．
：
…
…
…
：
…
…
…
…
響
：
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
：
一
七

　
仲
買
人
に
間
題
が
あ
る
…
…
：
…
：
：
：
・
…
…
…
…
・
…
…
…
9
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
：
臼
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
五

　
市
場
が
狭
い
．
：
…
…
9
：
・
…
…
…
…
…
…
：
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
響
…
…
：
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
甲
…
…
…
：
四

こ
の
項
目
の
な
か
で
、
最
も
回
答
数
の
多
い
の
が
、
「
相
対
的
に
魚
価
が
安
い
」
と
い
う
回
答
で
あ
る
。
「
魚
価
が
安
い
」
と
い
う
回
答
は
、

「
漁
業
生
産
の
変
化
の
原
因
」
を
検
討
し
た
際
に
で
て
き
た
「
魚
価
上
昇
が
物
価
上
昇
を
上
廻
っ
た
」
と
い
う
回
答
と
一
見
矛
盾
す
る
よ

う
で
あ
る
。
し
か
し
、
仮
に
同
一
回
答
者
が
「
漁
業
生
産
の
変
化
の
原
因
」
と
し
て
「
魚
価
上
昇
」
を
あ
げ
、
「
経
営
上
の
問
題
」
と
し

て
「
魚
価
が
安
い
」
と
回
答
し
た
と
し
て
も
、
こ
の
こ
と
は
別
に
矛
盾
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
前
者
は
生
産
額
の
上
昇
の
原
因
と
し

　
　
　
　
　
沿
岸
漁
業
経
営
と
沿
岸
漁
民
の
意
識
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究
　
1
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二

て
魚
価
上
昇
を
考
え
、
後
者
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
だ
魚
価
は
相
対
的
に
安
い
と
意
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
生
産
物
に
対
す

る
市
揚
で
の
評
価
と
自
己
の
労
働
に
対
す
る
自
己
の
評
価
と
の
ち
が
い
が
、
「
魚
価
が
安
い
」
と
い
う
回
答
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

⑤
「
漁
業
資
材
」
　
こ
の
項
目
に
対
し
て
回
答
し
た
サ
ン
プ
ル
数
は
二
〇
サ
ン
プ
ル
で
あ
る
。
そ
の
回
答
内
容
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
高
い
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
・
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…
…
…
…
…
…
・
…
…
：
…
…
…
…
・
…
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…
…
…
…
…
9
…
…
…
…
…
：
…
：
・
…
閣
…
…
⊥
五

　
品
質
が
悪
い
…
…
…
…
…
…
9
…
…
…
…
：
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
9
…
…
…
…
…
：
…
9
…
…
…
…
…
：
…
…
・
…
・
…
・
…
…
…
…
…
．
一

　
特
に
問
題
は
な
い
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
・
…
9
…
…
・
…
…
・
…
…
四

　
そ
の
他
…
：
…
：
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
り
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
・
・
…
・
：
：
…
：
…
…
…
…
・
…
・
：
・
．
一

こ
こ
で
は
、
回
答
者
の
大
多
数
が
漁
業
資
材
の
高
騰
に
よ
っ
て
経
営
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
．
】
で
、
我
々
の
調

査
票
の
圏
ー
4
1
4
「
あ
な
た
の
家
の
漁
業
経
営
に
対
し
て
、
オ
イ
ル
・
シ
・
ッ
ク
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
か
」
と
い
う
質

問
項
目
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
回
答
は
自
由
回
答
方
式
で
あ
り
、
こ
の
「
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
」
の
項
目
に
対
す
る
回
答
者
数
は
八
四

サ
ン
プ
ル
に
及
ん
で
い
る
。
回
答
内
容
を
示
す
と
次
の
如
く
な
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
回
答
者
が
何
に
つ
い
て
一
一
一
一
・
及
し
た
の
か
と
い
う
こ
と

だ
け
を
示
し
た
。

　
油
の
値
上
が
り
、
油
の
不
足
…
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…
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…
…
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六
一

　
漁
具
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漁
網
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プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
船
の
値
上
げ
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…
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…
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…
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…
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出
漁
日
の
変
化
9
：
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…
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甲
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⊥
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魚
が
売
れ
な
い
．
釣
客
が
こ
な
い
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…
…
…
…
…
9
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：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
五

　
経
費
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
…
…
・
：
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
・
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
二
三

　
抗
議
し
た
：
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
：
…
…
：
…
り
…
…
…
…
…
：
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
甲
9
…
…
…
四

　
タ
ン
カ
ー
事
故
で
被
害
を
受
け
た
：
：
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
：
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
五

　
そ
の
他
…
…
…
：
：
…
・
…
：
…
…
…
…
…
・
：
…
：
…
・
…
：
－
…
：
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
：
…
9
…
…
…
…
…
：
…
・
五

こ
の
「
オ
イ
ル
．
シ
ョ
ッ
ク
」
に
関
す
る
質
問
に
対
し
て
、
①
漁
船
の
燃
料
と
し
て
の
石
油
の
価
格
と
量
、
②
石
油
か
ら
生
ま
れ
る
製
品
、

主
と
し
て
漁
業
資
材
、
③
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
日
本
経
済
全
体
の
動
向
が
漁
業
経
営
に
及
ぼ
す
影
響
、
④
外
部
へ
の
働
き
か
け
、

⑤
「
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
」
で
は
な
く
タ
ン
カ
ー
事
故
に
よ
る
被
害
、
な
ど
に
つ
い
て
回
答
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
回
答
数
が
多
い
の

は
①
と
②
に
関
す
る
事
柄
で
あ
り
、
漁
業
生
産
が
石
油
や
資
材
な
ど
に
経
費
を
多
量
に
投
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
性
絡
を
ま
す
ま
す
強

め
て
き
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
「
経
営
上
の
問
題
」
と
し
て
「
漁
業
資
材
」
の
高
騰
を
指
摘
す
る
サ
ン
プ
ル
が
あ
る
の
は
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
の
で
あ
る
。

⑥
「
漁
揚
環
境
」
　
こ
の
項
目
に
対
す
る
回
答
サ
ン
プ
ル
数
は
五
七
サ
ン
プ
ル
で
あ
り
、
「
漁
業
経
営
上
の
問
題
」
の
全
項
目
の
中
で
最
も

回
答
者
数
が
多
い
。
回
答
内
容
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
自
然
条
件
の
変
化
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岸
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大
学
研
究
年
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社
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学
研
究
　
1
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四

　
埋
立
に
よ
る
海
の
変
化
…
…
…
…
…
…
甲
：
…
…
…
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
：
…
：
…
…
：
…
…
・
：
：
．
…
…
：
・
…
・
：
…
…
・
五

　
同
一
漁
業
種
類
の
漁
船
が
多
い
…
・
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
：
・
…
・
…
…
…
・
…
・
…
：
・
…
・
…
り
…
…
・
…
七

　
他
の
漁
業
種
類
・
他
漁
協
の
漁
船
と
の
競
争
の
激
化
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
：
・
…
・
…
…
…
・
…
…
．
…
…
．
：
：
：
・
…
・
…
：
・
：
六

　
違
反
漁
業
の
横
行
…
：
…
…
：
…
…
9
…
…
…
…
…
：
…
曾
…
…
…
…
：
…
…
畳
…
…
…
…
…
…
：
：
・
…
・
．
…
：
…
…
…
・
…
9
…
…
…
：
9
…
：
三

　
大
型
船
航
行
に
よ
る
被
害
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
9
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
．
：
・
…
・
：
．
．
．
・
…
：
…
…
・
…
9
…
・
…
：
・
：
二
五

　
漁
場
環
境
の
改
善
は
不
可
能
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
・
：
…
…
…
…
…
…
ー
…
…
…
…
…
・
：
…
…
・
…
：
・
…
…
．
…
・
．
．
。
：
・
．
．
。
二

こ
れ
ら
の
回
答
は
、
現
在
の
漁
業
経
営
に
と
っ
て
の
問
題
と
し
て
の
「
漁
揚
環
境
」
で
あ
る
が
、
そ
の
「
漁
揚
環
境
」
の
悪
化
が
何
に
ょ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
の
か
を
こ
れ
ら
の
回
答
は
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
大
別
す
れ
ば
、
自
然
条
件
に
よ
る
も
の
、
漁
業
以
外
の
要
因
、

漁
業
内
部
の
要
因
、
な
ど
で
あ
る
。
回
答
数
の
最
も
多
い
の
が
「
汚
染
の
進
行
」
で
あ
り
、
次
に
多
い
の
が
「
大
型
船
に
よ
る
被
害
」
で

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
漁
業
以
外
の
他
産
業
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
「
漁
揚
環
境
」
の
悪
化
で
あ
る
が
、
漁
業
内
部
の
操
業
状
櫨
に
よ
っ
て
も

「
漁
揚
環
境
」
が
悪
化
し
、
そ
の
こ
と
が
漁
業
経
営
上
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
こ
の
項
目
に
対
す
る
回
答
は
示
し
て
い
る
。

⑦
「
漁
揚
管
理
」
こ
の
項
目
に
対
す
る
回
答
サ
ン
プ
ル
数
は
二
八
サ
ン
プ
ル
で
あ
り
、
そ
の
回
答
内
容
を
示
す
と
次
の
如
く
な
る
。

　
漁
揚
を
め
ぐ
る
対
立
が
あ
る
…
…
…
…
…
…
・
…
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…
・
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…
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…
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…
・
…
…
：
…
齢
…
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…
・
：
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…
…
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…
：
・
…
・
．
…
…
四

　
操
業
海
域
設
定
上
に
問
題
が
あ
る
…
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違
反
漁
業
を
取
締
る
べ
き
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…
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・
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…
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…
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…
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…
・
．
五

　
航
路
に
な
っ
て
い
る
の
で
困
る
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
：
…
…
…
…
…
・
…
・
；
…
・
…
…
・
…
・
…
・
…
…
…
…
・
：
…
…
．
：
九



　
漁
揚
管
理
が
う
ま
く
な
い
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
…
－
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
…
…
－
…
ひ
…
…
…
…
…
…
七

　
他
の
漁
業
種
類
か
ら
被
害
を
う
け
る
…
…
…
…
…
…
陰
－
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
・
』
…
…
…
：
：
…
…
・
・
四

　
全
体
と
し
て
魚
を
と
り
す
ぎ
る
…
…
…
…
…
・
…
…
・
・
…
…
…
…
…
…
：
臼
…
…
…
…
…
…
；
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
・
…
…
・
…
八

こ
ゐ
回
答
は
、
大
別
す
る
な
ら
ば
、
操
業
海
域
を
設
立
す
る
際
の
諸
々
の
調
整
そ
の
も
の
に
対
す
る
不
満
と
漁
揚
管
理
の
現
状
に
対
す
る

不
満
と
に
分
類
す
る
ア
】
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
漁
揚
管
理
の
間
題
に
つ
い
て
、
我
々
は
別
の
質
問
項
目
を
設
け
、
漁
民
の
意
見
を
聞
い
て

い
る
の
で
、
そ
の
回
答
を
検
討
し
て
お
こ
う
。
質
間
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
囹
1
2
　
さ
ま
ざ
ま
な
漁
業
政
策
の
う
ち
、
次
の
も
の
に
関
し
て
、
ご
意
見
を
お
き
か
せ
下
さ
い
。

　
　
　
2
1
3
　
県
ま
た
は
漁
協
の
漁
揚
管
理
の
方
針

　
　
　
（
1
）
　
地
先
漁
揚
　
『
り

　
　
　
（
2
）
　
沖
合
漁
揚
　
ロ
ロ

　
ま
ず
、
地
先
漁
場
の
管
理
に
つ
い
て
の
回
答
を
み
て
み
よ
う
。
こ
の
地
先
漁
場
の
管
理
に
つ
い
て
回
答
し
た
サ
ン
プ
ル
数
は
六
五
サ
ン

プ
ル
で
あ
り
、
延
べ
回
答
数
は
八
O
と
な
っ
た
。

　
漁
業
行
政
に
不
満
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航
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漁
揚
整
備
に
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入
れ
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し
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沿
岸
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が
狭
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あ
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規
制
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す
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可
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「
地
先
漁
場
の
管
理
」
に
対
す
る
回
答
は
、
「
漁
業
経
営
上
の
間
題
」
と
し
て
の
「
漁
場
管
理
」
に
対
す
る
回
答
に
比
し
て
、
回
答
内
容

が
よ
り
具
体
的
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
数
の
上
で
は
、
「
地
先
漁
揚
が
狭
い
」
と
す
る
回
答
と
、
「
現
状
の
管
理
で
問
題
は
な
い
」
と

す
る
回
答
と
が
同
数
と
な
っ
て
い
る
。
回
答
数
で
は
な
く
回
答
内
容
か
ら
み
る
と
、
「
漁
揚
が
狭
い
」
、
「
埋
立
は
困
る
」
、
「
航
路
を
規
制

し
て
欲
し
い
」
な
ど
の
回
答
は
、
「
漁
揚
と
し
て
の
海
面
の
区
域
」
を
問
題
と
し
、
そ
の
「
区
域
」
が
狭
か
っ
た
り
他
か
ら
圧
迫
を
受
け

て
い
る
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。
「
漁
業
行
政
に
対
す
る
不
満
」
、
「
漁
揚
整
備
に
カ
を
入
れ
て
欲
し
い
」
、
「
築
磯
は
効
果
的
」
な
ど
の
回
答

は
「
漁
業
政
策
」
に
対
す
る
不
満
・
要
望
・
評
価
な
ど
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
「
規
制
が
ゆ
る
や
か
す
ぎ
る
」
「
漁
民
以
外
の
者
に
対
す

る
規
制
が
必
要
」
「
同
一
漁
業
種
類
の
許
可
件
数
が
多
い
」
な
ど
の
回
答
は
、
「
漁
業
規
制
」
の
実
態
に
対
す
る
不
満
や
改
善
の
要
望
が
述



べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
漁
業
種
類
間
に
対
立
が
あ
る
」
「
乱
獲
と
な
っ
て
い
る
」
な
ど
の
回
答
は
、
地
先
漁
揚
で
の
漁
業
生
産
の
現

状
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
回
答
の
裏
面
に
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状
に
対
す
る
不
満
や
そ
れ
ら
を
改
善
す
る
た
め
の
施
策
を
含
ん
で

い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
必
ら
ず
し
も
そ
の
点
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
現
状
の
説
明
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
回
答

内
容
を
大
別
し
た
場
合
、
「
漁
揚
と
し
て
の
海
面
の
区
域
」
そ
の
も
の
を
問
題
と
し
た
回
答
数
が
最
も
多
く
な
る
。
地
先
漁
揚
が
狭
隆
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
沿
岸
漁
業
に
と
っ
て
最
も
大
き
な
間
題
と
な
っ
て
お
り
、
漁
揚
管
理
や
漁
業
政
策
は
、
こ
の
狭
隆
な
漁
場
の
価
値
を

保
持
し
向
上
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と
を
一
つ
の
目
標
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
漁
民
に
と
っ
て
は
漁
場
の
空
間
区
域
そ
の
も
の
を
問
題
と
せ

ざ
る
を
え
な
い
状
態
に
あ
る
こ
と
を
こ
こ
で
の
回
答
は
示
し
て
い
る
。

　
次
に
、
「
沖
合
漁
業
の
管
理
」
に
対
す
る
回
答
を
み
て
み
よ
う
。
回
答
サ
ン
プ
ル
数
は
五
八
サ
ン
プ
ル
で
あ
り
、
延
べ
回
答
数
は
六
九

と
な
っ
て
い
る
。
「
沖
合
漁
揚
の
管
理
」
に
対
す
る
回
答
内
容
は
次
の
如
く
な
っ
て
い
る
。
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回
答
数
で
最
も
多
い
の
は
「
他
漁
協
・
他
県
と
の
対
立
」
で
あ
る
。
伊
勢
湾
に
お
い
て
三
重
県
と
、
遠
州
灘
に
お
い
て
静
岡
県
と
入
会
と

な
る
た
め
に
、
そ
こ
で
の
対
立
が
あ
る
こ
と
を
こ
の
回
答
は
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
対
立
は
、
許
可
件
数
、
操
業
上
の
規
制
、
操

業
海
域
の
設
定
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
が
、
「
漁
業
調
整
」
に
対
し
漁
民
の
不
満
が
は
っ
き
り
と
表
わ
れ
て
い
る
と
み
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
の
回
答
で
注
目
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
「
規
制
の
強
化
」
「
違
反
漁
業
の
取
締
り
強
化
」
な
ど
を

主
張
す
る
サ
ン
プ
ル
が
比
較
的
多
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
回
答
は
、
規
制
を
正
し
く
運
用
し
て
ゆ
か
ね
ぱ
「
乱
獲
」
と
な
り
、
漁

場
と
し
て
の
価
値
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
漁
民
が
意
識
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
以
上
検
討
し
て
き
た
如
く
、
「
漁
揚
管
理
」
の
問
題
は
、
「
地
先
漁
揚
」
と
「
沖
合
漁
揚
」
で
は
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
漁
民
の
生
産
の
揚
で
あ
る
漁
揚
に
つ
い
て
、
「
漁
業
調
整
」
の
上
で
大
き
な
問
題
を
か
か
え
て
い
る
こ
と
を
一
応
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

　
⑧
「
そ
の
他
」
　
こ
の
項
目
に
対
す
る
回
答
サ
ン
プ
ル
数
は
き
わ
め
て
少
数
で
あ
り
、
「
港
が
狭
い
」
と
い
う
回
答
が
三
サ
ン
プ
ル
か
ら

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
主
と
し
て
囚
1
6
1
1
「
漁
業
経
営
上
の
問
題
」
に
対
す
る
回
答
を
検
討
し
て
き
た
が
、
次
に
、
國
1
6
1
2
「
今
後

の
経
営
方
針
」
に
対
す
る
回
答
を
み
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
回
答
サ
ン
プ
ル
数
は
八
四
サ
ン
プ
ル
で
あ
り
、
延
べ
回
答
数
は
九
四
と
な
っ



た
。
回
答
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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一

今
後
五
年
間
の
経
営
方
針
と
し
て
は
、
「
現
状
維
持
」
と
回
答
す
る
サ
ン
プ
ル
が
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
の
「
現
状
維
持
」
の
回
答
に
は
、

「
先
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
」
と
か
「
今
は
と
く
に
考
え
て
い
な
い
」
な
ど
の
回
答
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
「
廃
業
」
や
「
規

模
縮
小
」
を
考
え
て
い
る
サ
ン
プ
ル
が
き
わ
め
て
少
数
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
師
崎
に
お
け
る
漁
業
に
対
し
、
少
な
く
と
も

今
後
五
年
間
、
従
来
と
大
差
の
な
い
生
産
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
漁
民
は
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
こ
れ
ま
で
に
述

べ
て
き
た
よ
う
に
、
師
崎
の
漁
業
生
産
を
め
ぐ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
間
題
が
山
積
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
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岸
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そ
れ
ら
の
問
題
が
漁
業
経
営
体
の
存
立
基
盤
を
も
奪
い
去
る
程
深
刻
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
漁
民
は
漁
業
経
営
を
続
け
て
ゆ
け
る
自
負
を

持
っ
て
い
る
と
さ
え
感
じ
る
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
拙
稿
「
漁
村
の
経
済
構
造
」
、
一
六
四
－
一
六
八
頁
参
照
。

　
（
2
）
　
亀
岡
信
雄
「
師
崎
に
お
け
る
あ
と
つ
ぎ
問
題
の
概
観
」
、
依
光
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
編
『
漁
村
の
調
査
報
告
書
』
、
　
一
二
三
－
一
二
五
頁
参
照
。

　
（
3
）
　
オ
イ
ル
．
シ
ョ
ッ
ク
に
際
し
、
政
府
は
「
燃
料
価
格
の
急
騰
に
対
処
す
る
た
め
、
四
九
年
度
に
漁
業
経
営
安
定
特
別
資
金
の
融
通
（
実
績
四
五

　
　
〇
億
円
）
を
行
な
っ
た
が
、
五
〇
年
八
月
末
に
本
特
別
資
金
の
償
還
が
特
に
困
難
な
者
に
対
し
、
償
還
期
限
の
特
例
措
置
を
講
じ
た
。
」
（
『
昭
和
五

　
　
〇
年
度
．
漁
業
白
書
』
、
農
林
統
計
協
会
、
昭
和
五
一
年
、
一
六
一
頁
。
）

V
　
漁
民
の
生
活
と
意
識

1
　
漁
家
の
所
得

　
我
々
は
調
査
票
の
固
「
漁
家
の
家
計
に
つ
い
て
」
と
い
う
質
問
項
目
を
設
け
、
漁
家
の
家
計
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
を
行
な
っ
た
。

質
問
の
具
体
的
内
容
は
本
稿
末
尾
に
再
録
し
た
調
査
票
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。
家
計
に
関
す
る
質
問
は
大
別
す
れ
ば
、
－
年
収
、
2
所
得

の
構
成
、
3
暮
し
向
き
の
変
化
、
4
家
計
と
漁
業
経
営
経
費
、
5
兼
業
、
の
五
項
目
に
分
か
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
「
年
収
」
に
関
す
る
回
答
を
み
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
我
々
は
、
「
あ
な
た
の
家
の
年
収
は
お
よ
そ
ど
の
く
ら
い
で
す
か
」
と
質

問
し
、
選
択
式
の
回
答
を
用
意
し
た
。
こ
の
質
問
に
対
す
る
回
答
の
検
討
に
入
る
前
に
次
の
三
点
を
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
第

一
に
、
回
答
が
は
た
し
て
現
実
の
年
収
を
正
確
に
反
映
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
を
我
々
の
調
査
は
確
認
で
き
な
い
こ
と
、
第
二
に
、



回
答
者
の
い
う
「
年
収
」
が
他
の
世
帯
員
の
年
収
を
合
計
し
て
い
る
の
か
否
か
、
漁
業
所
得
の
み
を
回
答
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
な
ど

の
点
で
不
明
確
な
点
を
残
し
て
い
る
こ
と
、
第
三
に
、
年
収
に
関
す
る
回
答
率
が
低
い
と
い
う
こ
と
、
以
上
の
三
点
の
欠
陥
を
も
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

る
こ
と
を
予
め
念
頭
に
お
い
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
家
計
調
査
」
そ
の
も
の
と
し
て
は
不
完
全
な
調
査
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
つ
つ
、

「
年
収
」
の
回
答
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

　
「
年
収
」
の
回
答
を
集
計
し
た
も
の
が
第
2
7
表
で
あ
る
。
こ
の
第
2
7
表
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
我
々
の
「
年
収
は
お
よ
そ
ど
の
く
ら

い
で
す
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、
「
所
得
金
額
」
の
み
な
ら
ず
、
「
総
水
揚
高
」
に
つ
い
て
の
回
答
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
分
析
の
素

材
と
し
て
は
、
「
総
水
揚
高
」
の
回
答
を
扱
っ
た
方
が
よ
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
す
る
回
答
が
少
数
で
あ
る
た
め
に
、
我
々
と
し
て

は
「
所
得
金
額
」
に
関
す
る
回
答
を
利
用
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
第
2
8
表
は
「
所
得
金
額
」
を
「
世
帯
主
の
年
齢
」
別
、
「
主
と
す
る
漁
業
種
類
」
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
無
回
答
が
約
三
六
％
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
い
る
の
で
、
あ
ま
り
確
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
大
雑
把
な
傾
向
を
こ

第27表年収

所
得
金
額

総
水
揚
高

100万円未満　　　　1　2

100万円一150万円　1　10

150万円一200万円　　5　13

200万円一250万円　　3　16

250万円一300万円　　5　3

300万円一400万円　4　8
400万円一500万円　　6　1

500万円一750万円　7　2

750万円一1000万円　2　0

1000万円以上　　　　0　2

　　　N　A　　I5532

沿
岸
漁
業
経
営
と
沿
岸
漁
民
の
意
識

の
第
2
8
表
か
ら
読
み
と
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
所
得
金
額
の
分
布
状
態
を
み

る
と
、
年
収
二
〇
〇
万
円
未
満
が
二
五
サ
ン
プ
ル
（
四
三
・
九
％
）
、
二
〇
〇
万

円
か
ら
四
〇
〇
万
円
ま
で
が
二
七
サ
ン
プ
ル
（
四
七
・
三
％
）
、
四
〇
〇
万
円
以

上
が
五
サ
ン
プ
ル
（
八
・
八
％
）
と
分
布
し
て
い
る
。
所
得
金
額
の
最
高
と
最
低

と
の
間
に
は
、
か
な
り
の
開
き
が
あ
る
が
、
回
答
サ
ン
プ
ル
の
多
く
は
、
一
五
〇

万
円
か
ら
二
五
〇
万
円
の
所
得
金
額
と
な
っ
て
い
る
。
「
所
得
金
額
」
の
分
布
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
一



第28表所得分布

一
橋
大
学
研
究
年
報
　
祉
会
学
研
究

所 得 金 額

100 100 150 200 250 300 400 500 750 1000
万 1 1 し ↓ 6 1 1 『 万 D．K，
円 150 20Q 250 300 400 500 750 1000 円
未 万 万 万 万 万 万 万 万 以 N．A．
満 円 円 円 円 円 円 円 円 上

1
　

7
　

Q
／
　
9
　

【
D
　
－

1
　
　
1

1

16
8
　

2

1
　
　
　
　
　
1

ζ
J
　
Q
ノ
　
　
　
　
つ
暫

2

15－29歳　　　1

30－39歳　　　1　2　7　1　1
40－49歳　　　3　5　6　2　2
50－64歳　2　4　4　3　　　4　1　1
65歳以上　　　　1　2　　　　　　1　　　1
年齢不詳

小型底曳　　　　 1

ノぐ　ッ　チ

こうなご

しらす船曳　　　　5　4　4　2　　　　1

刺　　網　　　1　1　4　　　1
さわら流網

建　　網

一本釣　　　2　2　3　　　3
遊　　漁　1　　　1　2　1　1
はえなわ

採貝草
タコツボ　　　　　　　　　　　　　　　　 1

のり養殖　　　　 1　2　　　1
わかめ養殖　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

その他　　　　　1

世
帯
主
の
年
齢

主
と
し
て
営
ん
だ
漁
業
種
類

322　　2　　1

32ワ
臼023　　　8　　　12　　10　　13　　16

漁業やとわれ

所得の分布

　
　
　
　
　
　
一
三
二

「
主
と
す
る
漁
業
種
類
」
別
に
み
て

み
る
と
、
「
主
と
す
る
漁
業
種
類
」

の
間
で
は
、
所
得
金
額
の
上
で
大
き

な
差
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

む
し
ろ
、
同
一
漁
業
種
類
の
内
部
に

お
い
て
、
所
得
金
額
に
大
き
な
差
が

で
て
い
る
こ
と
が
目
に
つ
く
。
さ
ら

に
、
世
帯
主
の
年
齢
別
に
所
得
金
額

を
み
て
み
る
と
、
四
九
歳
ま
で
の
年

齢
層
で
は
、
二
〇
〇
万
円
か
ら
二
五

〇
万
円
の
所
得
金
額
を
中
心
と
し
て
、

分
布
の
幅
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
が
、

五
〇
歳
以
上
の
年
齢
層
で
は
、
所
得

金
額
が
二
極
に
分
裂
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
の
二
極
に
分
裂
す
る

こ
と
の
要
因
と
し
て
は
、
漁
業
所
得



額
、
年
収
に
占
め
る
漁
業
所
得
の
比
率
な
ど
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
漁
業
種
類
の
組
み
合
わ
せ
方
や
漁
業
生
産
上

の
「
腕
の
よ
し
あ
し
」
や
「
あ
と
つ
ぎ
」
が
い
る
か
否
か
な
ど
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
、
所
得
の
構
成
に
つ
い
て
み
て
み
る
こ
と
と
し
よ
う
。
我
々
は
各
サ
ン
プ
ル
に
対
し
、
過
去
一
年
間
の
所
得
が
、
「
漁
業
経
営
」

第29表

サ
ン
プ
ル
数

m
2
6
6
1
7
4
7
1

第30表　漁業経営依存度と年齢

所得に占め

る漁業経営

所得の比率
　　　ぐ％）

　　0
　1－25

　25－50

　50－75

　75－99

　　100

　N．A．

年 所得の比率
所得に占める漁業経営

（％）

1 25 50 75

齢
0 i

2
5

し
5
0

1
7
5

［
9
9

100

15－29歳 2

30－39歳 1 2 斗 13

40－49歳 3 10 14

50－64歳 4 5 6 2 11

65歳以上 2 1 1 6

年齢不詳 1

沿
岸
漁
業
経
営
と
沿
岸
漁
民
の
意
識 「

農
業
経
営
」
「
漁
業
や
と
わ
れ
」
「
漁
業
外
や
と
わ
れ
」
「
そ
の
他
」
の
五
項
目
に
よ
っ
て
、

ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
の
か
を
比
率
で
回
答
し
て
も
ら
う
と
共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目

の
比
率
の
変
化
の
有
無
及
ぴ
そ
の
原
因
に
つ
い
て
質
間
を
行
な
っ
た
。
ま
ず
、
漁
業
経
営
所

得
の
所
得
金
額
に
占
め
る
比
率
に
つ
い
て
の
集
計
を
示
す
と
、
第
2
9
表
の
如
く
な
る
。
漁
業
経

営
所
得
が
所
得
金
額
の
一
〇
〇
％
と
な
る
サ
ン
プ
ル
数
は
四
七
サ
ン
プ
ル
と
な
り
、
所
得
の
七

五
％
以
上
を
漁
業
経
営
所
得
に
依
存
し
て
い
る
サ
ン
プ
ル
数
は
六
四
サ
ン
プ
ル
と
な
り
、
全
サ

ン
プ
ル
中
の
七
二
％
に
も
達
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
「
漁
業
や
と
わ
れ
専
業
」
（
漁
業
経
営
を
行
な

っ
て
お
ら
ず
、
漁
業
や
と
わ
れ
に
よ
っ
て
漁
業
と
関
係
し
て
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
「
漁
業
や
と
わ

れ
専
業
」
と
こ
こ
で
は
よ
ぷ
。
）
の
一
〇
サ
ン
プ
ル
を
除
外
し
て
考
え
る
と
、
所
得
の
七
五
％
以

上
を
漁
業
経
営
所
得
に
依
存
し
て
い
る
サ
ン
プ
ル
は
漁
業
経
営
体
の
八
一
％
、
五
〇
％
以
上
を

漁
業
経
営
所
得
に
依
存
す
る
サ
ン
プ
ル
は
八
九
％
に
も
達
し
、
家
計
の
漁
業
へ
の
依
存
度
が
き

わ
め
て
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
漁
業
依
存
度
を
サ
ン
プ
ル
の
年
齢
別
に
示
し
た
も
の
が
第
3
0

表
で
あ
る
。
「
漁
業
や
と
わ
れ
専
業
」
の
一
〇
サ
ン
プ
ル
を
除
外
す
る
と
、
三
〇
1
三
九
歳
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
三



第31表

所得に占める比昂（％）

1 25 50 75

0 1 i 1 1 100
25 50 75 99

漁業やとわれ 67 3 5 6 3 4
漁業外やとわれ 70 9 5 3 0 1

そ　　の　　他 77 6 3 2 0 0

な
る
が
、

て
い
る
。

も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
に
、

大
き
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

如
く
な
っ
て
い
る
o

O
、
「
漁
業
や
と
わ
れ
」

含
ん
で
い
る
。 　

一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究
　
1
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
四

　
　
　
　
　
　
　
　
に
一
－
二
五
％
の
漁
業
経
営
依
存
者
が
い
る
の
が
例
外
的
な
現
象
と
な
っ
て
い
る
が
、
漁
業
経
営
依
存
度

　
　
　
　
　
　
　
　
が
五
〇
ー
六
四
歳
層
で
低
下
し
て
い
る
以
外
は
、
ど
の
年
齢
層
に
と
っ
て
も
、
漁
業
経
営
依
存
度
が
七
五

　
　
　
　
　
　
　
　
％
以
上
と
な
っ
て
い
る
サ
ン
プ
ル
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ら
に
、
漁
業
経
営
所
得
の
所
得
全
体
に
占
め
る
比
率
の
変
化
に
つ
い
て
の
回
答
を
集
計
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
「
増
加
」
二
、
「
減
少
」
一
〇
、
「
不
変
」
七
四
、
「
無
回
答
」
三
、
と
な
っ
て
お
り
、
最
近
五
力
年
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
い
て
、
漁
業
経
営
所
得
へ
の
依
存
度
は
あ
ま
り
変
化
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
漁
業
経
営
以
外
の
項
目
が
所
得
に
占
め
る
比
率
を
集
計
し
た
も
の
が
第
3
1
表
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
農
業

　
　
　
　
　
　
　
　
経
営
」
の
項
目
が
ぬ
け
て
い
る
の
は
、
農
業
経
営
を
行
な
っ
て
い
る
サ
ン
プ
ル
が
皆
無
で
あ
っ
た
か
ら
で

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
。
漁
業
経
営
以
外
の
所
得
源
と
し
て
は
、
「
漁
業
や
と
わ
れ
」
「
漁
業
外
や
と
わ
れ
」
「
そ
の
他
」
と

全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
「
漁
業
や
と
わ
れ
」
を
「
漁
業
経
営
」
以
外
の
所
得
の
源
泉
と
す
る
サ
ン
プ
ル
数
が
多
い
こ
と
に
な
っ

し
か
し
、
こ
の
中
に
は
「
漁
業
経
営
」
を
行
な
わ
ず
、
漁
業
と
関
係
す
る
の
は
「
漁
業
や
と
わ
れ
」
で
あ
る
と
い
う
サ
ン
プ
ル

　
　
　
　
　
　
　
師
崎
の
漁
業
経
営
体
に
と
っ
て
は
、
「
漁
業
や
と
わ
れ
」
よ
り
も
「
漁
業
外
や
と
わ
れ
」
へ
の
依
存
の
方
が

　
　
　
　
　
　
　
い
。
我
々
は
固
ー
6
1
1
に
お
い
て
兼
業
に
関
す
る
質
問
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
回
答
サ
ン
プ
ル
数
は
次
の

　
　
　
　
「
農
業
経
営
」
O
、
「
そ
の
他
の
自
営
」
九
、
「
民
宿
」
一
、
「
漁
業
外
や
と
わ
れ
」
一
六
、
「
遊
漁
案
内
業
（
宿
元
）
」

　
　
　
　
　
一
一
。
こ
こ
で
の
「
そ
の
他
の
自
営
」
は
、
水
産
加
工
業
、
小
売
店
、
ガ
レ
ー
ジ
、
ア
パ
ー
ト
、
内
職
な
ど
を

　
　
「
兼
業
」
の
内
容
で
最
も
多
い
の
は
「
漁
業
外
や
と
わ
れ
」
で
あ
り
、
「
漁
業
や
と
わ
れ
」
が
こ
れ
に
次
い
で
い
る
。
と
こ



ろ
で
、
こ
こ
で
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
漁
業
や
と
わ
れ
以
外
の
「
兼
業
」
は
ほ
と
ん
ど
が
世
帯
主
の
妻
や
祖
父
母
な
ど

に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
、
世
帯
主
の
意
識
と
し
て
は
、
漁
業
経
営
の
み
で
家
計
を
支
え
て
い
る
、
と
考
え
て
い
る
サ
ン
プ

ル
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。

　
囹
1
6
1
2
に
お
い
て
、
「
あ
な
た
は
転
業
す
る
こ
と
を
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
を
行
な
っ
た
が
、
「
転
業
を
考
え

た
こ
と
が
あ
る
」
と
回
答
し
た
サ
ン
プ
ル
は
五
サ
ン
プ
ル
に
す
ぎ
ず
、
他
の
八
五
サ
ン
プ
ル
は
「
転
業
」
を
考
え
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う

な
結
果
が
で
て
く
る
こ
と
は
、
師
崎
の
漁
業
が
全
体
と
し
て
は
少
な
く
と
も
こ
れ
ま
で
ほ
ぼ
安
定
的
に
推
移
し
て
き
、
近
い
将
来
に
お
い

て
も
、
困
難
な
問
題
が
あ
る
と
し
て
も
、
全
く
漁
業
に
絶
望
す
る
よ
う
な
状
況
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
（
1
）
　
我
々
の
調
査
が
「
家
計
調
査
」
と
し
て
不
完
全
な
こ
と
は
、
「
支
出
」
に
関
し
て
、
「
漁
業
経
営
経
費
」
の
み
し
か
問
題
に
し
て
い
な
い
こ
と
か

　
　
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
本
格
的
な
「
家
計
調
査
」
は
そ
れ
自
体
が
一
つ
の
大
き
な
調
査
と
な
る
性
格
の
も
の
で
あ
り
、
我
々
の
調
査
は
「
家
計
調

　
　
査
」
そ
の
も
の
を
め
ざ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
念
の
た
め
申
し
添
え
て
お
く
。

2
　
漁
民
の
生
活
の
変
化

　
本
稿
の
冒
頭
に
お
い
て
述
べ
た
如
く
、
我
々
は
「
都
市
化
に
伴
う
漁
村
の
変
動
」
に
つ
い
て
調
査
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま

で
論
じ
て
き
た
と
こ
ろ
は
、
漁
業
経
営
の
実
態
を
多
角
的
に
把
握
す
る
こ
と
に
主
力
を
お
い
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
漁
業
経
営
の
実
態
の

検
討
を
ふ
ま
え
て
、
こ
こ
で
は
漁
民
の
生
活
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の
か
を
、
漁
民
の
回
答
に
即
し
て
考
察
し
ょ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
我
々
は
調
査
票
の
圖
1
3
に
お
い
て
次
の
質
間
を
行
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
沿
岸
漁
業
経
営
と
沿
岸
漁
民
の
意
識
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
五



第32表経済状態の
　　変化

一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究

世
帯
主
の
年
齢

1

15－29歳

30－39歳

40－49歳

50－64歳

65歳以上

年齢不詳

16

あ
な
た
の
家
は
、

　
（
楽
に
な
っ
た

そ
の
理
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
六

五
年
前
に
く
ら
ぺ
て
経
済
的
に
楽
に
な
り
ま
し
た
か
。

　
変
ら
な
い
　
　
悪
く
な
っ
た
）

　
変
ら
な
い
：
：
・
：
・

　
悪
く
な
っ
た
…

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
回
答
を
世
帯
主
の
年
齢
別
に
み
た
も
の
が
第
3
2
表
で
あ
る
。

層
に
よ
っ
て
若
干
相
違
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
即
ち
、

い
が
、
四
〇
ー
四
九
歳
層
に
お
い
て
は
「
楽
に
な
っ
た
」
と
回
答
す
る
比
率
が
高
く
な
る
。
こ
の
ち
が
い
は
、
恐
ら
く
子
供
の
就
学
．
就

業
な
ど
世
帯
員
の
状
態
の
変
化
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
五
〇
1
六
五
歳
層
で
は
、
「
変
ら
な
い
」
が
最
も
多
く
、
「
楽

に
な
っ
た
」
と
「
悪
く
な
っ
た
」
と
が
ほ
ぼ
同
数
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
六
五
歳
以
上
に
な
る
と
、
「
悪
く
な
っ
た
」
と
回
答
す
る

者
が
こ
の
年
齢
層
の
半
数
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。

　
次
に
、
「
変
化
の
原
因
」
に
対
す
る
回
答
を
み
て
み
る
と
、
第
3
3
表
の
如
く
な
る
。
こ
の
第
3
3
表
は
、
変
化
の
原
因
を
ま
ず
示
し
、
そ

の
原
因
が
経
済
生
活
を
楽
に
す
る
方
向
に
作
用
し
て
い
る
の
か
あ
る
い
は
悪
く
な
る
方
向
に
作
用
し
て
い
る
の
か
を
示
し
て
い
る
。
そ
し

こ
の
質
問
に
対
す
る
回
答
は
、

　
楽
に
な
っ
た
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
：
…
…
・
・
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
：
…
：
三
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
閣
・
：
：
：
・
　
：
：
：
二
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
・
：
三
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
第
3
2
表
に
よ
れ
ば
、
経
済
状
態
の
変
化
は
年
齢

　
　
　
　
三
〇
i
三
九
歳
層
に
お
い
て
は
、
「
悪
く
な
っ
た
」
と
回
答
す
る
比
率
が
高



て
、
回
答
者
の
中
に
は
、
複
数
の
原
因
を
指
摘
し
、
し
か
も
そ
の
作
用
の
方
向
が
逆
で
あ
る
揚
合
も
あ
る
た
め
、
第
3
3
表
を
読
む
場
合
に

は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
原
因
別
に
主
な
も
の
を
み
て
み
る
と
、
ま
ず
目
に
つ
く
こ
と
は
、
「
漁
業
収
入
」
が
原
因
で
「
良
く
な

っ
た
」
と
す
る
サ
ン
プ
ル
が
「
悪
く
な
っ
た
」
と
す
る
サ
ン
プ
ル
を
上
廻
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
す
で
に
述
べ
た
如
く
、
魚

価
の
上
昇
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
ろ
う
。
次
に
「
子
供
の
就
学
・
就
業
」
な
ど
の
変
化
に
よ
っ
て
、
『
良
く
な
っ
た
」
と
回
答
す
る
サ

ン
プ
ル
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
回
答
の
サ
ン
プ
ル
は
、
就
学
者
が
就
業
す
る
よ
う
に
な
り
、
経
済
的
に
楽
に
な
っ
た
と
考
え

て
い
る
の
で
あ
る
。
他
方
、
経
済
生
活
を
圧
迫
す
る
原
因
と
し
て
は
、
「
物
価
」
や
「
漁
業
経
費
」
を
指
摘
す
る
サ
ン
プ
ル
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
即
ち
、
支
出
の
面
で
、
生
活
費
お
よ
ぴ
漁
業
経
営
の
た
め
の
支
出
が
増
大
し
、
そ
の
こ
と
が
家
計
状
態
を
悪
化
さ
せ
た
と
す
る

回
答
で
あ
る
。
第
3
3
表
に
示
し
た
諸
原
因
が
さ
ま
ざ
ま
に
作
用
し
、
そ
れ
を
総
合
的
に
判
断
し
た
も
の
が
、
第
3
2
表
に
示
し
た
よ
う
な

「
楽
に
な
っ
た
」
「
変
ら
な
い
」
「
悪
く
な
っ
た
」
と
い
う
三
つ
の
回
答
に
分
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
我
々
は
囮
ー
－
1
1
に
お
い
て
次
の
質
問
を
行
な
っ
た
。

第33表変化の原因

悪
く
な
っ
た

艮
く
な
っ
た

原
　
　
　
因

2
9
3
5
1
0
3
1
2
3

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

2
4
4
3
2
4
3
1
1
0

ワ
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

入
費
金
換
態
業
業
障
化
価

　
　
　
転
　
　
　
就
　
　
変

収
経
　
　
の
形
　
　
学
保
の

華
騨
徽
魚

　
　
　
業
　
　
　
供
　
　
活

漁
漁
資
漁
経
兼
子
社
生
物

沿
岸
漁
業
経
営
と
沿
岸
漁
民
の
意
識

師
崎
全
体
の
所
得
水
準
は
日
本
全
体
の
中
で
ど
の
程
度
の
と
こ
ろ
に
あ
る
と
お

考
え
で
す
か
。

　
－
　
現
　
　
　
在

　
2
　
一
〇
年
前

　
3
　
変
化
の
原
因

ま
ず
、
師
崎
の
漁
民
が
師
崎
地
区
の
現
在
の
所
得
水
準
を
ど
の
よ
う
に
意
識
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
七



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究
　
1
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
回
答
内
容
お
よ
び
そ
の
サ
ン
プ
ル
数
は
「
比
較
的
よ
い
」
二
二
、
「
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
位
」
三
五
、
「
低
い
」
二
五
、
「
わ
か
ら
な
い
」
一
六
、
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
の
問
題
は
、
漁
民
が
何
と
の

準
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
比
に
お
い
て
師
崎
の
所
得
水
準
を
は
か
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
点
を
我
肉
は
あ

水
鵬
　
　
　
　
ま
巖
密
に
考
え
ず
に
、
回
答
者
奮
の
よ
良
回
答
す
る
か
の
み
を
問
題
と
し
た
．
そ
し
て
、
二
五
サ

表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
プ
ル
が
師
崎
の
所
得
水
準
が
低
い
と
回
答
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

34第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
の
所
得
水
準
と
一
〇
年
前
の
所
得
水
準
を
比
較
し
た
揚
合
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の
か
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
う
こ
と
に
関
し
て
、
回
答
は
次
の
ご
と
く
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
一
〇
年
前
に
比
し
て
、
「
よ
く
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
」
と
考
え
て
い
る
サ
ン
プ
ル
数
は
五
五
サ
ン
プ
ル
で
あ
り
、
逆
に
「
悪
く
な
っ
た
」
と
考
え
て
い
る
サ

ン
プ
ル
数
は
五
サ
ン
プ
ル
に
す
ぎ
な
い
、
そ
し
て
一
〇
年
前
と
比
較
し
て
も
「
変
わ
ら
な
い
」
と
回
答
し
た
サ
ン
プ
ル
は
一
三
サ
ン
プ
ル

で
あ
り
、
「
わ
か
ら
な
い
」
が
一
六
サ
ン
プ
ル
で
あ
っ
た
。
現
在
の
所
得
水
準
に
対
す
る
回
答
と
一
〇
年
前
と
の
比
較
に
対
す
る
回
答
と

を
ク
・
ス
さ
せ
た
も
の
が
第
3
4
表
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
一
〇
年
前
に
比
し
て
所
得
水
準
は
向
上
し
た
と
考
え

て
い
る
が
現
在
で
も
所
得
水
準
が
低
い
と
考
え
て
い
る
サ
ン
プ
ル
が
一
七
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
一
〇
年
間
の
所
得
水
準
の
変
化
は
何
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
漁
民
は
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
「
所
得
水
準
の
変
化
の
原

因
」
に
対
し
五
七
サ
ン
プ
ル
が
回
答
し
て
お
り
、
そ
の
回
答
内
容
を
示
す
と
次
の
如
く
な
る
。

　
従
事
日
数
の
増
加
（
養
殖
の
導
入
）
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
．
．
．
一
三

　
漁
法
の
変
化
…
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
八

10年前との比較

向　悪　不nK．上　化　変

琳
在
準
の
所
得

比較的よい

　　　位

　　　い
，1く，

12

2　　2　　8

7　　3　　3

　　　　　2

1
3
2
1
0



　
借
り
入
れ
資
金
の
増
加
…
…
…
・
…
：
：
…
…
：
…
：
…
…
…
…
…
・
：
：
…
…
…
：
…
：
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
：
…
…
9
…
…
⊥
二

　
観
光
客
．
釣
客
の
増
加
…
…
…
・
…
：
…
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
…
…
9
…
…
：
…
…
…
…
ひ
…
…
…
…
…
…
：
・
六

　
機
械
化
（
漁
具
の
改
良
）
：
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
｝
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
八

　
扶
養
家
族
数
の
減
少
…
…
…
：
：
…
…
…
…
…
－
…
・
：
…
…
…
…
…
…
9
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
・
－
…
二

　
よ
く
働
く
9
．
D
．
．
．
…
…
・
…
・
・
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
・
…
：
・
…
…
…
：
…
・
…
…
…
：
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
り
…
：
…
…
…
…
一
一
一

　
他
漁
協
所
属
船
の
入
港
…
9
…
し
…
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
・
：
…
…
…
…
…
…
9
…
…
…
：
…
…
…
・
…
二

　
遊
漁
船
の
経
営
悪
化
：
：
…
・
．
：
…
…
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
土

　
魚
価
の
上
昇
…
・
…
D
．
…
…
：
：
…
…
…
…
…
…
響
：
…
…
…
…
…
：
・
・
…
…
…
…
：
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
八

　
魚
価
と
物
価
と
の
孝
：
…
・
－
…
：
：
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
唖
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
⊥
二

こ
の
回
答
内
容
か
ら
わ
か
る
と
お
り
、
漁
民
は
我
々
の
「
師
崎
全
体
の
所
得
水
準
」
に
関
す
る
質
問
を
「
師
崎
の
漁
民
の
所
得
水
準
」
と

と
ら
え
て
回
答
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
漁
民
の
所
得
水
準
の
変
化
に
作
用
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
「
従
事
日
数
の
増
加
」
を
指
摘
す
る

サ
ン
プ
ル
が
最
も
多
く
、
「
借
り
入
れ
資
金
の
増
加
」
、
「
漁
法
の
変
化
」
、
「
機
械
化
」
、
「
魚
価
の
上
昇
」
な
ど
を
挙
げ
る
サ
ン
プ
ル
数
が
こ

れ
に
つ
い
で
い
る
。
い
ま
列
挙
し
た
も
の
の
う
ち
、
「
魚
価
の
上
昇
」
を
別
に
す
れ
ば
、
い
ず
れ
も
、
相
互
に
関
係
が
あ
る
。
師
崎
に
お

け
る
漁
民
の
所
得
水
準
の
向
上
は
、
漁
法
の
変
化
・
機
械
化
、
な
ど
に
よ
り
、
あ
る
い
は
従
事
日
数
の
増
加
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
が
、

こ
れ
ら
を
結
ぴ
つ
け
る
も
の
と
し
て
「
漁
業
金
融
」
が
重
要
な
役
割
を
荷
っ
た
こ
と
を
「
所
得
水
準
の
変
化
の
原
因
」
に
対
す
る
回
答
か

ら
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
沿
岸
漁
業
経
営
と
沿
岸
漁
民
の
意
識
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
九



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究
　
1
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次
に
、
師
崎
内
部
の
所
得
格
差
に
関
す
る
回
答
を
検
討
し
よ
う
。
師
崎
内
部
に
お
い
て
所
得
格
差
が
あ
る
か
否
か
の
質
問
に
対
し
、

「
格
差
あ
り
」
と
回
答
し
た
サ
ン
プ
ル
数
は
七
一
サ
ン
プ
ル
で
、
「
格
差
な
し
」
と
回
答
し
た
サ
ン
プ
ル
は
一
三
サ
ン
プ
ル
、
「
無
回
答
」

が
五
サ
ン
プ
ル
と
な
っ
て
お
り
、
大
多
数
の
サ
ン
プ
ル
が
「
所
得
格
差
」
が
あ
る
と
回
答
し
て
い
る
。
し
か
ら
ば
、
所
得
格
差
は
何
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
の
か
。
こ
の
点
の
回
答
は
次
の
ご
と
く
な
っ
て
い
る
。
回
答
サ
ン
プ
ル
数
は
六
九
サ
ン
プ
ル
で
あ
り
、
延
ぺ
回
答
数

は
八
二
と
な
っ
た
。

　
技
術
（
腕
・
頭
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の
差
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我
々
は
、
所
得
金
額
に
つ
い
て
触
れ
た
と
こ
ろ
で
、
不
充
分
な
点
を
留
意
し
つ
つ
も
、
主
と
し
て
営
ん
で
い
る
漁
業
種
類
別
に
所
得
の
差

が
あ
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
同
じ
漁
業
種
類
の
内
部
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
年
齢
層
別
に
所
得
金
額
に
差
が
生
じ
て
く
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。
こ
こ
の
「
所
得
格
差
の
原
因
」
に
関
す
る
回
答
で
最
も
回
答
数
の
多
い
の
は
「
技
術
の
差
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
「
技
術
の



差
」
は
同
一
漁
業
種
類
内
部
で
の
所
得
金
額
の
差
を
説
明
す
る
一
つ
の
要
因
と
な
ろ
う
。
「
技
術
の
差
」
に
つ
い
で
重
視
さ
れ
て
い
る
の

が
「
漁
業
種
類
の
ち
が
い
」
で
あ
る
。
所
得
金
額
の
分
布
を
検
討
し
た
際
の
我
々
の
指
摘
と
は
一
見
矛
盾
し
て
く
る
。
し
か
し
「
所
得
金

額
」
に
つ
い
て
触
れ
た
と
こ
ろ
で
は
所
得
金
額
を
漁
業
収
入
の
み
と
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
漁
業
種
類
に
関
し
て
は
「
主
と
す
る
漁
業
種

類
」
に
よ
っ
て
サ
ン
プ
ル
を
分
類
し
た
。
師
崎
に
お
い
て
は
大
多
数
の
サ
ン
プ
ル
が
複
合
操
業
を
行
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
「
漁
業
種
類

の
ち
が
い
」
に
よ
っ
て
所
得
格
差
が
生
じ
る
と
す
る
回
答
を
厳
密
に
解
釈
す
れ
ば
、
「
漁
業
種
類
」
に
よ
っ
て
漁
業
所
得
に
格
差
が
あ
り
、

し
か
も
「
漁
業
種
類
」
の
組
み
合
わ
せ
い
か
ん
に
よ
っ
て
所
得
格
差
が
生
じ
て
く
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
我
々
は
図
ー
－
1
3
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
質
問
を
行
な
っ
た
。

　
　
師
崎
の
人
々
の
生
活
様
式
は
、
一
〇
年
前
と
比
ぺ
て
変
化
し
ま
し
た
か
。

　
　
　
1
　
変
化
し
た
　
具
体
的
に

　
　
　
2
　
変
化
し
な
い

こ
の
質
問
に
対
す
る
回
答
は
、
生
活
様
式
が
「
変
化
し
た
」
八
五
サ
ン
プ
ル
、
「
変
化
し
な
い
」
三
サ
ン
プ
ル
、
　
「
無
回
答
」
一
サ
ン
プ

ル
、
と
な
っ
て
い
る
。
八
五
サ
ン
プ
ル
が
「
変
化
し
た
」
と
回
答
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
七
七
サ
ン
プ
ル
が
「
変
化
の
内
容
」
に
つ
い

て
回
答
し
て
い
る
。
そ
の
回
答
内
容
を
示
せ
ば
以
下
の
如
く
な
る
。
ま
ず
収
入
の
点
に
つ
い
て
の
回
答
内
容
を
み
て
み
よ
う
。
漁
業
生
産

の
面
で
の
変
化
に
よ
っ
て
、
即
ち
漁
船
の
大
型
化
・
漁
法
の
進
歩
・
新
た
な
漁
業
種
類
の
導
入
な
ど
に
よ
っ
て
、
漁
業
所
得
の
向
上
を
指

摘
す
る
サ
ン
プ
ル
が
四
サ
ン
プ
ル
あ
っ
た
。
ま
た
、
労
働
時
間
が
長
く
な
っ
た
、
あ
る
い
は
短
か
く
な
っ
た
と
す
る
サ
ン
プ
ル
が
ニ
サ
ン

プ
ル
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
主
婦
な
ど
の
パ
ー
ト
勤
務
の
増
加
に
よ
っ
て
、
家
計
が
豊
か
に
な
っ
た
と
回
答
し
た
サ
ン
プ
ル
が
五
サ
ン
プ
ル
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あ
っ
た
。
そ
し
て
、
単
に
「
収
入
の
増
加
」
の
み
を
指
摘
す
る
サ
ン
プ
ル
が
ニ
サ
ン
プ
ル
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
収
入
の
面
に
大
き

く
作
用
す
る
も
の
と
し
て
、
漁
協
の
貸
付
に
つ
い
て
言
及
す
る
サ
ン
プ
ル
が
一
〇
サ
ン
プ
ル
あ
っ
た
。
こ
の
「
漁
協
か
ら
の
借
入
」
は
、

漁
業
生
産
手
段
の
改
善
や
住
宅
の
新
築
・
改
築
、
そ
の
他
の
耐
久
消
費
財
の
購
入
な
ど
と
関
連
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
「
漁
協
か
ら

の
借
入
」
に
よ
っ
て
、
従
来
に
み
ら
れ
な
か
っ
た
生
産
や
消
費
の
活
発
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
回
答
内
容
が
支
出
面
に
お
け
る
変
化
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
回
答
を
み
て
み
よ
う
。
消
費
生
活
の
変
化
を
指
摘
す
る
回
答
が
、

こ
の
「
生
活
様
式
の
変
化
」
に
対
す
る
回
答
の
中
で
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
消
費
生
活
の
変
化
に
関
し
て
、
そ
の
変
化
を
具
体
的
に
述

べ
て
い
る
回
答
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
「
服
装
が
よ
く
な
っ
た
」
、
「
食
物
が
よ
く
な
っ
た
」
、
「
自
動
車
を
も
た
な
い
家

は
ほ
と
ん
ど
な
い
」
、
「
テ
レ
ビ
、
ク
ー
ラ
ー
な
ど
の
電
化
製
品
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
」
、
「
耐
久
消
費
財
を
買
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な

ど
が
消
費
の
変
化
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
言
及
し
た
回
答
延
ぺ
数
は
五
五
サ
ン
プ
ル
に
達
し
た
。
こ
の
よ
う
な
消
費
生
活
の
具

体
的
な
変
化
に
つ
い
て
は
直
接
触
れ
ず
、
消
費
生
活
を
総
体
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
変
化
を
指
摘
す
る
回
答
は
、
「
贅
沢
に
な
っ
た
」
「
派

手
に
な
っ
た
」
な
ど
で
あ
り
、
ま
た
「
漁
民
は
金
使
い
が
荒
い
」
と
い
っ
た
回
答
も
み
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
回
答
延
ぺ
数
は
二
九
サ
ン

プ
ル
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
商
業
慣
行
と
し
て
「
盆
・
暮
の
決
済
か
ら
日
々
の
現
金
決
済
に
変
わ
っ
て
き
た
」
と
指
摘
す
る
回
答
が
三
サ
ン

プ
ル
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
旅
行
に
ゆ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
一
サ
ン
プ
ル
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
変
化
は
、
所
得
の
上
昇
を

背
景
と
し
た
変
化
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
豊
か
に
な
っ
た
か
ら
派
手
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
回
答
が
一
サ
ン
プ
ル
か

ら
で
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
一
応
消
費
生
活
に
お
け
る
向
上
が
こ
の
一
〇
年
間
に
み
ら
れ
た
と
考
え
て
お
く
。
さ
ら
に
、
「
昔

は
、
小
学
生
の
服
装
に
も
差
が
あ
っ
た
が
、
今
は
ち
が
う
」
と
い
う
回
答
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
消
費
生
活
に
お
け
る
平
準
化
が
み
ら



れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
全
体
と
し
て
は
、
消
費
生
活
の
向
上
と
平
準
化
と
い
う
現
象
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

事
態
を
多
く
の
漁
民
は
「
贅
沢
に
な
っ
た
」
「
派
手
に
な
っ
た
」
と
意
識
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
収
入
や
支
出
の
面
の
み
で
な
く
、
よ
り
広
く
生
活
環
境
の
変
化
に
つ
い
て
言
及
し
た
回
答
も
み
ら
れ
た
。
即
ち
、
「
家
を
新
築
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
」
「
台
所
・
ト
イ
レ
な
ど
が
改
善
さ
れ
た
」
「
水
道
が
入
っ
て
よ
く
な
っ
た
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
回
答
が
一
三
サ

ン
プ
ル
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
五
サ
ン
プ
ル
か
ら
は
「
便
利
に
な
っ
た
」
「
文
化
的
生
活
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
回
答
が

あ
り
、
さ
ら
に
、
「
生
活
水
準
が
上
昇
し
た
」
「
生
活
が
楽
に
な
っ
た
」
と
い
う
回
答
を
六
サ
ン
プ
ル
が
し
て
い
る
。
「
都
市
に
お
け
る
生

活
様
式
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
」
と
い
う
回
答
も
三
サ
ン
プ
ル
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
一
〇
年
前
と
比
較
し
た
場
合
、
師
崎
で

の
生
活
様
式
は
色
々
な
意
味
で
「
都
市
的
」
に
な
っ
た
と
多
く
の
回
答
者
は
意
識
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

3
　
工
業
化
に
対
す
る
漁
民
の
反
応

　
師
崎
は
知
多
半
島
の
南
端
に
位
置
し
て
お
り
、
名
古
屋
市
の
中
心
部
か
ら
約
五
〇
キ
・
メ
ー
ト
ル
の
距
離
が
あ
り
、
し
か
も
、
大
規
模

な
工
業
地
帯
に
隣
接
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
知
多
半
島
の
北
部
・
中
部
に
は
、
名
古
屋
南
部
臨
海
工
業
地
帯
、
衣
浦
西

部
臨
海
工
業
地
帯
が
造
成
さ
れ
、
ま
た
、
三
河
港
の
工
業
地
帯
造
成
が
進
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
工
業
化
の
進
展
は
何
ら
か

の
形
で
師
崎
の
漁
業
と
関
連
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
我
々
は
次
の
質
問
を
設
定
し
た
。

　
団
ー
2
　
衣
浦
、
東
三
河
の
工
業
開
発
が
進
展
し
た
揚
合
、
師
崎
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
ら
わ
れ
る
と
お
考
え
で
す
か
。

こ
の
質
問
項
目
に
対
し
「
無
回
答
」
で
あ
っ
た
の
は
ニ
サ
ン
プ
ル
に
す
ぎ
ず
、

　
　
　
　
　
沿
岸
漁
業
経
営
と
沿
岸
漁
民
の
意
識

残
り
の
サ
ン
プ
ル
か
ら
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
回
答
が
示
さ
れ
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た
。
回
答
内
容
を
分
類
す
る
と
次
の
如
く
な
る
。

　
漁
揚
が
縮
小
す
る
…
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魚
へ
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く
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五

　
海
が
汚
染
さ
れ
る
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大
型
船
の
航
行
に
よ
る
被
害
が
で
て
く
る
：
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七
〇

　
漁
業
が
だ
め
に
な
る
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
甲
：
…
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…
…
・
：
…
…
…
…
…
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・
…
－
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…
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一
一

　
工
業
化
に
は
反
対
だ
…
：
…
：
…
…
…
D
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
：
◎
…
；
…
…
…
…
…
・
：
…
：
…
：
…
…
：
・
…
…
：
：
…
…
…
七
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衣
浦
・
東
三
河
の
工
業
開
発
の
進
展
に
対
し
、
ほ
と
ん
ど
の
サ
ン
プ
ル
が
影
響
を
被
る
と
回
答
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
回
答
数
の
上
で

最
も
多
い
の
が
「
大
型
船
の
航
行
に
よ
る
被
害
が
で
て
く
る
」
と
い
う
回
答
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
衣
浦
・
東
三
河
の
開
発
の
進
展
に
よ
っ

て
、
「
師
崎
水
道
」
「
伊
良
湖
水
道
」
を
航
行
す
る
大
型
船
舶
が
多
く
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
「
衝
突
の
危
険
が
増
大
」
し
た
り
、
「
網
を

切
ら
れ
た
り
」
、
「
操
業
中
に
大
型
船
が
航
行
す
る
揚
合
に
は
漁
船
が
操
業
を
中
止
し
て
避
け
ね
ば
な
ら
ず
、
漁
業
に
と
っ
て
大
き
な
支
障

と
な
る
」
な
ど
の
被
害
が
ま
す
ま
す
増
大
す
る
こ
と
を
漁
民
は
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
漁
船
と
一
般
船
舶
と
の
関
係
は
、



基
本
的
に
は
「
漁
揚
」
と
「
航
路
」
が
同
一
海
面
を
め
ぐ
っ
て
競
合
し
て
い
る
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
間
題
は
、
一
般
船
舶

の
航
行
量
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
航
行
量
が
増
加
し
て
く
れ
ば
漁
業
を
操
業
す
る
こ
と
が
物
理
的
に
不
可
能
と
な
る
海
域
す
ら
で
て

く
る
お
そ
れ
す
ら
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
対
策
と
し
て
は
「
航
路
」
の
代
替
と
し
て
人
工
漁
揚
を
造
成
す
る
こ
と
や
、
よ
り
現
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1
）

実
的
な
方
法
と
し
て
は
、
漁
船
が
多
数
出
漁
し
て
い
る
時
間
帯
を
一
般
船
舶
の
方
が
避
け
る
こ
と
も
あ
る
程
度
可
能
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
現
在
の
師
崎
の
漁
民
に
と
っ
て
、
衣
浦
・
東
三
河
の
開
発
間
題
は
、
何
よ
り
も
船
舶
航
行
に
よ
る
漁
業
被
害
問
題
で
あ
る
と

把
握
さ
れ
て
い
る
。

　
「
工
業
開
発
」
に
対
す
る
漁
民
の
回
答
の
中
で
、
「
船
舶
航
行
」
に
つ
い
で
回
答
数
の
多
い
の
が
「
海
の
汚
染
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。

工
業
開
発
の
進
展
は
、
「
赤
潮
の
発
生
」
「
廃
液
・
汚
水
の
増
加
」
な
ど
に
よ
っ
て
「
海
を
汚
染
し
」
、
こ
の
「
海
の
汚
染
」
が
漁
業
生
産

に
と
っ
て
重
大
な
障
害
に
な
る
と
漁
民
は
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
衣
浦
・
東
三
河
の
工
業
開
発
が
必
ら
ず
「
海
を
汚
染
す

る
」
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
者
が
大
多
数
で
あ
る
が
、
回
答
者
の
中
に
は
、
少
数
で
は
あ
る
が
、
「
将
来
汚
染
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
も

知
れ
な
い
」
と
い
う
程
度
に
意
識
し
て
い
る
サ
ン
プ
ル
も
あ
る
。

　
工
業
開
発
に
よ
る
「
漁
揚
の
縮
小
」
を
指
摘
し
た
回
答
は
、
単
に
「
漁
揚
の
縮
小
」
あ
る
い
は
「
漁
揚
を
と
ら
れ
る
」
と
い
う
レ
ヴ
ェ

ル
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
藻
揚
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
魚
が
少
な
く
な
る
」
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
魚
へ
の
影
響
」
と
し
て

は
、
工
業
開
発
の
進
展
に
よ
っ
て
「
油
臭
い
魚
」
が
出
現
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
懸
念
す
る
と
同
時
に
、
「
三
河
湾
へ
の
魚
の
回
游
が

減
少
」
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
具
体
的
な
影
響
に
つ
い
て
言
及
し
た
の
で
は
な
く
、
工
業
開
発
が
「
漁
業
を
だ
め
に
す
る
」
と
い
う
回
答
は
、
い
ま
述
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ぺ
た
よ
う
な
諸
々
の
影
響
を
総
合
的
に
評
価
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
評
価
は
、
「
養
殖
が
だ
め
に
な
る
」
と
か
、
「
一
本
釣
が

で
き
な
く
な
る
」
と
か
「
沿
岸
漁
業
は
つ
ぶ
さ
れ
る
」
な
ど
の
回
答
と
な
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
戦
後
の
大
規
模
工
業
開
発
は
ほ
と
ん
ど
の
揚
合
、
海
面
埋
立
に
よ
る
工
業
用
地
造
成
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
き
た
。
埋
立

は
、
漁
場
の
縮
小
・
漁
揚
条
件
の
変
化
な
ど
を
も
た
ら
し
、
ま
た
、
造
成
用
地
に
立
地
す
る
産
業
い
か
ん
に
よ
っ
て
海
の
汚
染
と
も
関
係

す
る
た
め
に
、
そ
の
海
面
で
漁
業
を
営
ん
で
い
る
漁
業
者
は
「
埋
立
」
を
き
わ
め
て
深
刻
に
受
け
と
め
て
い
る
。
我
々
の
「
衣
浦
・
東
三

河
の
工
業
開
発
の
影
響
」
に
関
す
る
質
間
に
対
し
、
回
答
数
で
最
も
多
か
っ
た
の
が
「
船
舶
航
行
に
よ
る
被
害
」
で
あ
り
、
次
に
多
か
っ

た
の
が
「
海
の
汚
染
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
「
漁
揚
が
縮
小
す
る
」
と
い
う
回
答
数
は
比
較
的
少
数
で
あ
っ
た
。
師
崎
の
漁
民
に
と
っ

て
は
、
「
衣
浦
・
東
三
河
の
工
業
開
発
」
に
伴
な
う
埋
立
に
関
し
て
は
直
接
的
当
事
者
で
は
な
く
、
そ
の
た
め
に
工
業
開
発
に
対
す
る
反

応
は
、
工
業
開
発
そ
れ
自
体
と
い
う
よ
り
も
、
工
業
開
発
の
進
展
に
伴
な
う
間
接
的
な
影
響
、
あ
る
い
は
予
想
さ
れ
る
影
響
を
通
じ
て
、

否
定
的
に
と
ら
え
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
工
業
開
発
の
影
響
に
関
し
て
述
べ
る
だ
け
で
な
く
、
工
業
開
発
に
対
す
る
自
己
の
態
度
を
示
し
た
も
の
が
、
「
工
業
化
に
は
反
対
だ
」

「
反
対
運
動
を
し
た
」
な
ど
の
回
答
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
大
型
船
の
通
航
に
反
対
し
た
が
、
反
対
し
て
も
ム
ダ
だ
」
と
い
う
あ
き
ら
め

の
態
度
を
示
し
た
サ
ン
プ
ル
も
み
ら
れ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
漁
業
へ
の
影
響
と
は
別
に
、
工
業
開
発
に
よ
る
「
雇
用
の
拡
大
」
を
指
摘
す
る
サ
ン
プ
ル
も
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、

「
雇
用
の
拡
大
」
に
よ
っ
て
、
現
在
の
中
核
的
漁
業
労
働
力
が
漁
業
か
ら
流
れ
出
る
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
「
若
い
人
が
労
働
力
と
し
て

出
て
ゆ
く
か
も
知
れ
な
い
」
と
い
っ
た
認
識
を
し
て
い
る
し
、
「
漁
業
が
だ
め
に
な
り
、
自
分
が
工
揚
勤
め
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な



る
の
は
困
る
」
と
い
う
回
答
も
み
ら
れ
、
工
業
開
発
に
伴
な
う
「
雇
用
の
拡
大
」
に
対
し
、
漁
民
は
自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
て
は
お
ら

ず
、
む
し
ろ
無
関
心
で
あ
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

　
「
工
業
開
発
」
の
影
響
に
つ
い
て
、
多
く
の
サ
ン
プ
ル
が
「
海
の
汚
染
」
を
指
摘
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
我
々
は
「
海
の
汚
染
」
に

関
し
て
次
の
よ
う
な
別
箇
の
質
問
を
行
な
っ
た
。

　
囮
1
5
　
海
の
汚
染
、
そ
の
影
響
、
そ
の
原
因
な
ど
に
つ
い
て
お
き
か
せ
下
さ
い
。

こ
の
質
間
に
対
す
る
回
答
を
「
汚
染
の
状
態
」
「
汚
染
の
影
響
」
「
汚
染
の
原
因
」
の
三
点
に
つ
い
て
別
々
に
集
計
し
て
み
た
。

　
ま
ず
「
汚
染
の
状
態
」
に
つ
い
て
の
回
答
を
み
て
み
よ
う
。
回
答
者
数
は
八
ニ
サ
ン
プ
ル
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
回
答
内
容
は
次
の

如
く
で
あ
る
。
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こ
の
回
答
内
容
か
ら
、
「
汚
染
さ
れ
て
い
る
」
「
汚
染
が
進
行
し
て
い
る
」
と
い
う
二
つ
の
回
答
が
圧
倒
的
に
多
く
、
師
崎
の
漁
民
は
現
在

の
三
河
湾
・
伊
勢
湾
が
汚
染
さ
れ
て
い
な
い
と
は
あ
ま
り
考
え
て
い
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
す
で
に
ふ
れ
た
如
く
、
「
工
業
開
発
」
の
問
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題
に
関
し
て
、
「
海
が
汚
染
さ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
を
予
測
す
る
サ
ン
プ
ル
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
海
の
汚
染
」
は
師
崎
の
漁
業
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぽ
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
汚
染
の
影
響
」
に
対
す
る
回
答
者
数
は
五

〇
サ
ン
プ
ル
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
生
産
量
の
減
少
：
…
…
…
…
…
…
り
：
…
…
…
…
…
…
響
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
：
9
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
臼
一
四

　
生
産
物
の
品
質
へ
悪
影
響
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
：
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
一
六

　
魚
価
に
ひ
ぴ
く
…
…
…
…
…
…
9
…
：
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
◎
：
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
：
…
六

　
操
業
妨
害
と
な
る
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
…
：
…
・
…
・
…
…
…
…
…
・
…
…
：
…
…
…
…
曾
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
：
：
…
・
・
四

　
漁
揚
条
件
の
悪
化
：
：
…
…
…
…
：
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
：
八

　
マ
ス
コ
、
、
、
の
過
大
な
報
道
は
困
る
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
・
…
…
9
…
…
…
…
：
…
…
9
…
…
…
…
…
…
9
：
：
二

こ
の
回
答
内
容
か
ら
、
「
汚
染
」
が
漁
業
生
産
に
対
し
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ヴ
ェ
ル
で
影
響
を
与
え
、
最
終
的
に
は
漁
業
所
得
の
減
少
に
つ
な

が
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
回
答
者
数
が
比
較
的
少
な
い
こ
と
は
、
汚
染
の
影
響
が
き
わ
め
て
深
刻
な
事
態
に
ま
で
立
ち

至
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
、
逆
に
、
現
在
で
も
影
響
を
被
っ
て
い
る
た
め
に
、
こ
れ

以
上
汚
染
が
悪
化
す
る
方
向
は
阻
止
し
た
い
と
す
る
考
え
か
ら
、
「
工
業
開
発
に
は
反
対
だ
」
と
い
っ
た
態
度
が
で
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
汚
染
の
原
因
」
に
つ
い
て
漁
民
は
ど
の
よ
う
に
観
察
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
回
答
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
工
揚
か
ら
の
排
水
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…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
…
…
二
八

　
都
市
下
水
：
…
・
…
．
…
：
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
九



　
水
産
加
工
揚
の
排
水
：
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
：
…
…
…
・
：
…
…
…
・
…
…
：
・
．
…
…
…
…
…
9
…
：
．
．
…
・
…
・
：
：
：
…
…
…
…
…
…
：
．
：
四

　
船
舶
か
ら
の
排
水
、
船
舶
座
礁
…
…
…
・
…
…
…
ひ
…
…
…
…
…
－
．
．
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
：
…
…
：
：
．
…
・
：
・
…
－
…
：
…
…
…
：
九

　
埋
立
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
：
9
：
：
…
・
…
・
『
レ
：
…
…
：
…
…
：
…
・
一
…
・
…
・
…
：
・
…
・
：
五

　
底
び
き
網
・
の
り
養
殖
…
：
…
…
：
…
…
・
…
：
：
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
…
…
：
り
：
：
・
…
・
…
・
…
…
：
…
：
…
…
：
…
…
・
…
…
…
り
…
：
三

　
規
制
に
よ
り
改
善
さ
れ
た
…
…
…
…
・
…
…
・
：
：
…
…
…
…
…
…
…
…
．
…
…
：
…
・
…
…
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
．
．
…
・
：
：
…
…
…
・
．
．
四

こ
の
回
答
は
、
汚
染
の
原
因
が
、
工
揚
や
船
舶
か
ら
の
排
水
、
都
市
下
水
な
ど
漁
業
外
部
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
同

時
に
、
漁
業
の
内
部
に
も
汚
染
の
原
因
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
漁
業
外
部
か
ら
の
汚
染
の
原
因
と
し
て
最
も
重
視
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
「
工
揚
か
ら
の
排
水
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
「
ヘ
ド
・
」
と
な
っ
て
海
底
に
沈
澱
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
回
答
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「
オ
イ
ル
・
シ
日
ッ
ク
」
の
質
問
項
目
を
扱
っ
た
際
に
も
回
答
者
が
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
昭
和
四
八
年
五
月
に
発
生
し
た
タ
ン
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

1
の
衝
突
事
故
に
よ
る
漏
油
に
よ
っ
て
、
師
崎
の
漁
民
は
直
接
的
被
害
を
受
け
た
こ
と
が
こ
こ
で
も
語
ら
れ
、
タ
ン
カ
ー
の
航
行
量
が
多

く
な
る
こ
と
に
対
し
て
特
に
神
経
を
使
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
都
市
下
水
」
に
よ
る
汚
染
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
の
中
に

は
、
洗
剤
の
汚
水
や
ビ
ニ
…
ル
製
の
ゴ
ミ
な
ど
が
汚
染
の
原
因
で
あ
る
と
共
に
操
業
の
支
障
と
な
る
こ
と
な
ど
の
回
答
が
あ
る
。
そ
し
て
、

「
汚
染
の
原
因
」
と
は
直
接
関
連
し
な
い
が
、
「
規
制
の
強
化
に
よ
り
汚
染
が
改
善
さ
れ
た
」
と
す
る
回
答
が
み
ら
れ
、
師
崎
の
漁
民
が

操
業
し
て
い
る
海
域
の
汚
染
は
、
回
復
不
能
な
状
態
に
陥
っ
て
い
る
と
み
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
漁
揚
条
件
」
の
項
目
に
つ
い
て
言

及
し
た
時
に
も
触
れ
た
が
、
今
後
、
漁
揚
の
価
値
を
高
め
る
方
策
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
漁
場
の
価
値
を
高
め
る
観

点
か
ら
、
海
の
汚
染
を
改
善
し
て
ゆ
く
こ
と
が
重
要
な
政
策
的
課
題
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
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岸
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一
五
〇

（
－
）
　
伊
勢
湾
海
難
防
止
協
会
『
伊
勢
湾
、
三
河
湾
内
の
漁
揚
と
航
路
と
の
関
係
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
』
、
昭
和
五
〇
年
、
一
六
頁
、
二
四
頁
。

（
2
）
　
こ
の
タ
ン
カ
ー
事
故
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
叙
述
が
あ
る
の
で
、
多
少
長
文
に
な
る
が
引
用
し
て
み
よ
う
。
「
（
昭
和
四
八
年
）
五
月
三
日
深

　
夜
、
伊
良
湖
水
道
を
北
航
中
の
小
型
タ
ン
カ
ー
日
聖
丸
（
七
九
一
ト
ン
）
が
西
ド
イ
ツ
貨
物
船
メ
リ
ア
ン
号
に
追
突
さ
れ
て
沈
没
し
、
乗
組
員
五
名

　
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。

　
　
こ
の
事
故
の
た
め
満
載
し
て
い
た
C
重
油
（
一
八
六
九
短
）
が
大
量
に
流
出
し
、
そ
れ
が
渥
美
半
島
尖
端
か
ら
知
多
半
島
尖
端
に
至
る
一
帯
に
漂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
着
し
、
さ
ら
に
は
一
色
町
地
先
か
ら
は
る
か
伊
勢
・
志
摩
方
面
に
ま
で
達
し
た
。
こ
の
た
め
伊
良
湖
周
辺
で
は
わ
か
め
等
の
草
類
、
貝
類
、
養
殖
の

　
り
に
壊
滅
的
被
害
を
も
た
ら
し
、
南
知
多
町
沿
岸
で
は
小
型
定
置
網
に
被
害
を
も
た
ら
し
た
ほ
か
、
流
出
油
の
周
辺
海
域
を
漁
場
と
す
る
中
型
ま
き

　
網
、
小
型
底
び
き
網
漁
業
等
は
休
漁
さ
え
も
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
」
（
東
海
農
政
局
『
高
度
経
済
成
長
下
に
た
ど
っ
た
愛
知
県
漁
業
の
動
向
』
、
昭
和

　
四
九
年
、
三
頁
。
）

W
　
今
後
の
師
崎
漁
業

　
漁
業
生
産
は
年
々
の
変
動
が
激
し
く
予
測
し
に
く
い
も
の
で
あ
る
が
、
師
崎
に
お
け
る
漁
業
生
産
は
、
漁
獲
量
の
伸
ぴ
悩
み
、
漁
揚
条

件
の
悪
化
、
汚
染
の
進
行
、
航
路
と
漁
揚
と
の
対
立
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
か
か
え
て
お
り
、
「
今
後
の
師
崎
漁
業
」
を
展
望
す
る
こ

と
は
不
可
能
に
近
い
。
我
々
は
調
査
票
の
し
め
く
く
り
と
し
て
「
最
後
に
沿
岸
漁
業
の
将
来
性
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
結
構

で
す
か
ら
お
考
え
を
お
き
か
せ
下
さ
い
」
と
い
う
質
間
を
行
な
っ
た
。
こ
の
質
問
に
対
す
る
回
答
を
検
討
し
な
が
ら
、
今
後
の
師
崎
漁
業

を
考
え
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。



　
ま
ず
、
沿
岸
漁
業
の
将
来
性
に
対
し
何
ら
不
安
を
も
た
ず
、
「
将
来
性
は
明
る
い
、
希
望
を
も
っ
て
い
る
」
「
今
後
も
発
展
す
る
可
能
性

が
あ
る
」
と
い
っ
た
回
答
は
ニ
サ
ン
プ
ル
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
漁
業
種
類
別
に
そ
の
将
来
性
に
つ
い
て
言

及
し
た
サ
ン
プ
ル
が
み
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
「
一
本
釣
は
伸
び
な
い
だ
ろ
う
が
、
し
ら
す
は
伸
び
る
」
と
い
っ
た
回
答
や
「
高
級
魚
を

中
心
と
し
て
発
展
し
て
ゆ
く
だ
ろ
う
」
と
い
っ
た
回
答
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
他
の
サ
ン
プ
ル
の
多
く
は
「
不
安
」
を
感
じ
、
あ
る
い
は

要
望
を
出
し
、
あ
る
い
は
具
体
的
な
提
案
を
試
み
、
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
漁
業
の
先
行
き
は
暗
い
と
考
え
て
い
る
。
沿
岸
漁
業
の
将

来
性
を
「
暗
い
」
と
回
答
し
た
サ
ン
プ
ル
は
、
た
と
え
将
来
性
が
明
る
い
と
は
い
え
な
く
と
も
現
状
の
ま
ま
推
移
す
る
と
考
え
る
サ
ン
プ

ル
と
、
「
暗
い
」
か
ら
ど
う
す
ぺ
き
だ
、
ど
う
し
て
欲
し
い
、
と
い
う
回
答
を
す
る
サ
ン
プ
ル
と
に
分
か
れ
る
。
前
者
の
例
と
し
て
は
、

「
将
来
も
今
の
状
態
の
ま
ま
だ
ろ
う
」
、
「
こ
れ
か
ら
も
変
動
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
今
ま
で
生
活
を
維
持
し
て
き
た
の
だ
か
ら
、
順

調
に
や
っ
て
ゆ
け
る
の
で
は
な
い
か
」
、
「
こ
ん
な
に
魚
を
と
っ
て
い
る
と
い
つ
ま
で
漁
業
が
続
く
か
不
安
だ
が
、
そ
の
日
そ
の
日
を
や
っ

て
ゆ
く
よ
り
ほ
か
な
い
」
な
ど
の
回
答
が
あ
る
。
後
者
の
揚
合
に
は
、
先
行
き
不
安
の
原
因
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
と
、
希
望
す
る
対
策

や
と
る
べ
き
方
向
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
と
に
分
か
れ
て
い
る
。
先
行
き
不
安
の
原
因
と
し
て
は
、
「
工
業
開
発
の
た
め
の
埋
立
」
「
船
舶

航
行
」
「
汚
染
」
「
網
漁
業
に
よ
る
乱
獲
」
「
漁
業
者
数
が
多
く
競
争
が
激
し
い
こ
と
」
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
希
望
す
る
対
策
と
し

て
は
、
「
築
磯
を
も
っ
と
や
っ
て
欲
し
い
」
「
魚
礁
を
ふ
や
し
て
欲
し
い
」
「
新
漁
揚
を
開
拓
」
「
稚
魚
・
種
苗
の
放
流
を
や
っ
て
欲
し
い
」

「
流
通
機
構
を
改
善
し
て
欲
し
い
」
な
ど
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
。
「
と
る
べ
き
方
向
」
と
し
て
は
、
「
養
殖
を
中
心
に
し
、
ふ
や
す
漁

業
へ
と
転
換
す
べ
き
だ
」
と
い
う
回
答
や
「
海
の
資
源
を
守
る
よ
う
漁
業
者
の
間
で
相
談
す
ぺ
き
」
で
あ
り
、
「
休
漁
日
を
設
け
て
海
を

休
ま
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
っ
た
意
見
や
、
「
沖
へ
出
て
ゆ
か
ね
ば
、
将
来
は
暗
い
。
親
か
ら
し
て
子
供
を
漁
業
の
あ
と
つ
ぎ
に
さ
せ

　
　
　
　
　
沿
岸
漁
業
経
営
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沿
岸
漁
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意
識
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
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一
五
二

ま
い
と
し
て
い
る
が
、
今
は
冒
険
が
必
要
な
と
き
で
あ
る
」
と
い
う
沖
合
へ
の
進
出
、
あ
る
い
は
「
船
の
大
型
化
と
機
械
化
」
に
よ
っ
て

困
難
な
状
況
を
打
破
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
回
答
例
は
、
漁
業
の
将
来
を
「
暗
い
」
と
表
明
し
て
は
い
る
が
、
漁
業
の
将
来
に

絶
望
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
最
悪
の
揚
合
に
は
、
即
ち
諸
対
策
・
諸
提
案
が
不
発
で
あ
っ
て
も
、
現
状
は
ほ
ぼ
維
持
で
き
る
と
考
え

て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
こ
れ
に
対
し
、
漁
業
の
将
来
に
全
く
見
切
り
を
つ
け
、
転
職
を
考
え
て
い
る
も
の
や
「
観
光
開
発
に
力
を
入
れ
た
方
が
よ
い
」
と
す
る

サ
ン
プ
ル
が
少
数
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
「
先
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
」
「
年
が
明
け
て
み
な
い
と
先
の
こ
と
は
何
と
も
い
え
な
い
」
と
い
っ

た
回
答
も
み
ら
れ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
「
沿
岸
漁
業
の
将
来
性
」
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
回
答
が
よ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
回
答
を
み
る
限
り
、

師
崎
の
漁
業
が
近
い
将
来
に
お
い
て
衰
退
す
る
方
向
を
辿
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
た
し
か
に
、
こ
れ
ま
で
色
々
な
角
度
か
ら
論
じ
て
き

た
よ
う
に
、
困
難
な
問
題
が
師
崎
漁
業
に
は
山
積
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
少
し
づ
つ
で
は
あ
る
が
解
決
し
、
現
状
を

維
持
し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
潜
在
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
師
崎
の
漁
業
は
も
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
師
崎
の
漁
民
、
漁
協
、
そ

し
て
行
政
の
カ
が
結
集
さ
れ
、
創
意
工
夫
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
師
崎
の
漁
業
が
発
展
し
て
ゆ
く
こ
と
を
我
々
と
し
て
は
願
わ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
五
二
年
一
一
月
一
八
日
　
受
理
）



匠劃

沿
岸
漁
業
経
営
と
沿
岸
漁
民
の
意
識
（
付
録
）

都市化に伴う漁村の変動に関する調査

お願い
　私たちは，一橋大学社会学部1依光ゼミナールの学生です。私

たちは，今回，都市化・工業化の社会的影響についての調査を行

う計画です。

　今回はまず，漁業の実態，漁業の動向，地域の社会的経済的構

造，地域開発などに関する御意見等について，調査を行うことに

致しました。調査の結果は，統計の形で利用し，個人のお名前が

出て，御迷惑をおかけすることは，決してありません。

　なお，この調査は，師崎地区の漁民の方々の中から，くじ引き

で選んでお願いすることに致しました。お忙しいところ，ご迷惑

と存じますが，よろしくお願い致します。

　　昭和51年8月

一橋大学社会学部　依光ゼミナール

（TEL）　0425－72－1101

　　（内線）561

五



漁家調査票

一南知多町，師崎地区一

チェック1　チェック2

調査員

訪問日時

月日　時間　　　備　　　考

1 I　I

2

3

橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究
　
1
6

調査不能の場合の理由

一橋大学社会学部

　　　依光ゼミナール

五
四



□世韻調査表
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国家の歴史
　1・いつ頃，どこから来住されましたか。

　　（明・大・昭）　　年；

　2・来住されたのはどなたですか（○印），また漁業をはじめられたのは

　　どなたですか（△印）。

現世帯主

現世帯主と祖父母

現世帯主の父母

その他（ ）

3・ここに来住される二とになった理由は何ですか。

4・あなたの家の本家にあたる家や分家にあたる家がありますか。

　　1・ある　　　2．ない

5．本家・分家といった関係はどのような形で続いていますか。

6・あなたの家にとって重要な問題が生じた揚合，相談したりする家があ

　りますか。また，その家とはどういうご関係ですか。

　　注）　親ウケ（カネ親，エポシ親，親方）などについて。

7．将来，家族とともに移住する意志をおもちですか。

　　L移住したい

　　　　その理由　　　　　　　　　　移住先

　　2・移住しない

8．現在居住しておられる土地・家屋について

　　1．土　地

　　　　111個人所有（取得年次＿年）　⑭　借地（いつから

　　2．家
　　　　11）持家（建設年次＿年）（増改築＿年）

　　　　121借家（いつから＿＿＿＿）

）
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□諸団体について

　あなたとあなたの家族の方は師崎のさまざまな団体に加入しておられると

思いますが・加入しておられる団体の名称，加入者，団体役員の経験の有無

についておきかせ下さい。
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　　参考　漁業協同糧合，農粟協同組合，消防団，青年団（若い衆，若連），婦人会，

　　　　部落会，老人クヲプ．講
　　　　漁業生産組合，しろめ（しらす）組合，わかめ組合，のり組合，

　　　　ちょうちん（一本釣）組合，もぐり組合，遊船組合，キス網組合

国漁業経営について

　Lあなたの家の組合員はどなたですか。

　　　　　　　　氏名出資口数　氏名出資口数
　　　正組合員　1・　　　　　　　　　　　　　2．

　　　　　　3．　　　　　　　　　　　　4．
　　　準組合員　L　　　　　　　　　　　　　　2．

　2。漁船の所有およぴ使用について

1船　名1トン数購入轍漁業種類

無動力船1／
船外機付副／
動力船1 1

五
七

3，派船建造（購入）の際の資金調達について

3－1　借入およぴ返済の方法　　　　　3－2　頭金の積立て方法



4．あなたの家で営んでいる漁業についておきかせ下さい。

営んでいる　　　　　　　　　　海上従　経営形態　いつから
種に○印　魚種　漁期　日数　事者数（自営，共同）始めたか

鯉底ぴきl　　I　I　　　I
船
ぴ
き

パソチl　　l　l　l　l　l
しらすI　　l　I　I　I　I

刺　網l　　l　I　　I　I　　l

釣
一本釣1　　『l　　l　『　　1
遊漁l　　　I　　　I　　l

はえなわl　　I　l　l　I　l　　l

採貝馴　　　I　　i　i　　l
タコツボl　　　I　　I　l　　l
のり縄l　　I　I　I　I　l　　I
わかめ矧　　　i　l　l　l　I
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4－1　最も漁獲金額の多いものは　◎

4－2あなたの家の漁業生産は最近5年間に変化しましたか。

　　増えた漁業　L　　　　　　　　　　　　2，

　　減ワた漁業　1，　　　　　　　　　　　　2，

4甲3　変化の理由について

　　1．漁揚条件の変化　　　　　　　　　2．漁揚の整備

　　3．漁法の変化　　　　　　　　 4・資本投下

　　5，労働　力

4－4　あなたの家の漁業経営に対して一オイル・シ日ックはどのような影響を与

　　　えましたか。

五
八



5・共同経営の場合・船の所有形態，使用方法などについておきかせ下さ

　いo
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5－1　なぜ共同経営を行うことになりましたか。

5－2　共同経営はうまくいっていますか。

　111　うまくいっている　　121問題がある

　その内容を具体的に

6．漁業経営の見とおしについて

　6－1あなたの家の漁業経営で，いま何が問題となっていますか。

　（内容）　Ul漁業資一　　（2〕あとつぎ
　　　　｛3）労働力不足　　　　　　　　　　㈲　魚価，市揚

　　　　⑤漁業資材　　　　　　　（6）漁揚環境

　　　　の漁揚管一　 〔81その他
　6－2あなたの家の今後5年間ぐらいの漁業経営の方針についてお聞かせ下さい。

　　　注）　漁粟種類，漁船，従事者数，共同経営など

五
九

6－3　あなたの家には漁業経営のあとつぎになる人がいますか。

　1・いる　　　2．いない



［i］漁家の家計について

　1．あなたの家の年収はおよそどのくらいですか。

1．100万円未満

3．150万円一200万円

5．250万円一300万円

7．400万円一500万円

9．750万円一1・000万円

2．100万円一150万円

4．200万円一250万円

6．300万円一400万円

8．500万円一750万円

10。1，000万円以上（　　円位）
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3．あなたの家は，5年前にくらぺて経済的に楽になりましたか・

　　（楽になった　　変らない　　悪くなった）

その理由

4．あなたの家の総支出に占める比率をおきかせ下さい。

　1．漁業経営関係費（自家労賃はのぞく）　　　　割

　2。漁業経費のうち大きなものは何ですか。（D　　　　　　　（21

5．漁業経営のための借入金はどのくらいありますか。　　　　円

6．兼業について

　6－1現在，あなたの家では漁業経営以外の兼業をしていますか（やっているも

　　　のに○印）

　　〔1）農業経営

地　目 所有面積（反） 主な作物 目　　　的

田 1 自家用・販売用

畑
〃　　　　　　　〃

山林1 1 〃　　　　　　　〃

山ハ
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　⊂2）水産加工業　　業　　種一＿　　従業者一

　｛3）民宿業　収容人数一
　㈱漁業外やとわれ　業種＿＿　 就業地

　⑤　遊漁案内業（宿元）　　世話する漁船の数，，＿

　｛6〕　漁業やとわれ

6－2　あなたは転業することを考えたことがありますか。

　①　あ　る

　　その場合，どのような業種，雇用形態，就業場所が考えられますか。

　　　＿＿，＿＿＿＿＿＿＿，＿＿＿＿＿＿＿」　一

　　　〔2）な　い

．7，漁業やとわれについて

誰　が 誰に率 どこで どの漁種 期　間
漁　　　　　業

とわれ主・従
賃金の形態

　＊　雇主は毎年一定しているか，いないかo

凹漁業をめぐる諸間題について

　1・領海12海哩，経済水域200海哩がきまると，あなたの家の漁業経営

　　にどのような影響がありますか。

2・さまざまな漁業政策のうち・次のものに関して・ご意見をおきかせ下

　さい0

　2－1沿岸漁業構造改善事業

2－2　漁業近代化資金

山ノ、 2－3県または漁協の漁場管理の方針

　｛11地先漁揚　　　　　　　　　　　　（21沖合漁場

　　　注）　地先漁場3養殖，採貝草，釣，　　　　沖合漁場＝漁船漁粟，釣



3．あなたは個人としてどのような漁業政策を希望しますか。

　生漁協の運営に関して，ご意見をおきかせ下さい。　　　　　　　　　　橋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年

□
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報
　　　地域社会の経済状態
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会
　1．あなたの住んでいる師崎全体の経済状態について　　　　　　　　　　学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研
　　1－1師崎全体の所得水準は日本全体の中でどの程度のところにあるとお考えで究

　　　　　すか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16
　　　　1・現　　　　　　　　　　2・10年前
　　　　3．変化の原

　　1－2　師崎内部における所得の格差についておきかせ下さい。

　　　　〔1）ある　　12）ない
　　　　〔2）その原因は何ですか。

　1－3師崎の人々の生活様式は，】0年前と比ぺて変化しましたか。

　　　1．変イヒした　　具体的に

　　　2。変化しない

2，衣浦，東三河の工業開発が進展した揚合・師崎にどのような影響があ

　らわれるとお考えですか。

3．大型フェリーの就航は師崎に利益をもたらしていますか。

4．海水浴客や釣人が師崎を訪れると思いますか，これらの人々に対して　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　六
　どのようにお考えですか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二



5．海の汚染，その影響，その原因などについておきかせ下さい。
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6・以前にも町が海を埋立てて宅地などを造成したことがありますが・あ

　なたは，これについてどうお考えですか。

7．町の発展を図るために，あなたは何が最も有効な方法だとお考えです

　かo

［i］最後に沿岸漁業の将来性につい℃どのようなことでも結構

　　　ですからお考えをおきかせ下さい。

よノ、




